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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　天野　英
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　神は己おのが息吹いぶきを子らに与あたえ給たもうた。


　禁きんじられし箱に収おさめられし彼の力は欠片かけら。


　神の理ことわりに至いたれりし欠片。





　欠片集つどいしとき、我われらが悲願成じよう就じゆせり。





　欠片の一、〝王おう〟。


　その力、真しん紅くにして無む双そう。


　人じん刀とうを駆かり生死を司つかさどる欠片。





　欠片の二、〝軍ぐん師し〟。


　その力、星せい芒ぼうにして森しん羅ら。


　星せい拳けんを繰くり支し配はいを司る欠片。





　欠片が三──




──『三さん剣けん抄しよう』人の巻まき〝欠片の章〟より抜ばつ粋すい







　序章







　すでに日は落ちていたが、特に遅おそい下校では無かった。


　部活に入っていれば当たり前の時間だし、親も了りよう承しよう済ずみだ。


　しいて言えば家が郊こう外がいにあり、家路の途と中ちゆうで部活仲間とも別れて一人になってしまうところが問題だろうか。


　女子高生の一人きりの帰き宅たく、しかも人ひと気け無し……結けつ構こう危き険けんかもしれないが、慣なれた本人は気にしていない。痴ち漢かんが襲おそって来ようものなら、叩たたきのめす自信はある。これでも合気道部では存そん在ざい感のある弐に年ねん生せい、家も道場のため子こ供どものころから鍛きたえてきた。


　だからとくに早足になることもなく、鼻歌交じりに歩いていく。


　不意に、頭上でブーンと音がし、周囲で光が明めい滅めつした。


　見上げると、街灯が点滅している。故こ障しようか、あるいは電球の交こう換かん時期か、辺りを照らす光はひどく頼たよりない。


　ふう、と息を漏もらしてまた歩き始めたとき、背はい後ごに視し線せんを感じた。


　警けい戒かいしつつゆっくりと振ふり向くと、路地の角に隠かくれる形で人ひと影かげが見える。体はブロック塀べいからはみ出し、大おお柄がらとは言えないが暗がりの中でもその存在感を誇こ示じしていた。


「……誰だれ？」


　警戒を強めて声をかけるが、応おう答とうは無い。学生鞄かばんとスポーツバッグを地面に下ろし、彼女は構かまえた。小こ柄がらだが、そんじょそこらの男に負ける気は無い。自分より体たい格かくや腕わん力りよくではるかに勝まさる相手を、幾いく人にんも組み伏ふせてきた。


　角から、相手がゆっくりと姿すがたを現あらわす。


　自然と、口元に笑えみが浮うかぶ。


　好戦的な方では無いが、どこかでこんなシチュエーションを待ち望んでいたのかもしれない。だからこそあの学園にも入学した。


「来なさいよ……！」


　堂々と言い放ったのは、けして間ま違ちがいとは言えない。相手が痴漢の類たぐいなら、怯ひるんで逃にげ出した可か能のう性せいもある。そう──人間相手なら、それでよかった。


　相手の姿を目にしたとき、両りよう肩かたに不ふ可か視しの重さが加わった。


　呼こ吸きゆうが細くなり、筋きん肉にくが萎い縮しゆくする。燃もえていたはずの闘とう志しは瞬しゆん時じに搔かき消され、後にはただ後こう悔かいと絶ぜつ望ぼうが刷すり込こまれた。


「……ウソ」


　受け入れたくない非ひ現げん実じつ。


　それを現実にする新聞記事を、以前見た記き憶おくはある。


　逃にげようとした。


　走ろうとした。


　だが、両りよう脚あしは震ふるえたまま言うことを聞かない。


「どうして……動いて！」


　まだ動く両手で脚を殴なぐりつけるが、裏うら切ぎった下半身は反はん応のうを示しめさない。かわりに、恐きよう怖ふが来た。


「ひぃっ……」


　叫さけびは口元を手で塞ふさがれることで消され、彼女は絶望の意味を知った。


　最さい期ごにその瞳ひとみに焼きついたのは、狂きよう気きに彩いろどられた瞳。


　白目と虹こう彩さいの区別が無く、ただ紅あかく塗ぬり潰つぶされた瞳。


　一瞬で喉のど元もとは喰くいちぎられ、あっけなく終しゆう焉えんは訪おとずれた。


　撒まき散らされた鮮せん血けつと、地に投げ出された屍かばね。


「……また派は手でに殺やりましたね。後始末に手間がかかりそうだ」


　静かな声が、背はい後ごから聞こえる。捕ほ食しよく者はそれ以上凶きよう行こうに走ることなく、声の主を見つめていた。


「もう行きなさい。今こ宵よいはここまでです」


　声に従したがい、捕食者は去った。


　しばらくして、声の主もその場から姿を消す。


　全すべてが去った後には、凶行の痕こん跡せきなど欠片も無かった。


　死体も、血の跡あとも──何一つ残っていなかった。




　第一章　刀とう神しん対剣つるぎ守もり







　真しん武ぶ学園の体育の授じゆ業ぎよう、別名「修しゆう練れん」は、基き本ほん的に二つのクラスの合同で行われる。壱いち年ねん木組の場合、隣となりの火組と行い、さらにその中で男女に分かれてカリキュラムが課される仕組みだ。


　が、今日は珍めずらしく男女混こん合ごう、それも整列せずに皆みなそれぞれ好きな場所に散り、中央にいる体育科主しゆ任にん教きよう師し、茂も木ぎを囲んでいる。


　体育教官室最強と謳うたわれる五十代のベテラン教師は、その名に恥はじない風ふう格かくと威い圧あつ感を備そなえていた。百九十に届とどく長身に相応ふさわしい骨ほね太ぶとな体格は、それだけで生徒達の畏い怖ふの対象であり、表立って逆さからう者はいない。さらに対異メ魔ギ人ド戦の経けい験けんも豊ほう富ふであり、教師というよりは訓練教官に近いだろう。


　そんな彼が指し導どうする今日の授業は、主に大人数での授業で使われる多目的道場で行われている。


　その中心に立ち、茂木は周囲を取り囲む生徒に授業内ない容ようを告げた。


「では事前に伝えた通り、今日は三限げん目と四限目を使ってお前達の現げん在ざいの実力を見せてもらう。一対一での模も擬ぎ戦で、それぞれ今まで学んだ技わざを披ひ露ろうしろ」


　待ってましたと言わんばかりに、生徒達の中からどよめきが起こる。


　この学園に入学した以上、大半の生徒が腕うでに覚えがある者達ばかりだ。教師公こう認にんで実力を披露し、さらに今後の評ひよう価かに活いかせる。沸わき立たないわけがない。


　生徒達のやる気は、そのまま服ふく装そうに表れてもいた。


　基本的に授業は学校指定のジャージで行うが、今日は内容だけに服装は動きやすく身に合ったものを着ることが認みとめられている。


　剣けん道どう着ぎに柔じゆう道どう着ぎ、さらには試合用のトランクス……目の色を輝かがやかせる生徒達を、茂木は冷ややかな視し線せんで見つめていた。


　──やれやれ……。


　壱年生を見ていると、特に不安が頭をもたげる。この中のどれほどの者が対異メ魔ギ人ド戦の戦力になるか。そして──生き残れるか。


　不安は尽つきないが、まずは実力を測はからねばならない。最初の一回は、とりあえず実じつ績せきのある者を指名することにした。


「よし、それじゃ那な斬ぎり、まずはお前やってみろ。特待生の実力、見せてもらおうか」


「うぃ～っす」


　名前を呼よばれ、木組の那斬蒼あおいは茂木の前へ進み出た。皆普ふ段だんより自由度の高い服装とはいえ、蒼のそれは自由すぎる。


　黒のボンデージタイプのストラップシャツに、拘こう束そく具ぐの意い匠しようを凝こらしたベルトパンツ。さらには丸いレンズのサングラスのおまけつきだ。どう見ても私し服ふくにしか見えない。


「……お前、いくらなんでもそりゃはしゃぎすぎだろ」


「動きやすい服装でって聞いたんで。これが俺おれの勝負服っす」


　不ふ敵てきに笑う彼の左手で、長大な太た刀ちが揺ゆれる。金きん属ぞくの質しつ感かんを持つ奇き異いな帯を鞘さやとして刀身に巻まきつけた、五尺しやくに届く大太刀。重量を考えれば伊だ達てを気取るにはキツすぎる。漂ただよう気配も、使い込まれた名刀のものに相そう違いない。


「……ま、いいだろう。その刀も飾かざりじゃなさそうだ」


　蒼と彼の愛刀にただならぬものを感じ、茂木はとりあえず職しよく務むの遂すい行こうに努めた。


「よし、じゃ相手は……」


「あ、俺、飛ひ流りゆう君とがいいで～す」


　その言葉に、生徒の視線が一いつ斉せいに隅すみにいるジャージ姿すがたの生徒に向く。


　むしろ少数派はである学校指定の紺こんのジャージを着た理知的な少年は、蒼の言葉と周囲の視線に露ろ骨こつに顔をしかめた。目立たないように中心から離はなれた隅で体育座ずわりをし、適てき当とうにやりすごそうと思っていたのに、台無しだ。
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「飛流、ご指名だぞ」


「嫌いやです」


　即そく答とうし、飛流要かなめはそっぽを向いた。


「……だそうだ。大体アイツは無む手てだろう？　せめて武ぶ器きを持った奴やつを……」


「嫌です。要とじゃなきゃやらない」


「だそうだが……」


「嫌です」


　再さい度どの求めにも、要は応おうじない。しかめっ面つらの茂木が蒼の方を向くと、彼は地面に寝ねそべってふてくされている。


「ヤダ。要とじゃなきゃやらない。もう恋こいなんてしない、愛なんていらない」


「……飛流」


「嫌です」


　即答した要に、周囲の冷たい視線が突つき刺ささる。皆、どちらが折れた方が早いか、充じゆう分ぶんに理り解かいしているのだ。


「飛流……空気読もうか」


「……………………はい」


　死ぬほどやる気の無い返事で立ち上がり、要は重い足取りで中央に進み出た。蒼は即そく座ざに立ち上がり、要に向き直って剣道でいう一足一刀の間合いまで距きよ離りを取る。そして己おのが愛刀──〝正まさ宗むね〟を正せい眼がんに構かまえた。


「おい那斬、それ使う気か？　あくまで模擬戦だ、使うなら竹刀しないか木刀にしろ」


「大だい丈じよう夫ぶですよ、抜ぬきませんから」


「しかし……」


「構いませんよ」


　けだるい口調で要が言う。とにかく早く終わらせたくてしょうがないのだ。


「矢でも鉄てつ砲ぽうでもご自由に。俺は武器無し、それで結けつ構こう。他にルールは？」


　要の促うながしに、茂木は軽く溜ため息いきをついて今後の模擬戦全すべてに共通するルールを述のべた。


「目め突つき、金的、喉のど元もとへの攻こう撃げきは不ふ可かだ。首から上の攻撃も全面不可。無む論ろん抜ばつ刀とうは認めん。時間は五分だが、途と中ちゆうで勝負ありか危き険けんと判はん断だんした場合はすぐ止める。異い論ろんは許ゆるさん。では──」


　対たい峙じした蒼と要が互たがいを見つめあう。すでに互いしか見えていない。


　大海のように深い蒼そう茫ぼうの瞳ひとみと、縁ふちなし眼鏡めがねの奥おくで揺ゆれる闇やみ色の瞳が交こう錯さくする。


「ふっふっふ、ついに決着をつけるときが来たよーだな。いつかはこんな日が来ると思ってたぜ（棒ぼう読よみ）」


「俺はまったく思ってなかったけどな。それよりこの前貸かしたノート返せ（やる気ゼロ）」


「……始め！」


　掛かけ声と共に、蒼の乱撃が躍おどった。


「シャァァァッッッッ！」


「ハッ…………！」


　鼻を鳴らし、要が受ける。速そつ攻こうで距離を詰つめて全方向から迫せまる斬ざん撃げきを、手の甲こうを相手に向けた対刃は物もの用の構えで全て捌さばく。ギャラリーの生徒では目で追うことすら困こん難なんな高速の連撃が、当たることなく弾はじかれ、捌かれ、打ち落とされていく。


「な、何だこの捌き!?　飛流ってこんなんできたのか!?」


「つーか那斬の剣けんもありえねぇ!!　ほとんど見えないんですけどォッ!?」


「何だよコイツら……マジで同じ壱いち年ねん!?」


　沸わき立つ生徒達の中、最前列で観戦する木組の生徒二人は、したり顔で感想を囁ささやきあう。


「中々やるじゃねーか……だが勝敗は見えたな、佐さ藤とう？」


　空手着を着き込こんだ小こ柄がらで瘦やせた少年が、右みぎ隣どなりにいる眼鏡をかけたやや太り気味で柔じゆう道どう着ぎを着込む少年に言う。


「ああ、その通りだ鈴すず木き。確たしかに那斬の剣はハンパねぇが、素す手でで捌く飛流の方が上だ。あんだけでかい刀ぶん回してんだ……いずれスタミナ切れて終わりだ」


「俺もそう思ってた……さすがだな佐藤」


「お前こそ、鈴木」


　訳わけ知しり顔で見つめあう二人の予想を、左隣から聞こえた呟つぶやきが否ひ定ていした。


「違ちがう……」


「何？」


　ぴったり動きを合わせて左を向くと、小柄で細身の可か憐れんな少女が体育座ずわりをしていた。こちらも要と同じく学校指定のジャージ姿すがたで、まじめに規き則そくを守る性せい格かくが見てとれる。


　ある意味では学校でも有名人、あの武ぶ術じゆつの名家「月つき島しま」の末すえ娘むすめにして落ちこぼれ──月島琴こと美みだ。


　普ふ段だんはまったく目立たない少女が、今眼がん前ぜんの戦いに見入り、うわ言のように呟く。


「那斬君のスタミナは、そんな簡かん単たんに切れない……少なくとも、この試合中は絶ぜつ対たいに」


「そ、そうか？　まあそうだとしても、飛流の方が優ゆう勢せいだろ？　余よ裕ゆうっぽいし、刀相手に素手で互ご角かく以上に……」


　反はん論ろんする鈴木の横で、佐藤も頷うなずく。


　だが琴美は首を振ふって言った。


「違う……飛流君は、多分相手が武器を持ってることを前提にして戦ってる……そういう修しゆ行ぎようを積んでる……だから、武器を持つことは有利じゃない……むしろ……不利、かも」


「じゃあ、やっぱ飛流の方が……」


「飛流君は……多分、捌くとか受け流すだけじゃなくて、本当はもっと……もっと、ちゃんとダメージを与あたえたい、与える方法を使おうとしてる……でも、使えない。那斬君の剣が迅はやすぎて……重くて……できない」


「それじゃ、今は……互角か？」


　琴美は頷き、鈴木と佐藤は顔を見合わせた。


　ほとんどの者が知らないはずの蒼と要の戦せん闘とうの真実──コイツ、本当にあの月島か？


　疑ぎ念ねんと畏い怖ふを湛たたえて再さい度ど彼女を見たとき、琴美は蒼と要を指差して叫んだ。


「あれ……！」


　戦闘は、新たな局面を迎むかえていた。


　現げん状じようを打だ破はしようと、蒼が動く。〝正宗〟の乱撃と共に、右足を要の足に絡からめ、足あし払ばらいで体たい勢せいの崩くずしを狙ねらう。


「甘あまい」


　それを読みきり、足をかけられる前に要は床ゆかを蹴けり、跳とんだ。そのまま左の跳び回し蹴りを蒼の脇わき腹ばらに放つ。


「チッ……」


　舌した打うちと共に、蒼が顔をしかめる。脇腹にめり込む足の甲。肋ろつ骨こつが軽く砕くだける打撃だが、その威い力りよくは半はん減げんされていた。


　蒼と同じく、要もまた顔をしかめる。


　左脚を見れば、そこには楔くさびが打ち込まれていた。


　激げき突とつの瞬しゆん間かん、蒼は〝正宗〟の柄つか頭がしらによる打撃を要の脚に叩たたき込んでいた。蹴りの威力を殺し、なおかつ相手の脚を痛いためる返し技わざ。


　互たがいの初ヒットは痛み分けに終わり、それぞれ後方に跳び、再ふたたび元の間合いに戻もどる。


「……ったく、あやうくアバラがイッちまうとこだったぜ」


「中々の返しだったが、柄頭につけたその龍りゆうの飾かざりが邪じや魔まだったな。そのせいで、打撃の威力が半減した。無ければダイレクトに柄で穿うがてたものを」


　要が指し摘てきするが、蒼は柄の先で揺ゆれる鎖くさりのついた銀色の龍の飾りを外す気はない。


　どうせ──もう終わる。


「そろそろキメル、か」


「無む論ろん」


　いつしか、ギャラリーは静まりかえっていた。同い年であるはずの少年二人は、達人を凌りよう駕がする技を以もつて戦いに臨のぞんでいる。


　居い合あわせたのは幸運だ。おそらくは後に語り継つがれる──壱いち年ねん最強を決める戦い。


「シャァァァァッッッッ!!」


　道場を揺ゆるがす咆ほう哮こうを上げ、蒼が駆かける。


　正せい統とうとしか言いようのない、最短距きよ離りを一直線で駆ける面打ち。


　先の先を地で行く高速の一振りを、要の動体視し力りよくははっきりと捉とらえていた。その軌き道どう、その威力、その速度を一瞬にも満たぬ時間で計算する。


　すでに完全なる回かい避ひは不ふ可か。


　結けつ論ろんを受け止め、要はできるかぎり身を横にずらした。これで頭部へのダメージはない。だが肩かたは無む防ぼう備びに晒さらされたままだ。ならば当たる前に「先せん」をとる。


　右脚を伸のばした勢いきおいで左脚を鞭むちの如ごとくしならせ、要は再び回し蹴りを放つ。


　爪つま先さきまで全神しん経けいを注いだ蹴りは、先ほどのものとは比くらべ物にならない。蒼の技を見切り、後ごの先せんを地で行く絶ぜつ技ぎ。


　だが〝正宗〟はすでに肩に迫せまっていた。


　その長い刀身とのリーチ差を解かい消しようすべく、要の両脚は伸びきり、左脚の親指の先が細く尖とがり一点を穿つ。


　狙うは──蒼の喉のど元もと！


　同時に要の肩に振ふり下ろされる一打。


　単なる打撃では要は止められない。しかし今──刀を覆おおう黒い帯に似にた鞘さやが解ほどけ、光る刀身がその身を現あらわす！


「そこまでぇッッ!!」


　怒ど号ごうに近い掛かけ声に、道場に激げき震しんが走った。


　ギャラリーの生徒は何な故ぜか姿し勢せいを正して腰こしを伸ばし、蒼と要も技の姿勢のままピタッと動きを止めた。


「そこまでだ。二人とも下がれ」


　憮ぶ然ぜんとした顔の茂木に、蒼と要は特に不平も言わず、そのまま開始のときと同じ位置に戻った。


「テメェ……よくも喉狙ってくれたな。反はん則そくだぞ？」


「お前だって〝正宗〟抜ぬきかけただろうが」


　互いにいつもの調子で言い合い、軽く一礼した後、周囲で座る生徒達の中に戻る。途と端たん、歓かん声せいが二人を迎えた。


「スゲェよお前ら！　一体どこであんな修しゆ行ぎようしたんだ!?」


「那斬もスゲェけど、飛流何モンだよ？　お前流りゆう派は何？」


「ヤベェ……撮さつ影えいしとくんだったぜ……！」


「同じ壱年たぁ思えねぇ……」


　困こまったように頭を搔かく蒼と、無む表ひよう情じようのまま体育座ずわりを決め込む要。


　壱年最強決定戦の決着は、また次回へと持ち越こされた。








「修しゆう練れん」の授じゆ業ぎよう終しゆう了りよう後の昼休み、初めてその実力を晒した要の下もとに、各部活の生徒達はこぞって勧かん誘ゆうにやってきた。


「飛流、空手部入らないか？」


「興きよう味み無い」


「お前の蹴り……すごかったぜ。ムエタイで全国狙おう！」


「日本じゃ大会無いだろう。あってもどうでもいい」


「テコンドーやらないか？　お前のネリョチャギを見てみたい！」


「どちらかと言えば手て技わざの方が得意だ」


「グレイシー柔じゆう術じゆつ同好会に……」


「断ことわる」


「毎朝俺おれの味み噌そ汁しるを作ってくれ」


「帰れ」


「第一印象から決めてました」


「ごめんなさい」


「君の瞳ひとみにカンパイ」


「………………」





　……と全すべて無む下げに断られ、皆みなすごすごと立ち去っていく。


　ようやく静かになった後、要はいつものように蒼と差し向かいで食事を始めた。


「いや～しかしお前大人気だな」


「……後半三人はお前だったろうが。ったく、余よ計けいなカロリー使わせやがって」


　普ふ段だんと違い、要は二段だん重ねの弁べん当とうを持参していた。肉と野菜をバランスよく配したボリュームのある昼食だが、蒼の方は何も広げずに机つくえに突つっ伏ぷしている。


「……おいしそうだね、要君。そして量が大目だ。二人分ぐらいあるね」


「ああ。今日は授業で無む駄だに体力使いそうだったからな。それを見み越こしてメニューを変えた」


「俺もお腹なか空すいてるんだけど」


「で？」


　無表情で言い放ち、要は旺おう盛せいな食しよく欲よくで弁当をたいらげていく。その様子を蒼が恨うらめしく見つめるが、要はまったく気にしない。彼なら餓が死し寸すん前ぜんの恵めぐまれない子こ供どもの前でも、まったく気にせずにフルコースをパクつくだろう。


「……呪のろってやる」


「黙だまれ。大体誰だれのせいで無駄な体力を使ったと思っている？」


「お前だって後半は乗ってたじゃねーか。しかし、足あし技わざ使ってくるとはな……てっきり手だけで終わらせると思ってた」


「……別に。そろそろ隠かくす意味も無くなってきたからな。まあ、目ざとい観客は困こまり者だが」


　じろりとねめつけた先には、蒼の隣となりの席で昼食を摂とっている琴美がいる。こちらも手作りの弁当持参で、メニューはサンドイッチと紅こう茶ちやだ。


「べ、別に私は……でも、二人ともすごかったね。皆もそう言ってた……」


「ふふっ、その激げき闘とうの余よ波はで俺は死にかかってるけどね」


　再ふたたび机に突っ伏す蒼に、琴美はおずおずと手作りのサンドイッチを差し出す。


「少し多く作っちゃったし……よかったら、これ……」


「いいよ。育ち盛ざかりなんだから、たんとお食べ」


　そっくりそのまま自分に撥はね返る言葉で蒼が丁てい重ちように辞じ退たいすると、琴美は少し寂さびしげに出した手を引ひっ込こめた。


　別に蒼に悪意は無い。


　だが、要のものだったらどうだろう？


　もし彼が差し出したものなら──蒼はきっとためらわず受け取る。


　琴美が埋うまらない差を実感したとき、要が事の発ほつ端たんを問い質ただした。


「お前、何で飯めし買いに行かない？　財さい布ふでも忘わすれたか？」


「いや、金無くて……」


「下ろし忘れか？　傭よう兵へい稼か業ぎようで稼かせいだんだから、有ゆう効こうに使え」


「いや、シャレでスイス銀行の口こう座ざに振ふり込んでって言ったら、何か本当に口座作って入金してくれたみたいで……おかげでＡＴＭで下ろせない……」


　ちょっと涙なみだぐむ蒼に、要は呆あきれ果てて肩かたを竦すくめた。


「馬ば鹿かかお前は……今すぐ解かい約やくして相そう州しゆう銀行武ぶ街がい支し店てんにでも口座移うつせ……！」


「あ、でも資し金きん運用とかして地味に増ふやしてくれてるみたい……」


「金は増えてもお前の命が削けずられてるけどな」


　愚おろかな友に事実を突きつけると、蒼は観念したように立ち上がった。


「はあ……しょうがない、最後の百円でおしるこジュースでも買おう」


　ふらつく足取りで教室を出ていく蒼を気にせず、要は弁当をかっこむ。そんな彼を咎とがめるように、琴美がじっと見つめていた。


「飛流君……」


「自じ業ごう自じ得とくだ」


　無む視しを決め込むが、琴美は目を逸そらさずに見つめてくる。数秒後、弁当を食べ終えた要が立ち上がり、彼女に聞こえるよう呟いた。


「図書室にでも行くか」


　その手には、必要無いはずの財布がしっかりと握にぎられていた。


　微び笑しようした琴美を突き放すように、要は教室を出た。早歩きの彼が蒼に追いつくには、それほどかからない。


　何より、蒼の足は教室を出たところで止まっていた。


「どうした？」


　要が尋たずねると、友の蒼そう茫ぼうの眼まな差ざしは、一人の女じよ性せいに注がれていた。


　飛流美み亜あ。


　要の姉であり、かつて三人で同じ時をすごした女性は、今は違ちがう立場でこの場所にいる。まだまだ生徒に近い新しん任にんの女教きよう師しは、その美び貌ぼうも相まっていつも生徒の輪の中にいた。


　今日彼女を取り囲むのは、蒼と同じクラスの佐藤と鈴木を中心とした、男子生徒達だった。たわいもない世間話は、二人の耳にも飛び込んでくる。


「ねー先生って彼かれ氏しとかいるんスか？」


「いません。今はあなた達で手て一いつ杯ぱいです」


「うそ～美人でスタイルもいいのに。胸むねとか特に……あれですよね、Ｆは確かく実じつにありますよね!?」


　思春期が為なせる直球の問いかけに、美亜は顔を赤くして両手を振る。


「な、ななな何言ってるの！　そんなこと……」


「じゃああれですか、まさか……Ｇの大台すか!?」


　男子生徒の目がちょっと血走り始めると、さすがに美亜も声を荒あららげた。


「し、知りません！　ほら、もうすぐ掃そう除じも始まるから準じゆん備びしなさい！　先生忙いそがしいから、もう行くね……」


「あ、ちょっと待って下さい、先生……！　せめてＦかＧだけ……ＦかＧだけ答えて下さい！」


　真理を追い求める少年達が追いすがるが、美亜は顔を赤らめたまま足早に去っていく。


　しばらくして、要が言った。


「今、聞き耳立てたよな？」


「立ててねーよ」


「立てたよな？」


「立ててないっつの」


「立てたよな？」


「立ててねーっつってんだろ！」


　突とつ如じよ上がった大声に、廊ろう下かにいる生徒が一いつ斉せいにこちらを振り向く。


　蒼の震ふるわせた肩に、要がそっと手を置いた。


「……俺の前でぐらい素す直なおになれ」


　穏おだやかな言葉に、蒼はうつむいてほとんど聞き取れないぐらいの小さな声で呟いた。


「……ゴメン、カッコつけた」


「気にするな」


　優やさしさは、時に人を追い詰つめる。


　ちょっと声を詰まらせながら、蒼が言う。


「お腹なか空すいた……」


「夕飯は何か作ってやるから」


「……カレーがいいな」


「わかった。だから泣くな」


「だって……」


　要はちょっとしゃくりあげる蒼の肩を抱だくように歩き、とりあえず飲み物だけでも買いに自じ販はん機きへ向かう。


　余よ人じんの入り込めぬ二人を、蒼の大声で様子を見に廊下に出た琴美が見つめていた。


「仲いいねぇ、あの二人」


　突如頭上から聞こえた艶つやっぽい声に、琴美は慌あわてて二人から視し線せんを逸らした。


「あれ……冴さえ木きさん？」


「こんにちは[image: ]」


　ウインクを嫌いや味みなくキメたのは、参年の冴木だった。二年ダブっているこの先せん輩ぱいには、大きな借りがある。


　それにしても、何な故ぜわざわざ壱いち年ねんの教室に？


　そう言いたげな琴美の視線を感じ、冴木は理由を述のべた。


「ちょっとあの二人に伝えたいことあってさ～。四し門もんクンが戻もどったのは知ってるでしょ？」


「あ、はい……」


　その名は琴美にも覚えがある。


　弐年武ぶ系けい最強の男にして、剣けん術じゆつ部主しゆ将しよう。さらに〈武街〉屈くつ指しの権けん力りよく者である四門帯たて刀わきの嫡ちやく男なんと来れば、知らない方がおかしい。だが今は、先日学園を席せつ巻けんしたあの事じ件けんの中心にいた少年というイメージが強い。


　蒼や要の会話から断だん片ぺん的に聞いただけだが、蒼と戦い重じゆう傷しようを負ったものの、数日前からは登校もしているそうだ。


「怪け我がはもういいみたいなんだけど、どーも様子がおかしくて。もしかしたら、剣術部絡がらみで一ひと悶もん着ちやくあるかもと思ってさ。でも、今はオジャマだね。君から言っといて」


「はい……でも、どうしてわざわざ……？」


「ん～まあ一いち応おう『仲ちゆう裁さい屋』だし。それに……嫌でしょ、また血を見るの？」


　冴木の言葉に、あの事件での記き憶おくが蘇よみがえる。


　迫せまる異メ魔ギ人ドと血けつ臭しゆう──自分が生き残れたのは奇き跡せきに近い。思い返せば、それもこの男の──


「あの二人なら大だい丈じよう夫ぶだろうけど、どーも最近キナ臭くさいからね。じゃ、掃除も始まるしこれで」


　確実に掃除をサボる気配を漂ただよわせ、冴木は飄ひよう々ひようと去っていく。その背せに、琴美はいくら言ってもいい足りない言葉をまた紡つむいだ。


「あの……あのときは、本当にありがとうございました」


「いいよ、別に。ただの気まぐれだし、ね」


「……でも、助かりました。何かうらやましいです、強くて……」


　寂さびしげに笑う琴美に、冴木はどこか自じ嘲ちよう気味に呟つぶやいた。


「そんなにいいモンじゃないよ」


「え……？」


「いいことなんて、あんまり無いから」


　語り口はいつものまま、だがけして目は笑っていない。何か言いかけた琴美から、そして掃除から逃のがれるべく、冴木は人ひと気けの無い方へ向かった。








　放課後の剣術部道場には、部員のほぼ全すべてが集結していた。


　数ある部活動の中でも実じつ績せき・部員数もトップクラスだけに、集まった者は皆みな腕うでに覚えのある猛も者さ達だ。今日は皆すでに正せい装そうとも言える袴はかまに着き替がえ、一人を囲む形で正せい座ざしている。


　その中央に佇たたずむのは、弐年にして部員の頂ちよう点てんに君くん臨りんし、そしてその実力と威い厳げんから誰だれもそれに異いを唱えない男、四門朱す雀ざくだった。


　先日の蒼との死し闘とうで負った重傷から回かい復ふくし、今こうして袴に身を包んで部員の視線を一身に集めている。


　長い黒髪を後ろで一つに束ね、竹刀しないを下げ段だんに構かまえた立ち姿すがたはほれぼれするくらい模も範はん的な美剣士の佇まい。


　そんな彼の前に立ち塞ふさがるのは、同じ弐年の三人の生徒だった。彼らもまた竹刀を構え、袴を纏まとっている。防ぼう具ぐこそ身に着けていないが、完全に試合の体たい勢せいだ。


「あの……四門さん、本当にいいんですか……？」


「体……まだ本調子じゃないんじゃ……」


「それに……さすがに三人相手ってのは……」


　三人とも思い思いに朱雀の身を案じる。そんな気き遣づかいを、少年は一いつ蹴しゆうした。


「くどい！　早く来い!!」


　有う無むを言わさぬ口調に、三人は抵てい抗こうを諦あきらめた。どのみち、一人一人では試合どころか稽けい古こにもなりはしない。それほどの実力差ゆえに、同学年の少年に敬けい語ごを使っているのだ。


「行きます……！」


　真ん中の一人の言葉を皮切りに、三本の刃やいばが躍おどった。


　一人は面、一人は胴どう。


　もう一人は、先の二に撃げきが外されたときの隙すきを突つくべく、あえて遅おくれて動く。


「遅おそい！」


　紫し電でん一いつ閃せん、朱雀の剣が舞まった。


　右方から来た面打ちに合わせる形で、相手の肩を打つ。片かた手て打ちで手て加か減げんはしているが、その威い力りよくに相手は苦く悶もんに顔を歪ゆがめ、肩を押おさえて倒たおれた。


　そのまま勢いきおいを殺さず、胴打ちの一閃を苦も無く受け止め──弾はじき返す！


「なっ……」


　同学年とは思えぬ剛ごう剣けんに、思わず竹刀を取り落としてしまう。


　残る一人がはっと正せい眼がんに構え直したとき、すでに竹刀の先さき革がわが喉のど元もとに突きつけられていた。


「ま……参りました」


　冷や汗あせを流しながら言うと、朱雀は無言で竹刀を下ろした。


　全ては一いつ瞬しゆんの出来事、観客の部員もほとんど朱雀の剣けん技ぎが理り解かいできていない。それでも若わかきリーダーに彼らは歓かん声せいを上げた。


「スゲェ……スゲェよ四門さん！」


「もう怪け我がは全然大丈夫なんですね!?　よかった……！」


「つーか、さらに強くなってるじゃないですか！」


「壱いち年ねんに負けたなんて噂うわさ、デマだったんですね……やっぱ四門さんはスゲェ……！」


　皆が称たたえる中、当の本人は自分の両手を見つめ、苦行僧そうのように険けわしい表ひよう情じようで何か思いつめている。歓声が途切れぬ中、彼は部員に向き直りどこか達観した表情で告げた。


「今日は……皆に言いたいことがあって集まってもらった」


「…………？」


　歓かん喜きに沸わき立つ部員達が怪け訝げんな顔で朱雀を見上げる。


「俺おれは……剣けん術じゆつ部を辞やめる」


　一瞬、場の空気が凍こおった。


　皆耳を疑うたがい、もう一度言葉の内ない容ようを吟ぎん味みし、それが真実なのか問いかけるべく朱雀を再さい度ど見る。


「俺は壱年の那斬に負けた。完全に……二度もだ。今のままでは、勝てるどころか追いつくことも不ふ可か能のうだ。だから……もう一度自分を磨みがき直したい」


　そう言って彼は部員を見み渡わたした。皆現げん実じつを理解できず、ポカンと口を開けている。


「これは俺個こ人じんの問題だ。迷めい惑わくはかけられないし、かける気もない。だから……俺は部を辞める。世話になった」


　深々と一礼し、朱雀は部員を搔かき分けながら進み、隅すみにまとめてあった荷物を手に取った。ようやく部員も彼の決意に気づき、口々に叫さけぶ。


「待って下さいよ、何ですかそれ!?」


「那斬って……あの特待生のことですか!?」


「負けたなんて……ウソですよね？」


「俺ら……これからどうすればいいんスか!?」


　懇こん願がんにも似にた言葉を背せ中なかで受け止めつつ、朱雀は彼らに向き直りもう一度頭を下げた。


「すまない……」


　もう振ふり返らない、そう決めて一歩進んだとき、最大の障しよう害がいが立ちはだかった。


　剣術部副主しゆ将しよう──水みず野の陶とう冶や。


　朱雀と同じく弐に年ねん生せいの彼もまた、剣道着に着替え竹刀を片手に立っている。


　ただひたすら己おのれの技わざを磨く朱雀と異ことなり、柔にゆう和わで落ち着いた印象の少年は、後進の指し導どうにも積極的で、部員からの信しん頼らいも厚あつい。剣術の腕うで前まえも相当なものだが、その性せい格かくゆえか、表立って技を披ひ露ろうすることはあまりなく、朱雀とは稽古すら行っていなかった。


　それが今、行く手を阻はばむために佇たたずんでいる。


「考え直しては……頂いただけませんか？」


　朱雀でなくとも、彼は常つねに他人に対して敬語を使う。


「鈴すず香かさんを呼よばなかったのは、こういうことだからですか。なるほど、正せい解かいだ」


　万ばん事じにおいて微び笑しようを絶たやさぬ穏おだやかで大人びた少年は、周囲を包み込こむような〝氣き〟で張はり詰つめた雰ふん囲い気きを緩かん和わしている。


「もう、決めたことだ。どけ」


「嫌いやだと言ったら？」
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「押し通る」


　朱雀が竹刀しないを正眼に構かまえる。


　陶冶もまた。


　どちらも基き本ほんに忠ちゆう実じつな、真剣このうえない気き迫はく。


　部員が心のどこかで望み、それでいて口には出さず押し殺してきた興きよう味み。


　朱雀と陶冶──本気で戦えば、勝者はどちらか？


　ほとんどの者は、やはり主将として慕したう朱雀が勝まさる──そう考えていただろう。おそらくは陶冶自身もそうだ。


　しかし今、皆みなの期待は陶冶に寄よせられている。


「あなたとは……こんな形で戦いたくなかった」


「俺もだ」


　朱雀の呟つぶやきが、勝負の始まりだった。


　互たがいに床ゆかを蹴けり、同時に面を打つ。


「ハァァァッッッ！」


　重なる声と声。


　全すべては同時に行われ、部員達は一いち縷るの望みをかけ目を閉とじる。


　開いたとき、希望は潰ついえた。


　同時のはずの一いち撃げき──なのに、陶冶の竹刀は朱雀に届とどかず、代わりに朱雀の一いつ閃せんが陶冶の額ひたいに当たっている。


「互ご角かく……と思っていたのですがね」


「お前に、俺を力ずくで止めるなど似に合あわない。だから剣けんが鈍にぶった」


「貴方あなたは鈍らず、ですか。しかし、それだけでは無さそうですね。腕を上げられた」


　陶冶は微笑し、横にのいて道を開けた。


「ちょっ……水野さん！」


「何で行かせるんスか!?　朱雀さんが、いなくなっちゃうんスよ！」


「お願いです、止めて下さい！」


　部員の訴うつたえを、陶冶は悲しげに首を振って退けた。


「無理です。本当なら、僕ぼくは頭を割わられていた。少々痛いたむ程てい度どで済すんだのは、手て加か減げんされたからです。僕には止められない。願うなら、貴方達が行きなさい」


　強めの口調で言われると、皆口をつぐんで俯うつむいた。もう無む駄だなことだと気づいてはいたのだ。


「世話になったな。皆も、達者でな」


　部員達がそれぞれ何事か言いかけるが、朱雀はもう振ふり返ることなく道場を後にする。


　少なくない時間を共にした部員の存そん在ざいは、すでに振り払はらった。今の彼には一つのことしか見えていない。


　あの蒼との戦いの後、理由はわからないが身体能のう力りよくが飛ひ躍やく的に向上したのを感じる。先せん刻こくの三人相手の試合がいい例だ。今までの自分なら、たとえ勝ててもあそこまで簡かん単たんにいかなかった。


　重じゆう傷しようのはずが短期間で完治したことも、何か関係があるのかもしれない。


　だがそれでもなお──なお那斬蒼に勝てる気がしない。


　心身が異メ魔ギ人ドに喰くわれていたときのことは、靄もやがかかったような感覚で記き憶おくしている。


　あのとき受けた真しん紅くの剣けん筋すじ──どうすれば勝てる？　そして彼の傍かたわらにいる飛流要。自分をこけにし、手玉に取ったあの男にも、今の自分は及およばない。


　ならばどうする？


　全てをかなぐり捨すて求める道は──向こうからやって来た。


　朱雀の決意などまったく知らず、蒼と要は[image: ]のん気きな会話をしながらこちらへ歩いてくる。


「じゃあ家で待ってるからヨロシク」


「ああ、買い物と用事を済ましてから行く」


「今日は……泊とまってけるの？」


「何な故ぜ上うわ目め遣づかいに、そして何故ちょっと甘あまえた感じで言う？」


「いや、アレが昨日届いたんで、お前にも調整付き合ってもらおうかなーと」


「最初からそう言え。泊まる気はないがな」


「かなちゃんつれな～い」


「……次言ったら星せい拳けんかますぞ」


「ごめんよかなりん」


　要が額に青筋を浮うかべて左手のレザーグローブを嚙かんで外しかけたとき、二人はようやく朱雀の存在に気づいた。


「あ……センパイ。前に遠目で見たときゃわかんなかったけど、全ぜん快かいしてるっぽいね」


「確たしかにな。気がねせずにボコって親父おやじのことを聞きだせそうだ」


　と剣けん[image: ]のんなことを言う要だが、もちろん相手が重病人でも彼が容よう赦しやするわけはない。数日前、朱雀が事じ件けん後に初登校してきたときは蒼に止められたが、今度は問題無いだろう。


　[image: ]気な蒼と不ふ穏おんな要を前に、朱雀は意を決したように口を真一文字に結び、座すわり込んで地に頭を擦こすりつけた。


「頼たのむ……俺にお前の力を授さずけてくれ！」


　はい？と首を傾かしげる蒼に構かまわず、というか土ど下げ座ざして下を向いているので気づかず、朱雀は絞しぼり出すようにずっと秘ひめていた思いを吐と露ろする。


「今の俺は……弱い。お前よりもはるかにだ。このままでは異メ魔ギ人ドには勝てない……！」


　朱雀は拳を地に打ちつけ、歯は嚙がみした。


　本当はこんなことをしたくない。


　認みとめたくない。


　だが現げん実じつは変えられない。


　眼がん前ぜんの少年は自分よりはるかに強く、数多あまたの異メ魔ギ人ドを屠ほふるだろう。かつてその剣を身に受けた経けい験けんがそれを裏うら付づける。


　だから、たとえどれほどプライドを傷きずつけられたとしても、この少年に教えを請こいたい。


　あの力を──手にしたい！


「〝神エ理クのス欠ト片ラ〟……そう呼よばれているそうだな、お前の力は」


「…………」


「ある男から聞いた。神力の顕けん現げん……とな」


　かつては、それを受け入れられなかった。


　だが、その身に受けた今はわかる。まさしく神の領りよう域いきに踏ふみ込んだ異い能のう。積み上げてきた努力と研けん鑽さんの日々は、神の与あたえ給たもうた力に粉ふん砕さいされた。


「今ならわかる……あれは異メ魔ギ人ドを滅ほろぼすために必要な力だ……あの真あ紅かい力……頼む、俺にもあの力を……！」


　悲ひ痛つうな叫さけびにも、蒼は無言だった。


　少し間を置いて身を屈かがめ、朱雀の肩かたに手を置く。


「顔上げろよ」


　その言葉に希望を感じ、朱雀は期待の表ひよう情じようを隠かくさずに顔を上げた。その瞬しゆん間かん、強きよう烈れつな右フックが左ひだり頰ほおに叩たたき込まれる。


「ガッ…………」


　そのまま四、五メートル吹ふっ飛ばされ朱雀は頰を押おさえて立ち上がる。


「き、貴き様さま何を……」


　言葉は途と中ちゆうで途と切ぎれた。


　距きよ離りを詰つめていた蒼に胸むな倉ぐらを摑つかまれ、その蒼そう茫ぼうの眼まな差ざしで射い貫ぬかれる。


　抗あらがえないその迫はく力りよくに、朱雀は言葉を失った。二度に亘わたる死し闘とうの中でもまだ見たことがない、憤ふん怒ぬの表情。


「自分が何言ってっかわかってんのか……？　この力は神がくれたもんなんかじゃない。もしそうだとしたら、神ってのはよっぽど性しよう根ねのひん曲がったクソ野や郎ろうだ……」


「…………」


「呪のろいだよ、これは」


　寂せき寥りようのこもった呟つぶやきに、朱雀はもう何も言えなくなった。蒼はそのまま朱雀を地面に投げ捨すて、苛いら立だちを隠さぬまま告げる。


「誰だれから聞いたか知らねーし、俺の技わざ喰くらってとち狂くるったのかもしんねーが、次あんなこと言いやがったら、こんなもんじゃすまねーぞ…………!!」


　最初で最後の警けい告こくを突つきつけ、蒼は家路につく。


　残された朱雀は、茫ぼう然ぜんと彼の後ろ姿すがたを追っている。


　その横で、傍ぼう観かん者に徹てつしていた要が呆あきれたように語る。


「やれやれ、よりにもよって一番頼んではいけない奴やつに頼んだな。頑がん張ばっている奴に『がんばって』って言うようなものだぞ？」


「…………」


「そもそもアイツの力は人に教えるというところから一番遠い。まして今のお前如ごときが得ようなど自うぬ惚ぼれも甚はなはだしい」


　嘲あざけりを隠そうともしない要に、朱雀も立ち上がって敵てき意いをぶつける。大体、この男は虫が好かない。


「黙だまれ……！　お前に言われる筋すじ合あいはない！」


「おやおや、そんなこと言っていいのかな？　〝神エ理クのス欠ト片ラ〟……欲ほしくないのか？」


　思わせぶりな口調に、朱雀は押し黙った。確かにこの男は、自分よりはるかに蒼に近い。


「お前……知っているのか？」


「人に物を訊きく態たい度どがそれか？　ずいぶんと頭ずが高いな」


「…………」


「この期ごに及およんで安っぽいプライドが上か。所しよ詮せんはその程てい度どの男か」


　嘲ちよう笑しようと共に去ろうとする要。


　両りよう拳こぶしを握にぎり締しめ、朱雀は誇ほこりをかなぐり捨てて再ふたたび地に頭を擦りつける。


「頼む……教えてくれ」


　要は足を止め、ゆっくりと朱雀に近づきその肩に手を乗せる。その動作に希望を感じ、朱雀は顔を上げた。


「無理」


　澄すみ切った笑え顔がおで告げられ、しばし時が止まった。


「さて帰るか」


「ちょっと待て！　何だ今のは!?　納なつ得とくできるかぁぁっっっ────！」


　声を荒あららげて摑みかかる朱雀を宥なだめるように、要は訳わけ知しり顔で諭さとす。


「まあ落ち着け。今のは冗じよう談だんだ」


「……顔が本気だったぞ」


「気にするな」


「………………」


「俺おれが言いたいのは、アンタに覚かく悟ごがあるのかってことだ。知ってのとおり、あれは人が神の領域に踏み込こみ得る力──選ばれし者にしか与あたえられない、全知全ぜん能のうに至いたる道みち標しるべ。誰でも手に入れられるモノじゃないし、得るためには相そう応おうのリスクがいる。アンタにその覚悟があるか？」


　先ほどまでと打って変わった冷えた言葉に、朱雀も押し黙る。


「具体的に言うと、まず識しき身しんレベル６に至る必要がある。そこで初めて肉体が覚かく醒せいし、駆く身しんレベル６以上に到とう達たつできる。本来識身と駆身に優ゆう劣れつは無いが、この順じゆん序じよは変えられない。そして『５』と『６』を分かつ壁かべは厚あつい。人間、ある程てい度どの才さい能のうとたゆまぬ努力があれば、『５』までは何とかなる。アンタのようにな」


　朱雀の脳のう裏りに、かつて隻せき眼がんの老人から言われた言葉が甦よみがえる。すでに身体能のう力りよく的には極者アダム・バルフの領りよう域いきに限かぎり無く近付いている──だが、壁は超こえられないと。


　今なら、その意味がわかる。


「どうすれば……その識身レベル６とやらに辿たどり着ける？　どうすればいい!?」


「簡かん単たんに言うな。かつて神の代だい弁べん者となった者達は、皆みな壮そう絶ぜつな苦行の果てに神理を得た。お前にその覚悟があるか？」


　突き放すような冷えた言葉に、朱雀も一いつ瞬しゆん怯ひるむ。それでも彼は止まらない。


　呼こ吸きゆうを整え、もう一度座すわり込み地に頭こうべを垂たれる。


「構かまわん……どんなことでもする。頼たのむ、俺にあの力を……！」


　要は無言で朱雀の肩かたに手を置いた。再び与あたえられた希望に、朱雀は今度こそ熱い決意と共に顔を上げた。


「ウソ」


　これ以上ないぐらい澄み切った笑顔に、朱雀は口を開けたまま凍こおりついた。


「さて帰るか」


「ちょっと待て!!　何だ今のは、これまでのくだりは!?　どう考えても俺に教えてくれる感じの流れだっただろうが!?　俺をおちょくってるのか!?」


「ばれたか」


　悪びれない要に、ついに朱雀がキレた。ここまでよくもった方だろう。


「そこに直れ……今成せい敗ばいしてやる……！」


「おやおや、大きく出たものだ。というか、お前何様のつもりだ？　つい先日あれだけの事じ件けん起こしといて、治ったら即そく〝神エ理クのス欠ト片ラ〟教えろだ？　武ぶ術じゆつやってる人間なら、入門初日に奥おう義ぎ教えてくれってのが、どれだけ無礼で的外れなことかわかるよな？」


　朱雀は押し黙だまってちょっと目を逸そらした。


　人間、思い詰つめると普ふ段だんの常じよう識しきが目に入らないこともある。


「大体蒼のおかげで助かったんだから、土ど下げ座ざするにしてもまずこの前の礼が先だろうが。恥はじを知れ。そもそもお前のせいで何人怪け我がしたと思っている？」


「いや……それは……」


「操あやつられたようなものだから、知らないってか？　面つらの皮の厚いことだな。まあ百歩譲ゆずってそれを認みとめるとしても、被ひ害がい者へ菓か子し折おりの一つでも持って詫わびに行くのが筋だろう？　お前の父親の過か失しつと考えたにせよ、家族で当事者のお前が無関係気取れるとでも思ってるのか？」


「いや、だから……」


「さらに言うなら、蒼をアシストしてお前如ごときの応おう急きゆう処しよ置ちをしてやった俺にも感かん謝しやが必要だろうが。恩おん人じんに向かってさっきの態度は何だ？　まず言うべきことがあるんじゃないのか？」


　したり顔で迫せまる要に、朱雀は反はん論ろんの言葉を持たなかった。


　両りよう拳こぶしを強く握にぎり、聞き取れないぐらい小さい声で何事かボソボソと言う。


「ああ～聞こえんな～？　もっと大きな声で言え」


　これみよがしに耳を向けてくる要に、朱雀はこめかみを震ふるわせて血管が破は裂れつするのをこらえながら、何とか言った。


「……あ、ありがとうございました」


「聞こえんな～。もっと大きな声で」


「……その節は……本っっっ当に……ありがとうございましたっっっっっ……！」


　地じ獄ごくの底から響ひびく怨えん嗟さに似にた言葉に、要は半笑いのまま頷うなずき、朱雀の肩を軽く叩たたく。


「ま、そこまで言うなら許ゆるしてやろう。以後気をつけるように」


　上じよう機き嫌げんで去っていく要の背はい後ごで、ガクっと朱雀が崩くずれ落ちる。


　しばらくそのままの姿し勢せいでいると、見知った少女が駆かけ寄よってきた。


「あ、やっと見つけた、朱雀……！」


　ビクッと朱雀は震え、さらにその背せが小さく丸まる。


　あの事件の最大の被害者にして、剣けん術じゆつ部マネージャー……そして自分を慕したってくれる影かげ山やま鈴香。


　腹ふく部ぶにかなりの怪け我がを負い、今もまだ治ち療りよう中だが、とりあえず経けい過かは順調、その健康的で小悪魔的な魅み力りよくも変わっていない。


　だが彼女を半死半生の目に遭あわせたのは、何を隠かくそう朱雀だ。


　よりにもよって、一番他人と顔を合わせたくないときに、一番負い目を感じる相手が来た。辛つらさが二倍どころか二乗され、傷きず口ぐちに塩どころか唐とう辛がら子しがねじ込まれた気分だ。


　そんな彼に構わず、鈴香は顔を覗のぞき込む。先だっての事件の影えい響きようなど皆かい無む、自分が死にかけたことも気にせず、朱雀の内側に入り込んでくる。


　そんな彼女に救われることもあるが……今はそっとしてほしかった。


「ちょっと朱雀、どうしたの!?　今道場に行ったら、部を辞やめたって……!!　何でそんな……って、何やってんの、こんなとこに座すわりこんで？」


「いや……何かもう俺はダメかもしれん」


　少し涙なみだぐむ朱雀が立ち上がるには、それからしばらくの時を要した。




　第二章　異い質しつなる異い形ぎよう







　──ったく胸むなクソわりぃ……！


　アパートに戻もどった後も、蒼あおいの気持ちは晴れなかった。殴なぐった方が痛いたいというより、殴ることでよりむかついてきた。


　朱す雀ざくの気持ちはわからないでもないが──それでも認みとめる気にはなれない。


　あんな力、自分以外の誰だれも持つべきじゃない。


「クソッ……」


　叩たたきつけるように制せい服ふくのシャツを洗せん濯たく機きに叩き込み、黒のタンクトップといつものベルトパンツに着き替がえる。


　要かなめが来るまでに適てき当とうに部屋の片かた付づけをし、ご飯だけは先に炊たいておく。


　一時間ほど経たちご飯も炊けた頃ころ、玄げん関かんのチャイムが鳴った。


「よお、かな……」


　玄関を開けると、同じ飛流家でもまったく違ちがう女じよ性せいが立っていた。


「こんばんは～」


　両手で深ふか鍋なべを抱かかえ、にっこりと美み亜あが笑う。


「間に合ってます」


　蒼は対異メ魔ギ人ド戦以上のスピードで即そくバタンとドアを閉しめた。


「ちょっと蒼君？　せっかくカレー作って来たのに～。好きだったでしょ？」


「結けつ構こうです」


　ドアを叩く美亜に無む感かん情じようの言葉を投げつけ、蒼は背せ中なかでドアを押おさえつける。


　耐たえること数十秒、ドア叩きはやみ、美亜の気配も遠ざかっていくのを感じた。


　ふう、と溜ため息いきをついて一安心したとき、耳を劈つんざく悲鳴が聞こえた。


「いや、助けて蒼君!!　異メ魔ギ人ドが……」


「美亜姉ねぇ！」


　蒼は焦しよう燥そうを隠かくさず、〝正まさ宗むね〟を携たずさえて瞬しゆん時じにドアを開けた。


　次の瞬間、軽かろやかなフットワークで美亜が三た和た土きに踏ふみ込み、そのまますぐ靴くつを脱ぬいで部屋に上がった。興きよう味み深ぶかそうに部屋を見回しつつ、鍋を火にかけようと台所へ向かう。


　蒼が茫ぼう然ぜんと立ち尽つくしていると、美亜はこちらを向いてにっこり笑った。


「あれ、どうしたの？　早くご飯にしよ？」




[image: ]


　悪意の一ひと欠片かけらも無い笑え顔がおに、蒼は彼女が要の姉であることを実感した。血の繫つながりが無いとはいえ、影えい響きようはあるらしい。


　飛流姉弟きようだい、恐おそるべし。


「そういえば、こういうとこあったな、美亜姉ぇ……」


　さすがに追い出すことを諦あきらめ、蒼は言われるがまま美亜との夕食を受け入れた。


　約二十分後、二人は差し向かいで一年ぶりとなる食事を迎むかえていた。


「もう信じらんない、食器はおろか机つくえさえないなんて。お皿は持ってきたけど、床ゆかに直じかに置いて食べるとは思わなかった」


「……別に普ふ段だんいらないんで」


　フローリングの床で胡坐あぐらをかく蒼は、特に反はん論ろんするでもなく淡たん々たんと言う。一つしかない座ざ布ぶ団とんは美亜に譲ゆずり渡わたし、冷たい床に直で座すわっている。


「……ってことは、食事はインスタント？　駄だ目めよ、そんなんじゃ。ちゃんと食べなきゃ！」


「たまに要に作ってもらうから大だい丈じよう夫ぶです」


　要、という言葉に美亜がむむっと眉まゆ根ねを寄よせる。


「いーえ、駄目です。手料理が食べたいなら、私に言いなさい！」


　どんと胸むねを張はる美亜を無む視しし、蒼はいただきますと手を合わせてからカレーを食べ始めた。


　──辛からっ。


　美亜の好みか、水の欲ほしくなる味だ。それでも蒼は何も言わず黙もく々もくと口に運んでいく。


「どう、おいしい？」


　蒼は無言で頷うなずき、無表情のままさらに食べ続ける。


「もぉ～だったらもっとおいしそうに食べなさい！　そんなんじゃもてないわよ？」


「興味無いんで、そういうの」


「……ああ、そうですか。たくっ、昔はもっと可愛かわいかったのに……」


　ぼやきながら美亜もカレーを食べ始める。


　お互たがいしばらく無言が続くが、やがて美亜が口を開いた。


「この前は……ありがとね。助けてくれて……」


「…………」


「強く……なったのね。前よりも、ずっと。そうなるために、海外へ行ったの？」


「そんなとこです」


　答えを与あたえられつつも、美亜は蒼の言葉をどこか空むなしく感じていた。彼の言葉は事実には違いないが、真実は欠片かけらも含ふくまれていない。


「これからも、異メ魔ギ人ドと戦うの？」


「ええ」


　それだけが己おのれの全すべて、そう感じさせるものが短い返事には込こめられていた。


　美亜がどれだけ言葉を紡つむごうが、それを揺ゆるがすことはできない。


　おそらくは、要でも。


　だから彼女は、ただ伝えたいことだけ口にする。


「無理しちゃ、ダメよ？　この前だって、あんなに怪け我がして……」


「治りました」


「次は、それじゃすまないかもしれないのよ!?」


　語気を強めるが、蒼が気にするはずもない。すでに決意は告げている。


　美亜も、かつて蒼が垣かい間ま見みせた昏くらい決意は忘わすれていない。結局、言えることは一つだ。


「いつも……心配してるんだからね？」


　顔を近づけて言うと、蒼は答えずそっぽを向いた。


「何よ、ちゃんと目を見て話しなさい。いつからそんな子になったの？」


「昔からこうです」


「噓うそおっしゃい！　昔はもっとかわいげありました。それに素す直なおだったし、結けつ構こう甘あまえん坊ぼうだったし、他人行ぎよう儀ぎじゃなかったし……」


　ぶつぶつと溜ため込んだ不平が噴ふき出ていく。しばらく止まりそうにない口を塞ふさぐためか、蒼が空の皿を美亜に突つき出す。


「な、何よ？」


「おかわり」


　相変わらずの無む表ひよう情じようだが、効こう果かてきめん、美亜はすっかり気を良くして皿を受け取った。


「もぉ～そんなに気に入ったの？　じゃあちょくちょく作りに来てあげるから♪」


　──まずったな。


　心中でぼやきつつも、蒼は黙々と二皿目も口に運び始めた。今日はうまくハメられたが、もう彼女を部屋に入れる気はない。多分これが二人でとる最後の食事だ。


　だから──今だけは、何も言わないできちんと食べておこう。








　その日の四し門もん帯たて刀わきの業ぎよう務むも、いつものように無む味み乾かん燥そうで世界にさしたる変化をもたらさないものだった。


〈武ぶ街がい〉の実じつ質しつ的な主、そして四門工業会長としての業務。


　どれも重要きわまりないが、四門にとってはルーティンワークでしかない。生きがいもやりがいもなく、ただこなすだけ。今の彼にとって求めるものは二人の少年の力と一ひと振ふりの刀。


　それを手に入れるべく、〈武街〉の覇は者しやは会長室に戻もどり新たな計画にとりかかる。


　ドアを開けると、求める二人の片かた割われがすでに自席に座っていた。


「遅おそかったな」


　英語の基き本ほん文例集に目を通しながら、要が事も無げに言う。ある意味で〈武街〉の王おう座ざとも言える四門工業の本社ビルの会長室の椅い子すに座り、あげくに組んだ両りよう脚あしは机の上に載のせている。


　理り解かいを超こえた光景に、さしもの四門もしばし言葉を失った。


「君は……」


「何な故ぜここに、か？　いずれ挨あい拶さつに出向くと言ったはずだ。お前の息子むすこも回かい復ふくしたことだし、そろそろ頃ころ合あいだろう？」


　両脚を下ろして文例集を学生鞄かばんに収おさめ、要は椅子から立ち上がった。万ばん全ぜんのセキュリティを敷しいているはずの本社ビル、しかも会長室への侵しん入にゆう。警けい備び責せき任にん者の首が飛ぶ程てい度どではすまないが、四門はどこか達観した面おも持もちで要を見つめる。


　その気になれば完全武ぶ装そうの警備員も呼よべるが……無む駄だだ。


　やってきた者全てが血の海に沈しずみ、かつて見た星の煌きらめきに[image: ]のみ込まれるに決まっている。


「余計なことはするな。俺おれも無駄なカロリーは使いたくない。それに、今日はあくまで話し合いに来ただけだ」


「話し合い、かね？」


　いつもの己を取り戻し、四門もまた王者の風ふう格かくを漂ただよわせ答える。


「そう。俺が知りたいのは、まずアンタの知ち識しきの出所だ。確たしかにアンタの権けん力りよくならば、世に出ていない異メ魔ギ人ドの情じよう報ほうの収しゆう集しゆうや、第一線の研究成果を凌しのぐものを得ることも可か能のうだろう。が──〝三み剣つるぎ〟となれば話は別だ。蒼の〝正宗〟と〝地ち刃じん〟に関することは、どこから得た？」


「……情報源げんがそれほど重要かね？　私としては、ことここに及およんで君がそれを気にする理由がわからんのだが？」


　錆さびた声こわ音ねから問いへの拒きよ絶ぜつが伝わる。答えに固こ執しつせず、要は次の質しつ問もんに移うつった。


「もう一つ訊ききたいことがある。アンタがどこまで知っているかだ。特にあの〝地刃〟の欠片かけら──お前はどこまで〝三剣〟の本ほん質しつを知っている？　異メ魔ギ人ドという存そん在ざいにどこまで近づいている？」


　低く抑おさえた口調には、黙もく秘ひを許ゆるさぬ迫はく力りよくがあった。


〈武街〉の覇者にも一歩も引かず、要は父親ほども歳としの離はなれた男を睨にらみつける。


　四門もまたそれを動じずに受け止めるが、見つめあう時間はわずか数秒、すぐに彼は要に背せを向けドアに手をかけた。


「では──私の成果を見てもらおう。来るかね？」


　挑ちよう発はつに似にた誘さそいを、要は即そく受けた。


「いいだろう。つれていけ」


　二人は連れ立って部屋を出て行き、そのまま地下に向かった。


　地下には四門がその権力と財ざい力りよくを投じて作り上げた、対異メ魔ギ人ド戦の研究所がある。私し的てきな施し設せつとしては世界最高、国立の研究機関にもひけをとらない内ない容ようには、要もそれなりに感心していた。


　居い並ならぶ異メ魔ギ人ドの標本に、肉体データをリアルタイムで研究する各種実験設せつ備び、そして対異メ魔ギ人ド戦を想定した武ぶ器きの開発。


　全体を見学させるような形で四門は歩き、隠すことなく現げん状じようを要に晒さらしていく。


「君の目から見てどうだね、私の庭は？」


「中々見事だ。特に武器生産は上出来だな。本業だけのことはある」


「だがいくら武器を作ろうと……あの那な斬ぎり蒼の持つ刀一振りに及ばない。違ちがうかね？」


「かもな」


「どれだけ人材を育成しようが、君達のような力には及ばない。そして私の持つ知識は、〝剣つるぎ守もり〟の足元にも及ばない。違うかね？」


　いつしか、二人は厳げん重じゆうにロックされた扉とびらの前にいた。


〈武街〉を外と分かつ壁かべに似た複ふく合ごう装そう甲こう仕様で、厚あつさは三十センチを超こえる。硬こう度どは折り紙つきのうえに、ごく一部の人間のＩＤカードと指し紋もん照合でしかその扉は開かない。


「この先にあるのが、私の最新の成果だ。ぜひ君の意見も聞きたい」


「いいだろう」


　承しよう諾だくと同時に、扉が重々しく左右に開いた。


　進み出ると、背はい後ごで瞬しゆん時じに扉が閉しまる。同時に、灯あかりがついてその場所の全ぜん容ようが明らかとなった。


　思ったよりもかなり広い空間は、障しよう害がい物ぶつが無い無む機き質しつな場所だった。白い硬こう質しつな壁は圧あつ迫ぱく感を感じさせ、出入り口は先ほどのものとその向かい側の二つだけだ。


　極ごく秘ひなはずの地下施設でも、さらに異い質しつな区画と思おぼしき場所だが、四門の言う最新の成果とやらはわからない。


　すると、頭上から声が聞こえた。


「ここが今の私にとって重要なテーマの研究場所だ。すなわち、異メ魔ギ人ドという存在の何たるか、ということに関してね」


　要が見上げると、前方の壁の上方がガラス張ばりになり、移い動どうしていた四門がこちらを見下ろしている。


「奴やつらを滅ほろぼすためには、まずその力を知ることが必要だ。ここはそのために使っていた場所だ」


「…………」


　要は無言で身を屈かがめ、白い床ゆかにこびりついた、いくつかの黒い染しみを注意深く見つめる。


「先の学園での戦せん闘とうで、それは一つの回答を得たよ。異メ魔ギ人ド最強種──個こ体たい名は〝地ち刃じん〟と呼ばれているそうだね。そしてそれはより高い次元で人を喰くらい、その細さい胞ぼうの一部──肉体の欠片かけらだけでも人を人ならざるものに変える。問題は、いかにしてそんな敵てきに立ち向かうかだ」


　滔とう々とうと持じ論ろんを述のべていく四門を、顔を上げた要が静かに見つめる。


「お前……人間喰わせてたな？」


　床の染みを血けつ痕こんと看かん破ぱし、要が鋭するどく言う。四門は無む表ひよう情じようのまま、否ひ定ていしない。


「異メ魔ギ人ドの力を見たいなら、飢き餓がで衰すい弱じやくしてる個体を観察してもしょうがない。人間を喰わせれば、餌えさと観察の両方の目的が一度に果たせる」


　要の指し摘てきにも、四門は動じずに応おうじた。


「まさしくその通りだ。何か問題があるかね？」


「別に咎とがめはしないが、ずいぶんと無む駄だなことをするな」


「──何な故ぜ無駄と断だんじられる？」


「俺達はずっと観察してきた。飽あきるぐらいに、喰われる者達をな」


　事も無げに言う要に、さしもの四門も戦せん慄りつを覚えた。


　感情が涸かれ果てたような達観した響ひびきは、死を見すぎたゆえの言葉。


　この少年──いや、〝剣つるぎ守もり〟と呼よばれる一族はどれほどの死を見てきた？


「〝剣つるぎ守もり〟の歴史は敗北と見殺しだ。生き残るため、後世に血を繫つなぐため、俺達は救えるかもしれない命を切り捨すてて異メ魔ギ人ドを観察してきた。お前の成果とやらは、もう百年以上前に俺達が手にした結果だ」


「……たいそうな歴史だな。だが私は自分で見たものしか信じない性た質ちでね。満足できるまで続ける気だ」


　揺ゆるがぬ四門に、要は小さく溜ため息いきをついた。


「やはり俺一人で来て正せい解かいだったな。蒼がいれば、お前の首はもう飛ばされていた」


　反はん射しや的に、四門は喉のど元もとに触ふれていた。


　かつて蒼に斬閃ラインを引かれた恐きよう怖ふは、今も胸むねに蟠わだかまっている。


　要は警けい備びを見事すり抜ぬけたが、あの少年ならば、全すべてを斬きり裂さいて血の海を搔かき分けて来るだろう。


「ビビるのは結けつ構こうだが、出すなら早くしろ。俺も暇ひまじゃない」


　急せかす要に、四門は愚ぐ考こうを悟さとった。どうせ見聞きしたことしか信じる気はない。


　ならば今一度、彼の力を。


「見せてもらおう──剣つるぎ守もりの力、君の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を！」


　要の向かいの扉が重々しく開いていく。


　そこから飛び出したモノは、対たい峙じするエサに一目散に飛び掛かかった。


　人の天てん敵てきたる異い形ぎようの魔ま性しよう、武器型の異メ魔ギ人ドが襲おそいかかる！


「ギィシャァァァァァッッッ！」


　けたたましい咆ほう哮こうが空くう腹ふくを告げ、殺さつ戮りく本ほん能のうと食しよく欲よくを満たすため右手の凶きよう器きが躍おどる。手首から伸のびる刀状の鋭い刃やいば。硬度よりも鋭えい利りさを追求したそれが、まずは獲え物ものの仕分けを行うべく頭上から振ふり下ろされる。


　対する要は、その刃を挟はさみ込こむように両手で受け止めた。


　──白しら刃は取り……！


　異メ魔ギ人ド相手によくぞ──四門も感かん嘆たんしたが、それはすぐに驚きよう愕がくへと塗ぬり替かえられた。


　白刃取りなどではない。


　要の手のひらは、合がつ掌しようの形ではなく、あえてずらす形で左右から刃に叩たたきつけられた。


　交こう錯さくする二つの衝しよう撃げきは、刃の威い力りよくを相そう殺さいするだけでなく致ち命めい的なダメージを叩き込む。


「馬ば鹿かな……！」


　パキッと乾かわいた音がして、刃がちょうど中ほどから叩き折られる。


　狙ねらいは最初から白刃取りではなく、素す手でによる白刃折り！


　合わさることなくすれ違ちがう両手の傍そばで、異メ魔ギ人ドから分ぶん断だんされた刃の切れ端はしが宙ちゆうを舞まう。


　異メ魔ギ人ドが茫ぼう然ぜんとなった瞬しゆん間かん、折れた刃はかつての主自身に牙きばを向いた。


　そのまま叩き折った刃をキャッチし、要は無表情でそれを異メ魔ギ人ドの首に振るう。


　鋭利な刃は、喉元を搔っ切るどころかそのまま首を抵てい抗こうなく切り離はなした。


　落ちていく首は、あっけない絶ぜつ命めいを未いまだ実感できずどこか呆ほうけた表情を浮うかべていた。床に落ちる前に、その愚ぐ鈍どんな首を要の脚あしが蹴けり上げる。


　鋭いシュートは、狙い通りにゴールにきまった。


　四門の眼がん前ぜんのガラスに見事ぶち当たり、頭部が脳のう漿しようと血けつ液えきを撒まき散らしながら爆はぜる。


　強化ガラスには傷きず一つ無いが、かわりに四門の視し界かいは紅あかく染そまった。


「下級エナリアどころか下の下だな。腹はらも空すかせてるし、これまでの食生活も悪かったようだ。俺を喰わせる前に、もう少し上等なエサを与あたえておくべきだった」


　それでも要には敵かなうべくもないだろう。


　一瞬にして、それも素手で屠ほふったことにも彼は感かん慨がいを示しめさない。簡かん単たんすぎる宿題を解とかされるようなものなのだ。


「この程てい度どで俺の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を見ようなど、おこがましいにも程ほどがある。中級クトニア辺りをリクエストしたいが……まだ捕ほ獲かくは無理か」


「…………」


「ならば、お前の成果とやらもそこまでと言うことだ。やはり背はい後ごにいる者が重要か。だが、今日はもうこの辺にしといてやろう。いずれまた」


　悠ゆう然ぜんと入ってきた扉とびらへ向かう要。


　傍ぼう若じやく無ぶ人じんな態たい度どに、四門は嘲ちよう笑しようを浮かべた。


「君の力は大したものとは思うが……ここまで来て無事に帰れるつもりかね？　拘こう束そくさせてもらったうえで、その力、じっくりと試ためさせてもらう」


「うっさいボケカス、黙だまれ死ね」


「……その扉は内側からも専せん用ようのＩＤがなければ開かん。破は壊かいするにせよ……」


「バ～カ」


　要は懐ふところから黒いＩＤカードを取り出し、扉横にあるカードリーダーに通した。


　扉はあっさり開き、要はすたすた歩いて部屋から出ていく。


「何ィィィィッッ!?」


　あんぐりと口を開ける四門。


　自分のＩＤは……ある。ちゃんと内ポケットの中だ。


　なのに……要はもう見えなくなる位置まで遠ざかっている。人の叫さけび声が聞こえた気がするが、多分要の帰路を阻はばんでぶっとばされた哀あわれな警けい備び員いんか研究施し設せつの職しよく員いんだろう。


　いろんな意味で崩くずれ落ちそうな心を支ささえ、四門はまず警備態たい勢せいを根本的に改かい革かくすることを心に誓ちかった。


　本当に……心から。








「もう、ここまでで大だい丈じよう夫ぶよ？」


「バスが来るまでいます」


　無愛想な蒼に、美亜は苦く笑しようした。確たしかにもう暗いし、女じよ性せいの一人歩きにはやや危あぶない人気の無さだが、本来立場は逆ぎやくだろう。


　バス停でバスを待つ美亜から少し離れ、蒼は〝正宗〟を携たずさえて周囲に耳を澄すます。


　帰き宅たくを告げた美亜を送るために来たが、バス停までで充じゆう分ぶんだろう。確かにここまでは人通りが少なかったが、もう大通りに出ている。


　それでも蒼は神しん妙みような顔で佇たたずみ、バスの音が聞こえても表ひよう情じようを変えない。


「それじゃ、またね。ちゃんと宿題してくるのよ？」


　乗り込む前に美亜が顔を覗のぞき込んでくるが、蒼はそっぽを向いてまともに顔を合わせようとしない。


「もう、そんなんじゃもてないぞ？」


「お気をつけて」


　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな言葉に肩かたを竦すくめ、美亜はバスに乗って家路についた。残された蒼は、さしたる感慨ももたずに元来た道を歩いていく。


　その半ば、人気のない路地で蒼は足を止めた。


「狙いは誰だれだ？」


　虚こ空くうへの問いに、闇やみが蠢うごめき始める。


　背後で生じた気配に、蒼はなおも続けた。


「……俺おれ、だよな？」


　空気の質しつが変わった。


　蒼が〝正宗〟をきつく握にぎり締しめ、ゆっくりと後ろを振ふり向く。


　蒼あおく澄んだ瞳ひとみの奥で、真しん紅くの炎ほのおが揺ゆれている。よほどのことでなければ見せない怒いかりの色が、少年を塗ぬり潰つぶしていく。


「俺を喰くう気だったんだよな？」


〝正宗〟を包む鞘さやが解けた。金きん属ぞくと布ぬの、異ことなる素そ材ざいの硬こう度どと質感を併あわせ持つ鞘は、蒼の意い志しに応おうじて自じ在ざいにその戒いましめを解き、美び麗れいな刀身を闇やみ夜よに解かい放ほうする。


「まさか……美亜姉ぇを狙ねらったりしてねーよな？」


　虚うつろな声と共に、蒼は地を駆かけ、刃やいばを振るった。


　空くうを斬るはずの刃は、同質の凶きよう器きに受け止められた。


〝正宗〟とは異なる、両もろ刃はの直ちよつ剣けん。どちらかと言えば西洋の趣おもむきを備そなえた大剣は、蒼の一いち撃げきを受け止めるに足りた。


　交わった刃の奥に、蒼はずっと感じていた敵てきの姿すがたを見た。


　闇夜で黒色の体たい軀くのせいか、その全ぜん貌ぼうは判はん然ぜんとしないが、間ま違ちがいなく武器型の異メ魔ギ人ド。


　蒼とさほど変わらぬ小こ柄がらだが、引き締しまった肉体はその敏びん捷しよう性を如によ実じつに感じさせる。その体に不ふ似に合あいな大剣は左手の手首から生じ、長さこそ〝正宗〟に及およばぬものの、その豪ごう壮そうな刃だけで威い力りよくが想そう像ぞうできた。


「俺を狙ったんだろ……？　なあ……そうだろ!?」


　感情をそのまま刃に変え、蒼は力ちから任まかせに敵の刃を弾はじき飛ばした。別に付け狙われたことなどどうでもいい。


　だが美亜を──彼女を巻まき込む気ならば──


「来いよ……とっとと殺してやる」


　ぞっとするほど冷たい呟つぶやきに、さっきまでの彼はいない。


　殺意を速度に変え、蒼は地を駆かけ抜ぬける。


　その蒼い瞳は必殺の名の下もとに、〝正宗〟がなぞるべき斬閃ラインを見定める。朱す雀ざくが欲ほつしてやまない力、剣の昏くらくおぞましい一面を何より具ぐ現げん化した力──〝真紅の斬閃デツドライン〟。


　すでに蒼はなぞるべき一いつ閃せんを見定め、それをきわめて正せい確かくに高速でなぞる。


　それはシンプルきわまりない首を薙なぐ一閃。


「死ね」


　刀身が月光を撥はね返しつつその斬閃ラインをなぞったとき、視し界かいが真あ紅かく滲にじんだ。


　──何っ!?


　同時に、異メ魔ギ人ドの体がぶれた。


「ちっ……」


　蒼は瞬しゆん時じに敵のギアが上がったことを悟さとった。


〝真紅の斬閃デツドライン〟の弱点をしいて挙げるならば、蒼の認にん識しきを超こえる速度の敵に意味を為なさぬこと。


　首が飛ぶ寸すん前ぜんに、異メ魔ギ人ドは己おのれの速度を上げ、蒼の認識を超えた。


「だからどうしたぁっ！」


　怒りを隠かくさず吼ほえ、下がった敵に斬きりかかる。力みすぎたせいか、それは空むなしく空を斬り、異メ魔ギ人ドに届とどかない。その隙すきを縫ぬうように、強きよう烈れつな衝しよう撃げきが腹はらに叩たたき込まれる。


　体がくの字に折れる中、蒼は膝ひざ蹴げりを叩き込んできた異メ魔ギ人ドの顔を見た。


　無表情。


　絶ぜつ好こうのエサを前にしておきながら、それは感情を表さず淡たん々たんと義ぎ務むのように戦いをこなす。


「お前……何だ!?」


「…………」


　答えのかわりに、刃が躍おどった。蒼もまたそれに応じ、金きん属ぞく音が闇夜に鳴り響ひびく。


　風を切り裂さく高速の乱らん打だ戦の中、威力と重さに勝まさる大剣に蒼は押おされていた。


　重く、鋭するどい斬撃。


　だが──何か違ちがう。何か──おかしい。


「……お前……何だ!?」


　変わらず紅あかい瞳でこちらを見み据すえる敵。


　違う。


　とにかくコイツは違う。


　その存そん在ざい、行動、剣けん技ぎ──全すべてが異い質しつだ。


「……じゃあこれはどうだ？」


　再ふたたびぶつかり合う〝正宗〟と大剣。


　刹せつ那な、蒼の両りよう脚あしは地を蹴り、揃そろえた足あし裏うらで〝正宗〟を押し出すように刀身を蹴りつける。


「…………！」


　ほぼ拮きつ抗こうしていた力が崩くずれ、さしもの異メ魔ギ人ドも押し返される。


「俺の〝正宗〟は頑がん丈じようでね」


　蹴りを叩き込んでも影えい響きようない絶ぜつ対たいの硬度への自じ信しんは、死への呼よび声。


　斬閃ラインを捉とらえた蒼が、一瞬にして胴どうへの一閃を叩き込む。


　交こう錯さくする形で二者の位置は入れ替かわった。


　手に残る感かん触しよくに、蒼は眉まゆ根ねを寄よせた。


「……しくった」


　背はい後ごを向いたとき、すでに敵は逃とう走そうしていた。地に残る血ち溜だまりだけが戦いの残ざん滓し。


　あの一瞬、確たしかに斬閃ラインはなぞった。


　だが……異メ魔ギ人ドの驚きよう異い的な速度はそれを致ち命めい傷しようとすることなく回かい避ひし、あまつさえ逃走さえ許ゆるしたのだ。


「俺より……迅はやい……？」


　まだ受け止めがたい事実に、蒼は〝正宗〟を鞘さやに収おさめることも忘わすれ、ただ立ち尽つくしていた。


　それを彼方かなたから見守る影かげが二つ。


　二人とも高く茂しげった木の枝えだに佇たたずみ、様子を窺うかがっている。


「……見事なものですね。エサとしては極ごく上じようだ」


「だが、あれを喰くうためには相当の犠ぎ牲せいが伴ともなうだろうて。那斬蒼、飛流要、そして冴さえ木き蘭らん丸まる……この三人、手を出すにはまだ時が足りん」


　達観したような老いた声に、ずっと若わかく落ち着いた声が頷うなずきながら応おうじる。


「同感です。極者アダム・バルフクラスはまだ早い。ですが、このままでは時間がかかります。進化を速めるには遠い。いかがなさいます、剣けん翁おう？」


　名を呼よばれ、隻せき眼がんの老人が怪あやしく笑う。


　妖よう気きにも似にた眼がん光こうを放つ左目は、刀の鍔つばで覆おおわれた右目の分までその光を蒼に向けている。色無地の和わ装そうは好こう々こう爺やとは程ほど遠く、今なお枯かれきっていない邪じや心しんが垣かい間ま見みえた。


「とりあえずは、希少なサンプルを喰わせる。場合によっては、あの三人を超える素そ材ざいになるやもしれん」


「心得ました。僕ぼくも興きよう味みがあります。ではこれにて」


　五メートルは離はなれた地面へしなやかに降おり立ち、彼は闇やみの向こうへ去っていく。気配はすぐに遠ざかり、剣翁のみがその場に残る。


　己を見つめる隻眼に、まだ蒼は気づかない。


　ただ、理り解かいしたことはある。


　次は確かく実じつに──〝智慧の禁果ボツクス・エデン〟を開かねば勝てない。








　要が蒼の家に着いたときは、すでに八時を回っていた。


「おせーよ」


　文もん句くたらたらの蒼だが、レジ袋ぶくろを下げた要は、台所を見て己の不要を悟った。


「姉さんが来てたのか？」


「……うん」


　なんとなくバツの悪そうな蒼を気にせず、要はコンロに置かれたままの鍋なべを覗のぞき込こんだ。中はすでに空っぽだ。


「結けつ構こうな量だが、もう平らげたってわけか。残ってると未練が残る。だからさっさと食い尽つくした……そんなところだろ？」


「別に」


　頭を搔かいて目を逸そらすが、無む駄だなことはわかっている。


　要は鍋に残ったルーの味見をしていたが、すぐに顔をしかめて鍋を水につけた。


「……微び妙みよう。イマイチだな。それにお前に食わせるにしては辛からすぎる。自分好みに作ったな」


「いいだろ、別に」


　蒼の遠えん慮りよがちな弁べん護ごに、要は少しだけ昔のことを思い出した。


　お世辞にもうまいとは言えない姉の料理、だが蒼はいつだって文句を言わず、笑え顔がおで口にしていた。今日のカレーにせよ、どれだけ無む表ひよう情じようを装よそおっても、きっと心の中では──


　感かん傷しようを押し込め、要は不要になった夕食の材料の使い道を模も索さくした。


「さて……どうしたものかな」


「明日のために何か作っといて」


「……どこまで頼たよる気だ」


「どこまでも。お願いだよかなりん、いやかなえもん」


「……何を作ればいい？　材料のかぶる肉じゃが辺りか？」


「ん～カレー的なもので」


「キレンジャーと呼よんでやろうか？」


　皮肉を言いつつも、要はエプロンを着て手て馴なれた手つきで野菜を刻きざんでいく。


「ところでお前、戦やり合った異メ魔ギ人ドはどうした？」


　まな板から目を離はなさずに要が問う。
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　いきなり見てもいない戦せん闘とうを言い当てられても、蒼は動じない。どうせ見み抜ぬかれているとは思っていた。


「お前も血の臭においがするな。どうして来るのが遅おくれた？」


「お前の話が先だ。逃のがしたのか？」


　野菜を刻み終え、要はみじん切りにした玉ねぎを炒いため出した。焦こがさず飴あめ色いろに仕上げないと、全体の味付けに支し障しようを来きたす。


「……ああ。アイツは……これまでと違ちがう」


「まさか……上級レリウーリアか？」


「いや……違う。下級エナリアだ。けど……違う。迅はやすぎる……よくよく考えりゃ、体つきも中級クトニアに近かった。だが、だからといって中級クトニアってほどじゃない。お前がいたなら、確実に勝てた」


「第弐鎖式シエニなら勝てる……だが、第壱鎖式リーシヨンなら手こずる、か。それにその特とく徴ちよう……気になるな」


　要は時間の短たん縮しゆくのため火を強火にし、手を素す早ばやく動かす。こだわりたいところだが、料理は味と共に早さも重要だ。


「あれは……簡かん単たんに捕ほ獲かくできるようなレベルじゃない。なのにこの〈武街〉にいた」


「敵てきが自力で侵しん入にゆうする線はまず無い。とはいえ四門帯刀が捕獲するには手に余あまりそうだな。だが奴やつ以外に異メ魔ギ人ドを〈武街〉に持もち込める力がある者がいるとは思えん」


「問題は経けい路ろじゃない。アイツはヤバイ。今までよりずっと……俺達に近い」


「──より人間に近い、か」


　おそるべき結けつ論ろんを口にし、要は火を止めた。とりあえず一いち段だん落らく、後は持参したオリジナルの調合スパイスを炒めてからブイヨンを加えて煮に込こむ。


「俺達も本ほん腰ごしを入れて動く必要がありそうだ。ところで、例のものはどうした？」


「届とどいてる。見るか？」


「ああ」


　二人は部屋を出て、アパートの前に出た。


　眼がん前ぜんにあるそれは、黒いビニールのシーツに覆おおわれている。


　周囲にはスパナやドライバーが散さん乱らんし、かすかにオイルの臭いもした。対照的に、蒼のイメージとは合わないモバイルＰＣなどの電子機器も傍に置かれているのが印象的だ。


　要はシーツを剝はぎ、それの黒く滑なめらかな表面に触ふれる。


「もう組み上がってるな。後は最終調整だけか？」


「ああ、それは俺がするように言っといたからな」


「仕上がりはどうだ？　望むレベルに達してるのか？」


「んー、ほぼバッチシ。後は俺が慣なれるだけだ。とりあえず、明日から学校持ってくわ」


「早めに届とどけ出でしておけ。手配は俺が済すませる」


　要は再さい度どシーツを被かぶせ、蒼に向き直った。


「〈武街〉で戦う以上、コイツが必要になることもあるだろう。早めに使いこなせ」


「わーってるよ。そのうち、あのオッサンのとこに殴なぐり込みかけるかもしんねーし」


「行く前は一声かけろ。もっとも……向こうから仕し掛かけてくるかもしれんが」


　冷ややかに呟つぶやき、要は来るべき脅きよう威いを予見した。


　蒼もまた、異メ魔ギ人ドと共に対たい峙じせねばならない敵を見定める。


　那斬蒼と四門帯刀、〈武街〉に冠かんたる真の王は、いずれに相成るか？








　朱雀は重い表ひよう情じようで父の職しよく場ばに赴おもむいていた。


　地下の研究施し設せつには足を運ばず、最上階の会長室を目指す。


　普ふ段だんはあまり好まない四門家嫡ちやく男なんの肩かた書がきが役立ち、警けい備び員に道を阻はばまれることもない。


　支し給きゆうされていたＩＤカードで会長室に入り、気配を窺うかがう。


　──よし、いないな。


　父の不ふ在ざいを確かく信しんし、執しつ務む机づくえに向かう。スケジュールを把は握あくしていない以上、ここからは賭かけだ。


　呼こ吸きゆうを落ち着け、朱雀はここを訪おとずれた目的をあらためて自覚する。


　異メ魔ギ人ドと戦うための新たなる剣つるぎ。


　それはもう目の前にあった。


　父の権けん力りよくを象しよう徴ちようするように、執務用の肘ひじ掛かけ椅い子すの後ろに鎮ちん座ざする刀掛け。


　そこには日本刀の代だい名めい詞したる打刀が一ひと振ふり立て掛けられている。


　四門家に代々伝わる家か宝ほうにして、朱雀すら持ち出しを許ゆるされなかったもう一振りの村むら正まさ。


「初代村正最高傑けつ作さく……〝禍まがつ村正〟……！」


　妖よう気きとも言える威い圧あつ感に圧あつ倒とうされつつも、初めて手を伸のばして触れる。その柄つかから伝わる冷たい感かん触しよくは、これまで持ったどの刀とも異なっていた。心を昂たかぶらせるくせに、同時に芯しんから凍こごえるような畏い怖ふを抱いだかせる奇き妙みような感覚。


　妖刀の頂ちよう点てんに立つに相応ふさわしい忌いまわしき名の刀は、己おのれに何をもたらすか。


　大きく息を吐はき、鞘さやから引き抜ぬこうとすると、背はい後ごから見下したような声がかかる。


「いつ私が許きよ可かした、朱雀？」


「……父さん」


　振り向くと、父が立っていた。


　息子むすこどころか人とさえ思っていないような冷たい眼まな差ざし。


「私は祟たたりなど信じない。その刀にまつわる伝説もどうでもいい。だがその刀が現げん存そんする初代村正の中で最高傑作なのは事実だ。お前が無む駄だに折られた〝村正〟も、それの前では見み劣おとりする。それほどの刀、お前如ごときが使いこなせるとでも？」


「使いこなしてみせる……！　今の俺ならできる！」


　言い放った朱雀だが、父には己の実力を知らぬガキの戯たわ言ごとにしか映うつらない。


「下らんな。お前は何もわかっていない。だからこそ那斬蒼に二度も敗やぶれた」


「…………！」


「お前がどれだけ踠もがこうが、あの少年は超こえられん。〝村正〟もまた、〝正宗〟を超えることはできんだろう」


「やってみせるさ……俺は必ずこの刀で全すべての異メ魔ギ人ドを斃たおす！」


　なおも喰くい下がる息子を、帯刀はむしろ哀あわれみを込こめた視し線せんで見つめた。


　朱雀はその視線に臆おくすることなく、新たな妖刀を携たずさえて部屋を出て行く。


　帯刀は追おうともせず、そのまま椅子に座すわり、卓たく上じようのリモコンで斜ななめ前に設せつ置ちされた大型のディスプレイの電でん源げんを入れた。


　映うつし出されるのは、先日蒼が真しん武ぶ学園で繰くり広げた戦せん闘とうの光景。


　特に数十体を殲せん滅めつせしめた〝真紅の覇道デツドロード〟の映えい像ぞうを、四門は繰くり返し見続ける。


　何度見ても、この光景には感かん嘆たんを禁きんじえない。


　血風と鮮せん血けつの雨の中を駆かけ抜ける少年の前に広がる、真紅の道。


　全ての異メ魔ギ人ドは斬閃ラインに拘こう束そくされ、死の運命から逃のがれられはしない。


　だが何がこのような所業を可か能のうにする？


　那斬蒼の異い能のう、それはもう十二分に検けん証しようしてきた。


　しかし──


「それだけでは、不完全、か」


　四門の視線は、画面の中でも特に〝正宗〟に注がれていた。長大な刀身は、血ち糊のりに塗まみれながらもその鮮せん烈れつな美を失わず、なおも輝かがやく。どれほど汚よごれようと、蒼の一いつ閃せんで血は弾はじけ飛び、また新たな鮮血に塗れる。


「何な故ぜだ……？」


　低く呟つぶやいて眉まゆを寄よせ、さらに〝正宗〟を凝ぎよう視しする。


　その性せい能のうが高く評ひよう価かされる日本刀、その中でも最さい高こう峰ほうと言える一振りには違ちがいないが、それでもこれは異い常じようだ。


　まとわりつく血をまったく意に介かいさない斬きれ味に、刃は毀こぼれ一つしない耐たい久きゆう力。


　蒼の卓たく越えつした剣けん技ぎと無駄の無い太刀たち筋すじを考こう慮りよしたとしても、〝正宗〟の性能は単なる名刀だけで片かた付づけられるものではない。


　何より──それこそ体の一部と言っても違い和わ感の無い一体感。


　どうすれば、ただの刃は物ものをここまで自じ在ざいに扱あつかえる？


　それこそ腕うでの延えん長ちよう上、それこそ腕に刃を持つ人類の仇きゆう敵てきに近い動き。


「剣士との完全なる融ゆう合ごう──やはりあの少年専せん用ようのワンオフか。しかしそうだとしても……」


「ありえない、か？」


　声は前方のソファーから聞こえた。


　いつの間に、などと無ぶ粋すいなことは言わない。しかしいいかげんにしてもらわないと、会長室の意味が薄うすれる。


「……真剣に警備態たい勢せいを考える必要がありそうですな」


　物もの憂うげに告げ、四門は無ぶ遠えん慮りよに腰こし掛かける老人、剣けん翁おうを見つめた。


「〝神エ理クのス欠ト片ラ〟もそうですが、やはりあの刀にも秘ひ密みつがありそうですね。そろそろ話してみては頂いただけませんか？」


「もう気づいておろう？　あの刀はあの刀神の小こ僧ぞうのためだけに打たれた物よ。ゆえに奴やつにとっては体の一部、自在に振ふるえて当然。あの小僧が〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を発動させた動きについて来られるのもまた然しかり。元々それを前ぜん提ていにしとるからな」


「なるほど、しかしその製せい法ほうはいかなるものです？」


　実業家としての側面を覗のぞかせた言葉だが、剣翁の返答は素そっ気け無い。


「さて、の。かの正宗本人にでも訊きくといい。あの小僧は知ろうともせんし、要にしても知ち識しきとしてあるだけで、完全に理り解かいできているわけではない」


「まさしくロストテクノロジーですか。あの『三さん剣けん抄しよう』にもその記き述じゆつは無いようだ」


「残念ながらな。記したところで再さい現げん可能なものではない、というところか」


「なるほど」


　四門は椅子から立ち上がり、窓まどから〈武街〉を見下ろした。


　己が設せつ立りつし、対異メ魔ギ人ド戦の中ちゆう核かくを為なす街だが、すでに興きよう味みは二人の少年に移うつっている。


「あの二人の持つ〝神エ理クのス欠ト片ラ〟……あれもやはり個こ人じんの資し質しつでしょうか？　解かい析せきして一いつ般ぱん化……というのは？」


「無理じゃな。〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を持つ人間の法ほう則そく性も確かく認にんされとらん。まさしく、神の御み心こころのままに、と言ったところか。唯ゆい一いつ飛流家のみがある程てい度どの遺い伝でん性を獲かく得とくしているが、それも絶ぜつ対たいではない。歴代の〝剣つるぎ守もり〟には、〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を持たぬ者も多い」


「寸すん刻きざみで解かい剖ぼうして、徹てつ底てい的に調べ上げても無駄ですか？」


　凄すさまじい内ない容ようを無む表ひよう情じようで尋たずねるが、剣翁はただ無知を嘲あざける。


「無理無理。できたとしたなら、とっくの昔に〝剣つるぎ守もり〟が──要が試ためしているはずだ。持たざる者と持つ者を分かつ壁かべは、高く厚あつい」


「ではそちらは置いておくとして……残るは〝正宗〟ですか。あれならば、まだ私にも御ぎよしようがある」


　窓から目を離はなし、四門は剣翁に視線を移した。


　それだけで剣翁は彼の意図を悟さとり、立ち上がった。


「近いうちに届とどける」


「必要なものがあれば何なりと。ですが……そろそろ貴方あなたの目的も聞かせて頂きたい」


　急に室内の温度が下がり、二人を繫つなぐ糸が張はり詰めた。


　元々異メ魔ギ人ドという一本のか細い糸で繫がれた二人、その糸は今、〈武街〉に舞まい降おりた極者アダム・バルフ達の前に解ほどけつつある。


「私は異メ魔ギ人ドの知識と、それに対たい抗こうする力を求めた。貴方はそれに応こたえ、『三剣抄』なる書物と助言をくれた。そして……異メ魔ギ人ドの頂ちよう点てんに君くん臨りんする存そん在ざいの欠片かけらすら」


「それでもまだ足りんかな？　業ごうの深い男よな」


　剣翁の口ぶりは、いつもと変わらず飄ひよう々ひようとしている。それでも、目は笑っていない。


「愛だの友情だのを伴ともなわない関係は、全すべて契けい約やくです。ではまったく親交の無い者同士に何故契約が成立するかご存ぞん知じですか？　それは互たがいに利り益えきがもたらされるからです。逆ぎやくに言えば、私と貴方の契約が成立している以上、貴方は私から利益を得ようとしている」


「…………」


「あの飛流要という少年は、いたく貴方を気にしていました。私よりも、情じよう報ほう提てい供きよう者である貴方の存在を危き惧ぐしているかのようだ。言わせてもらうなら、貴方の関心もむしろ彼にある……そんな気がします」


　抑よく揚ようの無い言葉には、確たしかな確かく信しんが込められていた。


　──少々侮あなどっていたかな……？


　心中で苦く笑しようしつつも、剣翁はまだ手の内を晒さらすことはしなかった。


「……契約には、お互たがい信しん頼らいが必要ではないかな？」


「ごもっともです。お互い、時には腹はらを割わって話し合うべきだ」


「だが、契約によってもたらされる利益が多大なら、相手の人にん間げん性せいや目的など瑣さ末まつなことだ」


「その通りです。朗ろう報ほうをお待ちしています」


　四門は薄く笑った。


　剣翁もまた。


　腹に一いち物もつどころか深い闇やみを抱かかえたまま、二人は別れた。


　互いに求める利益が〈武街〉にもたらすものは、希望か──絶ぜつ望ぼうか。




　第三章　正まさ宗むね喪そう失しつ







「……というわけで、今月に入って二人もうちの生徒が行方ゆくえ不明となっている。事じ件けんに巻まき込まれた可か能のう性もあるので、しばらくは部活も中止、もしくは早めに切り上げろ。できるだけ早めに帰るようにな」


　担たん任にんの野の田だが、珍めずらしくまともに注意をするが、すでに下校や部活に気が向いている生徒にはあまり届とどいていない。同じ学園の生徒が二人行方不明、由ゆ々ゆしき事じ態たいではあるが、このクラスにはその二人を知る者が少なく、まだ他人ひと事ごとだ。


　ゆえにその日の壱いち年ねん木組のホームルームは生徒にさしたる感かん慨がいも警けい戒かい心も持たせることなく終わり、チャイムと共に皆みな教室を出て行く。


　稀け有うな例外として、蒼あおいだけが何やら神しん妙みような顔のまま机つくえに突つっ伏ぷしている。


「どうかしたの、那な斬ぎり君？」


　怪け訝げんな顔で訊きいてくる琴こと美みに、蒼はまったく核かく心しんを突いていない野田の注意の詳しよう細さいを尋たずねた。


「……あのさ、行方不明の生徒ってどんな感じ？」


「どんなって……確たしか、三日前の人は合気道部の人だったと思うけど……」


「強いの？」


「さあ……でも、弐に年ねん生せいだし、それなりに……」


　蒼は腕うで組ぐみをし、うーんと唸うなる。まだ情報が足りない。


「もう一人はどう？　壱年？」


「そうだよ。水組の人で……見たことあるけど、私もよくは知らない。たしか空手部だと思うけど……」


「腕はどう？　体たい格かくは？」


「……小さいかな。私より少し背せも低いかも……」


　ためらいがちな口調からは、その壱年の戦せん闘とう力がさほどないことが窺うかがえた。自分が戦えないだけに、琴美は他人を強い、弱いと断だんじることが苦手なのだ。


「……手ごろだな」


「どういうこと……？」


　蒼の言葉の意味はわからない。ただ、彼の厳きびしい表情がただならぬ事態を感じさせる。


「言ったまんま。エサ的に手ごろってことさ。そこそこ強くて、返かえり討うちになる危き険けんが少ない」


「え、エサ……？　まさか……この前の異メ魔ギ人ドがまだ……」


　琴美の顔が強こわ張ばり、声を潜ひそめて周囲の様子を窺う。


　街の公式発表ではすでに以前の事件の異メ魔ギ人ドは全すべて駆く逐ちく、あるいは捕ほ獲かくされたとあったが、それを鵜う[image: ]のみにできるほど真相を知らないわけでもない。


　蒼の刃やいばから逃のがれた残ざん党とうが、まだ街に潜んでいる──!?


「んにゃ。全部斬きった自信は無いけど、目に入った奴やつは全部殺した。だから、傷きずを負って今まで潜んでた……なんてのはいない。要かなめがぶち殺した奴もそのはずだ。となると無傷の個こ体たいがいた……けどそれなら、すぐに暴あばれて姿すがたを現あらわす。今まで何も動きが無かったのなら、捕獲されてたか、あるいはまったく別の新顔か」


「で、でも……どうやって〈武ぶ街がい〉に？　それに、異メ魔ギ人ドが人を襲おそったなら、いくらなんでもわかるはずだし……」


　琴美の反はん論ろんはもっともだ。授じゆ業ぎようでも習う通り、異メ魔ギ人ドには己おのれの所業を隠いん蔽ぺいする思考など存そん在ざいしない。ただ喰くらい、ただ殺すだけ。


「確かに、普ふ通つうの異メ魔ギ人ドじゃないわな。でも──」


「……でも？」


　蒼の脳のう裏りに、あの不ふ可か思し議ぎな異メ魔ギ人ドとの戦いが甦よみがえる。


　あれならば……あるいは。


「招まねいたのは……やっぱあのおっさんか？」


　茫ぼう洋ようとした言葉とは裏うら腹はらに、目には殺気が宿り、手は〝正宗〟を握にぎり締しめる。


　不ふ穏おんな空気に琴美が息を[image: ]んだ。


「その辺にしとけ。無む駄だに素人しろうとを怖こわがらせるな」


　琴美が振ふり向くと、要が立っていた。彼は彼で、この失しつ踪そう事件に関心を抱いだいていたらしい。


「お前はどう思う、要？」


「さて」


「心当たりあり、か」


　あっさり見み抜ぬかれたが、要はまったく動じない。


　自分の噓うそを見抜くことにかけては、蒼は超ちよう人じん的な直感を発はつ揮きする。とはいえ見抜けるのは真しん偽ぎだけなので、ごまかせば大体何とかなる。


「何にせよ、学校で言うことじゃない。それ以上月島を怖がらせると、送ってく破は目めになるぞ」


「頼たのんだぞ、要」


「誰だれがやるか。とりあえず月の無い夜は外出しない方がいい。今日も早く帰れ」


　要に身を案じられ、琴美は素す直なおに頷うなずいた。


「うん……ありがと。でも、二人はどうするの？　心当たりあるんだったら、警けい察さつとかに……」


「門もん前ぜん払ばらいだな」


「無駄」


　息ピッタリで答え、そのままさっさと帰き宅たく部のノリで帰りの準じゆん備びを始める。


「いや、でも……」


「すぐに終わるよ。心当たりを当たってみるわ」


「あ、あの……どこ行くの？」


「ちょっと殴なぐり込こみに」


　そこまで買い物に行く感じの軽さで告げ、蒼は口笛を吹ふきながら教室を出た。


「……明日の一面記事を飾かざらないよう祈いのっててくれ」


　溜ため息いき交じりの要に、琴美は背せ筋すじを冷たいものが走るのを覚えたが、二人を止められるわけもない。


　かすかな希望を要に託たくし、彼女は戦士達を見送った。








　放課後、部活に励はげむ生徒達の掛かけ声をＢＧＭに、朱す雀ざくは黙もく々もくと校こう舎しや裏うらで稽けい古こに励んでいた。


　修しゆう練れんに最さい適てきな剣けん術じゆつ部の道場はもう使えない。


　他ほかに部活に関係無く使える共用の施し設せつもあるが、今は他人と馴なれ合いたくなかった。


　今はただ孤こ独どくに、少しでも持ち出した〝禍まがつ村むら正まさ〟に慣なれようと面打ちを続ける。刀は鞘さやに収おさめ、外れぬよう紐ひもで鍔つばと固定しているため、真剣を振るよりは危険が少ない。そのかわり、鞘の重みが加わり面打ちは過か酷こくさを増ます。


　夥おびただしい汗あせが地に染しみ込み、そこだけ周囲と色を変えていく。やがて夕日が大気全体を染そめ上げていくが、朱雀の心には何の変化ももたらさない。ただ面打ちをこなし、型稽古を行い、敵てきを想定して刃を振り上げる。


　胸むねに渦うず巻まく情じよう念ねんを吹ふっ切るためにひたすら励むが、あの少年の面おも影かげだけは消えない。


　蒼そう茫ぼうの瞳ひとみに真あ紅かき斬閃ラインを従したがえた、あの剣士の姿が。


「……クソッ」


　自分への苛いら立だちと歯は痒がゆさで手を止めると、茶ちや化かすような声が聞こえた。


「精せいが出るねぇ」


　はっと振り向くと、冴さえ木きが校舎の壁かべに背せを預あずけてタバコを吹かしている。


「もうすっかり本調子だね[image: ]　よかったよかった」


　はびこる紫し煙えんがやる気を削そいだのか、朱雀は〝禍村正〟を右手に下げたまま憮ぶ然ぜんと冴木を見つめる。


「校舎裏うらでタバコ……いつの時代の不良ですか？」


「ひどいなあ、分ぶん煙えんに協力してるんだよ？　さすがに先生達の溜たまり場で吸すうと、面めん倒どうだし。だからここが僕ぼくの指定席。君が来る前からいたんだけど？」


　何気ない一言に、朱雀が眉まゆを寄よせる。


　確たしかに周囲に気を配る余よ裕ゆうは無いが、近くに人がいるかどうかぐらい、視し界かいに入らなくても気配でわかる。なのに──この男は声をかけられるまで、その存在を悟さとらせなかった。


「さすがですね、冴木さん。参年の中で、俺おれが一目置く三人の一人だけある」


「男子に一目置かれてもね～。それに、今は参年よか壱いち年ねんに興きよう味み津しん々しんでしょ？」


　図ず星ぼしを突つかれ、朱雀は目を背そむけた。この男、要とは別の意味で人の弱みを突く。


「余よ計けいなお世話です」


「あらら、強がっちゃって。そんな刀持ち出して、秘ひ密みつ特訓してたくせに～」


「……別に隠かくす気はありません。強くなるために鍛たん錬れんする、ごくごく普ふ通つうなことです」


　言い捨すててまた稽古に戻もどろうとしたとき、投げやりな言葉が突き刺ささった。


「無む駄だだよ」


「…………！」


　怒いかりと共に振ふり返ると、冴木は紫煙の奥おくで、どこか達観した表情を浮うかべていた。煙に紛まぎれて詳しよう細さいな表情は窺うかがえない。それでも、いつもの彼で無いことぐらいはわかる。


「無駄だよ、頑がん張ばったって。自分でもわかってるでしょ？　那斬君には勝てないよ？」


「…………！」


　朱雀は唇くちびるを嚙かみ締しめ、〝禍村正〟を握にぎり締めた。冴木よりも、すぐに反はん論ろんできない自分自身に腹はらが立つ。


「君は強いよ。剣けんの腕うでなら学園でトップ３、〈武ぶ街がい〉でも十本の指に入る。そして、もっと強くなる。充じゆう分ぶん異メ魔ギ人ドに対たい抗こうする戦力だ。でも、それだけだ。那斬君には勝てない。飛ひ流りゆう君にもね」


「何な故ぜそんなことがわかる!?」


　抗あらがう朱雀に、冴木は憐あわれむように目を細めた。




[image: ]


「自分でもわかってるでしょ？」


「…………」


「君は神様に愛されてない。神様は全すべての者を愛してるけど、ただ愛してる者とより愛されてる者の差は埋うめられない。君は欠片かけらを持ってないもの」


　言い聞かせるような言葉は、確かく実じつに朱雀の心に染しみ渡わたっていた。


　抗いたい、でもどこか自分の中で認みとめていた真実。


「いいじゃない、もう。君はよくやってるよ。那斬君に及およばなくても、強くなって異メ魔ギ人ドを斃たおす。それでいいじゃない。これ以上強くなったって、あんまりいいこと無いよ？」


「違ちがう！」


　ようやく絞しぼり出した言葉にも、冴木は顔色を変えない。幼よう児じの駄だ々だを受け入れる大人のように。


「俺は……アイツらをただ斃したいんじゃない……滅ほろぼしたいんだ！　一いつ匹ぴき残らずこの世から消し去る……そのためには、強くならなきゃ……那斬よりも……アレよりも……！」


　言葉にした途と端たん、脳のう裏りにあのときのことが蘇よみがえる。


　自分を内側から喰くらい尽つくした悪あく魔まの記き憶おく。


　肉体が侵しん食しよくされ、精せい神しんまで侵おかされる中、確かに感じた意い志し。


　まさしく異メ魔ギ人ドをそのまま具ぐ現げん化したその声が命じたのは、ただ一つ。


　喰くらえ。


　その一言が持つ強大さを、朱雀は身を以もつて識しった。


　あの暴ぼう力りよく的な意志は異メ魔ギ人ドの総そう意いではない。


　己おのれを喰らい尽くしたただ一つの個こ体たい、いや、そこから分かれた欠片の声でしかない。


　なのに──抗えなかった。絶ぜつ望ぼうを味わわされた。


「……あんなものが異メ魔ギ人ドを束ねているなら、今のままじゃ駄だ目めだ。強くならなきゃ……もっと強く……！」


　とり憑つかれたように語る朱雀。


　冴木は否ひ定ていも肯こう定ていもせず、タバコを吹ふかしている。朱雀に何を言っても無駄と悟ったのではなく、別にどうでもいいからだ。


「せいぜい頑張れば？　無駄なことに命を張はるのは、若わかさの特とつ権けんだよ」


「貴方あなたはどうなんですか？」


　少し落ち着きを取り戻もどした朱雀が問う。


「俺が入学したとき、貴方はすでにそうだった。やる気が無く、授じゆ業ぎようもロクに出ない、それでいて参年や教きよう師しも畏い怖ふする仲ちゆう裁さい屋。だが、俺が中学のときに聞いた噂うわさはそうじゃない。百年に一人、学園最強と謳うたわれた男。やがては〈武街〉最強の称しよう号ごうすら手に入れる、そう聞いていた」


「噂って怖こわいねぇ、尾おひればっかりついちゃって」


　飄ひよう々ひようと語る青年からは、確たしかにその噂を否定させる要よう素そしか感じられない。


「俺の目はごまかせない……貴方は本来ならとっくの昔に学園を卒業して、異メ魔ギ人ドと戦ってるはずだ。〝武神〟に入るどころか、多発地帯への派は遣けんだって問題無い力を持ってる。中級クトニアとだって、ひけをとらずに戦える。なのにどうして……！」


「さあ？」


　肩かたを竦すくめておどける姿すがたは威い厳げんゼロ、学園最強どころか壱いち年ねんにもあっさり負けそうだ。


　そんな男の眉み間けんに、朱雀は妖刀〝禍村正〟を突きつける。


「どゆこと？」


　顔色一つ変えない冴木。だが目は笑っていない。


「稽けい古こをつけて頂いただきたい。やはり一人だと限げん界かいがある……だが力量の劣おとる者との稽古は意味が無い。貴方なら適てき任にんだ」


「え～やだよ～」


「問答無用！」


　切っ先を眉間から離はなし、刃やいばが冴木の首を薙なぐ。


　手て加か減げんゼロ、寸すん止どめをする気もない。冴木蘭らん丸まるという男にはそんな必要は無い。


　朱雀なりの敬けい意いは、確かに的を射いていた。


　不意に視し界かいにタバコが飛び込んでくる。


　完全に虚きよを突く一投、だが朱雀には眼がん前ぜんのタバコを認にん識しきしてなお、避さける余よ裕ゆうがあった。


　大分短くなっているが、今時珍めずらしいかなりのロング、覚えの無い香かおりは外国の物か──そんなことを思いつつ、軽く頭を捻ひねって躱かわそうとする。


　刹せつ那な、タバコが爆はぜた。


　小さな煙けむりと、原材料の葉が視界を覆おおう。


「なっ……」


　咄とつ嗟さに後方へ下がり、両目を腕で庇かばう。


　ぼやけた視界の先に、悠ゆう然ぜんと去っていく冴木が見えた。


　タバコを投じた後、彼がそのタバコに何をしたか──鍵かぎを握にぎる右手は、紙ケースから新たな一本を取り出している。銘めい柄がらは「ＪＯＫＥＲ」──とうの昔に生産中止の一ひと品しな。


「待て……！」


「や～だよ。興きよう味み無いもん、強くなるとかそういうの。稽古なら他ほか当たってよ♪」


　再ふたたび紫し煙えんを吹かし、冴木は両手をポケットに突つっ込みながら歩いていく。


　おちょくられた、そう思うと同時に、実力差を感じさせるやりとりに、朱雀は校こう舎しやの壁かべに拳こぶしをぶつける。


「何な故ぜ……俺は！」


「お悩なやみか」


　振ふり返ったとき、飄ひよう然ぜんと老人が佇たたずんでいた。


　剣けん翁おう。


「貴き様さまァァァァッッ！」


　脇わき目めも振らず斬きりかかり、躊躇ためらわずに首を狙ねらう。鞘さやから刀を抜ぬけないことを後こう悔かいしたが、それでも首をへし折るぐらいの気持ちでいた。


　容よう赦しやない一いち撃げきは空くうを裂さき、軽く横に動いて躱した剣翁は楽しげに嗤わらう。


「これはこれは……最初から殺す気じゃの。腕うでを上げたうえに、心こころ構がまえも上々。いや、見事見事」


「黙れぇッ!!」


　そのまま踏ふみ込こんで心しん臓ぞうを突く。突き殺すことだけを目的とした渾こん身しんの一撃。


　だが剣翁はそれすら躱し、今度は大きく後方に下がった。


　なおも殺意を失わず、朱雀は呼こ吸きゆうを整えて〝禍村正〟を正せい眼がんに構かまえる。


　あの日己を〝地ち刃じん〟に喰くわせた張ちよう本ほん人にん、鈴すず香かの怪け我がの原げん因いんもこの老人と言っていい。


　父に問い質ただしても行方ゆくえが知れなかった男を、今殺す機会が巡めぐってきた。


　激げき情じようを抑おさえつけ、殺意で刃を研とぎ澄すます。


　そんな朱雀を、剣翁は孫でも見るように愉たのしげに見つめる。


「ほほ、い～い面つら構がまえだ。覚かく悟ごができてきたな」


「ああ……お前を殺すためにな。はっきりわかった……お前は俺の敵てきじゃなく、人類の敵だ！　あの欠片かけらの正体は何だ!?　貴様、異メ魔ギ人ドの何を知ってる？」


　的を射た詰きつ問もんだが、剣翁は答えずに宥なだめるように朱雀に告げる。


「少し頭を冷やしてはいかがかな？　今のお主が求めるモノは強さであろう？　それこそあの那斬蒼や要に勝つための」


「……詭き弁べんはやめろ……今度は何を企たくらんでる!?」


「賢かしこいのう。確かに企みはあるし、お主を利用する気でもいる。だが、お主にも利があるとすれば？」


　含ふくみ笑いと共に、剣翁は小さく折り畳たたんだ紙を朱雀の足元に放った。


　先ほどの冴木同様、注意を逸そらすための手しゆ段だんと疑うたがい、目で追うことはしない。もっとも剣翁にそんな姑こ息そくな手段を使う気は無かった。


「そこにはお主の稽古相手がおる。訪たずねるといい」


「……稽古相手？」


　視し線せんと殺気はそのまま、だが興味を幾いく分ぶん惹ひかれた朱雀に、剣翁の笑えみが深くなる。


「左様。お主は強い。いや、より強くなったというべきか。ゆえに稽古の相手に不足しておる。先ほどの優やさ男おとこなどは適任だが……やる気がない」


　──確たしかに。


　顔には出さず、朱雀は心中で頷うなずいた。


「だがそうなると、人間相手は難むずかしい。他に身近となると、あの二人──だがどちらも断ことわるだろう。第一、お主が認みとめまいて」


「…………」


「そうなると、人間以外で探さがす他無い。真しん剣けん勝負を挑いどめ、殺しても問題無い相手。そして、本来お前が戦うべき相手とくれば、最さい適てきではないかな？」


「まさか……」


　初めて朱雀が地の紙切れへ目を落とす。


「お前も最初はそのつもりだったであろう？　父の飼かう異メ魔ギ人ド……だが、本社ビルの地下へはもう出入りを禁きんじられているはずだ。しかし、父親は仮かりにも〈武街〉の権けん力りよく者、他にもいくつか施し設せつはある」


「…………！」


　思いがけない事実に、朱雀の胸むねが高鳴る。


　だとしたら……戦えるのか!?


「施設には儂わしが自由にできる物もある。当然、捕ほ獲かくした異メ魔ギ人ドもおる……好きに使え」


「何が目的だ……？」


　刀を下ろさず、注意深く朱雀が問う。まだ心を許ゆるすわけにはいかない。


「いい目だ。父親に似にとる」


「…………」


「儂を信じる必要は無い。儂はお主を利用する。お前もそうすればいい、父と同じく、利用するだけ儂を利用しろ」


「父さんは最初からそのつもりでお前を……？」


　かすかに距きよ離りを詰つめつつ、朱雀が言う。


　すでに興味は剣翁から地面の紙切れへ移うつりつつある。


「その通り。儂らは薄はく氷ひようの如ごとく儚はかなき繫つながりよ。だが、今のお前には地じ獄ごくに吊つるされた蜘く蛛もの糸。捨すてるも摑つかむも、好きにせい」


　剣翁が動いた。


　反はん射しや的に間を詰める朱雀。


　だが、目は老人と同時に地面の紙切れを追っていた。


　軽かろやかに舞まいつつ、外と学園を隔へだてる塀へいを登る剣翁に後ろ髪がみを引かれながらも、やはり朱雀は紙切れを手に取り、中を開いていた。


　簡かん易いな地図と住所は、調べればすぐに行ける街外れの一区画。


　逡しゆん巡じゆんの時は短く、やがて朱雀は何度となく誓ちかった言葉を口にした。


「俺おれは……強くなる」








　蒼と要が四し門もん工業の本社ビルを訪おとずれたのは、すでに日が落ちた後だった。


　綺き麗れいに舗ほ装そうされた一直線の並なみ木き道みちの先には、巨きよ大だいなビルが聳そびえている。二人が佇たたずむのは十字路の中央であり、背後にはイルミネーションを施ほどこした噴ふん水すいが光と共に流水を煌きらめかせていた。


「よし、行こう」


「何簡単に言ってる」


「やっぱアポ必要？　今から取れるかな？」


　携けい帯たい電話を片かた手てに、蒼が真剣な顔で訊きく。ちなみに代表電話の番号すら知らない。


「あるいは会ってくれるかもな。エサの件けんも、案外素す直なおに吐はくかもしれん」


「……言い切れるってことは、お前な～んか知ってんな？」


　蒼がじとーっと見つめてくるが、要は目を背そむけて応おうじない。


「……ま、いっか。今はあの異メ魔ギ人ドを調べなきゃな。アレも危き険けんだが、あのオッサンもほっとくとエスカレートしそうだ。エサが必要ならもっと良りよう質しつのエサを、捕獲する異メ魔ギ人ドはもっと上の階級を……武ぶ器きは、もっと使える物を求める」


「何な故ぜ断だん言げんできる？」


「そりゃ必要だからだろ。あのオッサンの目的に」


　あっさり断だん定ていした蒼に、要が少しだけ目を丸くする。


「お前……奴やつの目的、勘かん付づいているのか？」


「んー、まあ異メ魔ギ人ドを斃たおすってのは自分で言ってたけど……ホントのとこはちょっと違ちがうな。お前、わかんないの？」


　真顔で尋たずねられ、要は少し言葉に詰まった。


　いくらでも言い返せるし、自分なりの回答もあるが……外れたらイヤだ。


「……まあそれはさておき」


「そうだな、別にいいや」


　さらっと流され、要はちょっとだけ虚きよ勢せいを後こう悔かいした。


　一方蒼は悪意ゼロ、要と答えを共有してる気満々だ。


「じゃ行くか。とりあえず捕獲してる異メ魔ギ人ドは全部殺やっておこう」


「……だな。今回の件も聞いてみて、吐かなかったら拷ごう問もんだ」


　互たがいに方向性を確かく認にんし、二人は戦せん闘とう態たい勢せいに入った。


　蒼が鞘さやの戒いましめを解とき、要が左手のレザーグローブの端はしを口に咥くわえる。


　駆かけ出す瞬しゆん間かん、蒼の〝正宗〟が小こ刻きざみに震ふるえ始めた。


「異メ魔ギ人ド……！」


　ビルの中ではなく、右方からその気配はしていた。


　異メ魔ギ人ドを感じ取る〝正宗〟の力、主あるじたる蒼にはある程てい度どの距離と敵てきのレベルは理り解かいできる。


「こちらもか……！」


〝正宗〟に連動して要の左ひだり腕うでも震え始める。


　要もまた異メ魔ギ人ドの気配を察知したが、正せい確かくに言えば〝正宗〟が察知した物を、左腕が共有しているという表ひよう現げんが近い。


「まずいな……」


　蒼が舌した打うちをしながら言うと、要も憮ぶ然ぜんとした顔で頷うなずく。


　気配は──二つ。


　それも、左右から。


　急せかすように、右方から悲鳴が聞こえる。若わかい女のものだ。


「クソッ……！」


　蒼は右方に駆かけ出した。


　対照的に、要は左方へ。


　言葉を交かわすまでもなく、互いの意思を汲くみ取った結果だ。


　要は地を駆け、ビル前の舗装された十字路を左方へ進む。心なしか、奥おくへ進むほど暗くなる。街の中央にもかかわらずこの暗さ、おそらくは意図的に街灯の電でん源げんを切っている。並なみ木きの木々が自然の持つ本来の暗さを演えん出しゆつし、さらにざわめく風が血の臭においを運ぶ。


　噴水のイルミネーションも届とどかぬ闇やみの中で、要は相見あいまみえた。


　異メ魔ギ人ド。


　元々黒色の外見は闇に溶とけ込み、容よう易いにはその全ぜん貌ぼうを晒さらさない。


「来い」


　誘さそいに応じ、敵は来た。


　顔面を剝はぎ取る勢いきおいの掌しよう打だ。


「無む智ち」


　要の右手が人差し指の第二関節を立てた一いつ本ぽん拳けんの形を取り、高速で打だ撃げきを叩たたき込む。


　余よ人じんには夜の闇、しかし要の目には確たしかに見える──敵の体に浮うかび上がる、夥おびただしき星の光が！


　突つくべきときに、突くべき速さで、突くべき力で光を穿うがつとき、それは敵の身体からだを要の支し配はい下に置く。


　愚おろかなる手よ、主の元へ帰れ。


　要の打撃は、確かく実じつに敵の掌打の軌き道どうを変え、自身の顔に打ち込ませる──はずだった。


　だが、あくまで軌道が逸それただけ、弾はじかれただけで攻こう撃げきを返せない。


「何っ!?」


　驚おどろきと同時に、前まえ蹴げりが来た。


　要は左手で再ふたたび脚あしの星点を突き、その威い力りよくを拡かく散さんさせる。返すことはできないが、蹴りの威力を無む効こう化させるなどたやすい。


　なのに、蹴りは威力を減げんじつつも要の腹ふく部ぶに食い込んできた。


「…………！」


　蹴りと同じ速度で、要は後方に跳とぶ。


　当たりはしたが、ダメージは相そう殺さい、まったくゼロだ。


　だが、驚きよう愕がくは残った。


　あらためて敵の姿すがたを見つめ、要が呟つぶやく。


「中級クトニア……いや、違う。だが下級エナリアでも……お前、何者だ!?」


　敵は答えない。静かに要を凝ぎよう視しし、その様子を窺うかがっている。


　だが、ありえない。


　何な故ぜこうも静かに、淡たん々たんと戦える!?


　異メ魔ギ人ド特有の獰どう猛もうさはどこに!?


　考える間もなく、追撃が来た。


　左のミドルキック──懐ふところに飛び込こんで躱かわすと、拳の連打が来た。迅はやいだけではなく、愚ぐ直ちよくなまでに基き本ほん的なボクシングのワン・ツーのコンビネーション。


　──まさか！


　両方の手の甲こうを相手に向けた構かまえで、要は全すべての拳を捌さばく。けして被ひ弾だんせず、拳は絶ぜつ妙みような見切りで弾かれていった。かわりに要が地を蹴り上げ、膝ひざで異メ魔ギ人ドの顎あごを打ち砕くだく！


　──砕いた！


　確実に顎の砕ける感かん触しよく。


　笑えみを浮うかべるが、ある躊ちゆう躇ちよがトドメをためらわせ、そのまま距きよ離りを取らせる。


　時を置いたことで、膝蹴りで分ぶん断だんされた異メ魔ギ人ドの意い識しきが戻もどり、戦意も甦よみがえってくる。口元から滴したたる己おのれの血が、その秘ひめていた獣じゆう性せいを揺ゆり動かした。


「ギィィィッッ……」


　低い唸うなり声と共に、それは変へん貌ぼうを始めた。


　左手の手首から、刃やいばが生える。


　ゆっくりと、だが確実に。


　草木の芽生えと同じく、着実に実りを迎え、爪つめよりもか弱い刃は、やがて豪ごう壮そうな刀に等しき凶きよう器きとなる。


　手出しせずにそれを観察した要は、険けわしい顔で天を仰あおいだ。


　美しい星空が、神の遣つかわした皮肉か。


「もう……ここまで来たか……」


　顔を下ろしたとき、その瞳ひとみは明めい確かくなる殺意を抱いだいていた。


「最初は蒼が言っていた個こ体たいと別だと思っていたが……どうやら同一らしいな。まさか使い分けてくるとは」


　武ぶ器き型は武器型、無手型は無手型。


　これが終生変わらぬ異メ魔ギ人ドの姿。


　武器型が己に生じた武器を使わず、無手型と同じ方法で捕ほ食しよくに挑いどむことはあるかもしれない。が、逆ぎやくはできない。


　敵てきに応おうじて両方の特とく性せいを使い分けることも──また然しかり。


　人のように、本ほん能のうとは一線を画す「技ぎ術じゆつ」を使うことも──また然り。


　例外がいた。


　闇色の異メ魔ギ人ドは、左手から生えた刃を、正せい眼がんに構えている。その構えに要は確かにかつてこの異メ魔ギ人ドが対たい峙じしたであろう、友の幻げん影えいを見た。


「蒼から学んだか……今殺しておかねば、脅きよう威いが育つな」


　凄せい烈れつな決意を込こめ、要は秘められた力を解とき放つ。


　敵は知るだろう──星々が、空に瞬またたくだけのものではないことを。


「〝智慧の禁果ボツクス・エデン〟解放オープン……！」


　ただならぬ殺気に、異メ魔ギ人ドが紅あかい瞳を細める。


　緊きん迫ぱくする空気、そこに乱らん入にゆうする一いつ閃せん！


　背はい後ごから後頭部目め掛がけて飛来した刃を、要は振ふり向かずに後ろ手で受け止めた。


「お見事」


　パチパチと乾かわいた拍はく手しゆが届く。明らかに止められることを予期していた口ぶりだ。要は予期せぬ敵に構わず、投げられた凶器を確かく認にんする。


　武器は小こ柄づか──日本刀の鞘さやに付ふ属ぞくする、細く短い刃は物ものだ。役目としてはペーパーナイフのような日にち常じようの雑ざつ務む──あるいは、このように暗殺的な用法。


「レトロな品だな。殺す気とは思えないし、俺の注意を惹ひく気とも思えない」


「ご明察です。さすがは〝剣つるぎ守もり〟の当代──あの方をして、魔ま鞘しようと言わしめるだけのことはある」


　若わかさとは裏うら腹はらに落ち着いた声。要の顔が険しさを増ましていく。


「お前……」


「おわかりでしょう？　貴方あなたの同類です」


　要はもう言葉を発しなかった。


　必殺の一いつ瞬しゆんを求め、〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を解放──なのに、眼がん前ぜんの異メ魔ギ人ドは刃を下ろした。


「どういうことだ？」


「もう役目は終わりました。今貴方に殺させるわけにはいかない。手塩にかけて育てた個体ですからね」


「だからこそ殺す……お前もな」


「それもいいかもしれません。我われ々われの目的は、貴方を彼と引き離はなすことにありましたので」


　愕がく然ぜんと要が背はい後ごを振り向く。


　並なみ木きに身を隠かくしながら、男は愉たのしげに言う。その正体はまだ摑つかめない。


「貴方なら、その異メ魔ギ人ドを観察せずにはいられない。実力も測はかりたい。気になることは山ほどある。だが、王は孤こ独どくになる」


「貴き様さま…………」


「急ぐも駆かけるもご自由に。もう時は稼かせぎました」


「…………！」


　言うや否いなや、男は立ち去った。同時に、異メ魔ギ人ドも俊しゆん敏びんな豹ひようを思わせる足取りで駆けていく。


　互たがいに逆ぎやく方向に去る敵達。どちらも追わず、要は第三の道を選ぶ。


　駆けてきた並木道を逆走しながら、軍ぐん師しはただ王を思う。


　──蒼……！








　蒼が躊躇ためらわずに右方へ駆かけ出したのには、理由がある。


　女の悲鳴が聞こえたからだ。


　要を行かせた場合、女を見み捨すてる可か能のう性せいがある。


　いや、さすがに助けられるなら助けるだろうが……不ふ測そくの事じ態たいが起きた場合、あんまり悩なやまずに見捨てるだろう。


　もちろんそれは女じゃなくても言えるだろうが……男と女、どちらか片かた方ほうしか助けられないとしたら、女を見捨てる。究極の選せん択たくとかじゃなくても。


　要はそういう男だ。


　──友達ながらヒデー奴やつ……。


　あらためて思っていると、並木道から大通りに出た。


　舗ほ装そうされた並木道は街灯が並ならぶ歩道と交わり、そのさらに先には左右から車が交差する車道が見える。中心部に相応ふさわしい交通量だが、誰だれも街灯の下でうずくまる女性に気づかない。


「大だい丈じよう夫ぶか!?」


　駆かけ寄よると、会社帰りのＯＬと言った感じの長い黒くろ髪かみの女性が何事か囁ささやく。黒のスーツ姿すがたに反して、どこか幼おさない印象で、背せ丈たけも蒼よりやや低い。


「何があった!?」


　言葉を聞き取ろうと、耳を近づける。同時に、負ふ傷しようを危き惧ぐし体に視し線せんを落とす。傷きず一つ無い代わりに、右手に大おお振ぶりの山刀マチエツトが握にぎられていた。


　蒼が女を突つき飛ばしたのは、それが〝正宗〟を携たずさえた左手に振りかざされたのと同時だった。


「……ッ！」


　刃やいばはかすかに手首をかすめただけで、出血もほとんどない。


「お前……！」


　女は立ち上がり、薄うす明あかりの中で姿を晒さらした。長い前まえ髪がみが顔にかかり、その容よう貌ぼうははっきりしない。不気味な印象と裏うら腹はらに、拍ひよう子し抜ぬけするような幼く舌した足たらずな声が漏もれた。


「あー残念。どーせ放さないだろうから、手首ごと持ってくつもりだったけど、失敗失敗」


　確たしかに、その無ぶ骨こつな刃物なら蒼の手首ごと余よ裕ゆうで切り離はなせるだろう。


　とんでもない言葉に、蒼もようやく相手が被ひ害がい者で無いことを認にん識しきした。


「これ……罠わなか？　俺おれを誘さそいだす的な？」


「そ～よ。ちょっと頼たのまれて……アンタの刀、下さいな」


　にこやかな言葉につられてか、蒼も屈くつ託たくなく笑った。


「ふざけろ」


　街灯の光を撥はね返し、〝正宗〟が躍おどった。その神速の一いつ閃せんに、女は為なすす術すべ無く立ち尽つくし、山刀マチエツトを握った手が宙ちゆうに飛ばされる。


「…………！」


　悲鳴を上げなかったのは、忍にん耐たいではなく、その剣けん技ぎの迅はやさゆえか。


　地面に落ちた左手を拾い上げ、女が蒼を睨にらみつける。苦く痛つうと出血に耐たえる姿は、長い黒髪と相まって鬼き女じよと言うに相応ふさわしい。


「アンタ……こんなこと……！」


「喚わめくなよ。病院行きゃすぐ繫つながる」


　冷れい徹てつに言い放ったのは、己おのが剣技への絶ぜつ対たいの自信──そしてその無む慈じ悲ひさは、〝正宗〟を狙ねらったことへの怒いかりから。


「女相手は好みじゃねーが、俺の〝正宗〟をかすめとろうってんなら別だ。それにお前……奴らだろ？」


　切っ先を顔につきつけながら、蒼が言う。


　女は苦痛を堪こらえながらも、笑えみを浮うかべた。


「俺の〝正宗〟が異メ魔ギ人ドを間ま違ちがえるはずがない。そして、異メ魔ギ人ドが痕こん跡せきも残さずにきれいに逃にげるはずがない。だとすれば、答えは一つだ。言えよ、そうなんだろ？」


　答えるかわりに、女は無事な右手の親指を立て、後方を指差す。


　その先には、バスの停てい留りゆう所じよがあった。


　ちょうどバスが止まり、仕事帰りか学校帰りとおぼしき者が数名降おりてくる。


　人が見えたところで、蒼は動じない。騒さわぎが起きる前に、女を仕し留とめることなどわけない。要が来てくれれば、さらに問題無く事は収おさまるだろう。


　ただ、視し界かいに入る一人の女性が少年の顔を蒼そう白はくに染そめた。


「美み亜あ姉ねぇ……」


　震ふるえる声は隠かくしようが無かった。


　女が妖あやしく笑う。最初から、この一いつ瞬しゆんが目的だった。事前に入念な下調べをしていたのか、バスを降りた美亜はこちらへ歩いてくる。他ほかの乗客は別方向に流れ、彼女は一人きりだ。


「お前……」


「私の方へ来てくれてよかった～。貴方あなただから、きっと女の方へ来てくれると思ってた。その冷たさはビックリだけど、時間はピッタリ。どうする、先生こっちに来るよ？」


「…………！」


　麻ま痺ひする思考の中で、蒼は敵てき意いを、いや殺意を研とぎ澄すます。


　瞬殺して終わらす──そう決意したとき、一瞬早く女が動いた。右手に光る、コントローラーと思おぼしき長方形の機具。


「動かないで」


「テメェ……！」


「わかるわよね～？　私達は、あの人の帰り道を把は握あくしてた。当然、色々と準じゆん備びもできた。それに、この街には仕し掛かけも多い。貴方だって知ってるでしょ？」


「…………」


　蒼は無言で肯こう定ていした。この街へ来た直後、四方を壁かべに囲まれて異メ魔ギ人ドとの戦いを強きよう制せいされた記き憶おくが蘇よみがえる。


「私達に頼たのみ事をしたのは、〈武ぶ街がい〉のエライ人よ？　そんな仕掛けはカンタンカンタン」


「やってみろよ……！」


「強がっても駄だ目めよ。確かに、貴方の剣は迅い。私が何かする前に首を断たてるかもしれない。でも、それで終わるかしら～？」


　甘あまったるい問いかけは、負の可か能のう性せいをいくつも提てい示じした。


　首を飛ばす前に右手の機具を操そう作さされたら？


　他に仲間がいたら？


　女と関係ない、時じ限げん式の仕掛けがあったら？


　全すべての可能性が、蒼の不安を助長する。


　時を同じくして、美亜がこちらに気づいた。笑え顔がおを浮かべ、駆かけ寄ってくる。


　来るな、そう声に出せない叫さけびを上げたとき、時が区切られた。


「あと三秒以内に刀を捨すてなさ～い」


　告げられたとき、思考が白く染まった。


「三」


　敵のハッタリかもしれない。だが一いちか八ばちかに美亜の命を賭かける勇気は無かった。


「二」


　要は来ない。


　来てくれない。


「一」


　もう、声が聞こえる距きよ離りに来ていた。


「蒼君、どうしたの？　この人……誰だれ？」


　俯うつむくと同時に、蒼は〝正宗〟を放した。


　手から滑すべり落ちるその感覚は、きっと忘わすれることができないだろう。


　カラン、と音を立てて地に落ちるまでの時間は、永えい遠えんにも思えた。


　いっそ、ずっと続いていればよかった。


　そうすれば、別れなくて済すんだのに。


　女は落ちた〝正宗〟を拾うと、斬きられた左手を抱かかえて足早に蒼の後方へ去っていく。


　同時に蒼の両りよう膝ひざは崩くずれ落ち、両手を地につけた。


「ね、ねぇどうしたの……どうしたのよ？　何、これ……血？」


　まだ乾かわかずに地面に残る女の血に、美亜の表ひよう情じようが曇くもる。血に気を取られたがゆえに、俯く蒼がどんな顔をしているか気づかない。


　それから数秒後、慌あわただしい足音と共に要がやってきた。


　珍めずらしく全速力で走ってきたが、もう遅おそかった。彼は何も言わず、姉のことなど思考の外に追いやり、ただ蒼を見下ろす。その険けわしい顔に、美亜も事の重大さをおぼろげに悟さとり、膝をついて蒼の顔を覗のぞき込こむ。


　彼は動かない。


　ただ、雫しずくが数すう滴てき地に零こぼれた。


　地面を濡ぬらすそれは、血よりももっと深く地面に染しみ込む。


「ゴメン……」


　ようやく絞しぼり出した声は、放してしまった愛刀への懺ざん悔げ。


　同じ時を過すごした姉し弟ていさえ共有できぬ悔かい恨こんを胸むねに、蒼はもう一度心の底から叫んだ。


「ゴメン……〝正宗〟…………!!」








　眼がん下かに光を灯ともす噴ふん水すいを見つめながら、四門は剣けん翁おうからの報ほう告こくを聞いていた。


「まずはご苦労でした。意外に簡かん単たんでしたね」


　さして労をねぎらう気も無い簡かん素そな口ぶりだが、結果には満足していることが感じ取れる。


　背後で応おう接せつ用のソファーに腰こし掛かける剣翁も、満足げに頷うなずく。


「確たしかに、な。もう少し手こずるかと思ったが……まあよかった。で、どこに運ぶ？」


「ここの地下ですと、少々警けい備びが不安です。襲しゆう撃げきに備そなえてはいますが、すでに知られた場所より、他ほかがいいでしょう」


「では、儂わしの下もとでいいかな？　そちらから人をやって、存ぞん分ぶんに調べるといい」


「そうさせて頂いただきましょう」


「では」


　部屋を去る剣翁に一礼した後、四門は右手を開いて見つめた。


　ようやく刀が手に入った。たとえ秘ひ密みつが解かい明めいできなくとも、すでに封ほう刀とうは手中に収おさめた。


「ようやく近付いた……もう少しだ」


　狂きよう気きに彩いろどられた笑えみを浮うかべ、四門は目を閉とじた。








　翌よく日じつ、壱いち年ねん木組の生徒は、小さな驚おどろきに襲おそわれた。


　いつもどおり、かなりアレンジした制せい服ふくを着た蒼の登校。


　すでに日にち常じようと化した風景は異い常じようでも何でもなく、皆みな気軽に挨あい拶さつをしてくる。特待生という隔へだたりも、多少は緩かん和わされてきた。


　なのに、今日は誰も声をかけられない。


　大きな変化は一つ、今日は大おお太刀だちを持っていない。


　しかしそれも学校生活では話題の一つとなり、軽い口調で訊きけばいい。


　なのに、誰も訊けない。


　教室に入って来たのは、蒼であって蒼で無かった。


　俯いた顔は、無気力どころか生気が微み塵じんも感じられない。心なしか頰ほおがこけて見え、目の下には隈くまが見える。ほとんど半死人の状じよう態たいで、四し肢しにも力が無い。椅い子すに座すわるまで、転ばずに済んだのは奇き跡せきだ。


「あ、あの……」


　先に登校していた琴美が、心配そうに声をかける。


　蒼は反はん応のうしない。


　完全なる拒きよ絶ぜつに、琴美は諦あきらめて蒼と同時に登校してきた要にすがった。


　だが彼は蒼の席を一いち瞥べつしただけで、琴美の視し線せんを無視して席に着いた。


　クラス中が蒼の変へん貌ぼうに戸と惑まどう中、始業のチャイムは鳴り響ひびき、また一日が始まった。








　昼休み、蒼が行くあてもなく辿たどり着いた先は、校こう舎しや裏うらだった。


　とりあえず喧けん騒そうから離はなれたいとは思ったが、正直ここを選んだ理由は特に無い。


　しいて言えば、校舎の陰かげにいる方が自分に合っている気がした。壁かべを背に腰こし掛かけて、両手を見つめる。今、愛刀は手元に無い。


　あの選せん択たくが間ま違ちがっていたのか、そんなことはどうでもいい。ただ、悔恨と慙ざん愧きが途と切ぎれなく襲ってくる。


　何な故ぜ──何故手放した!?


「〝正宗〟……」


　虚うつろに呟つぶやくと、頭上を三つの影が覆おおった。蒼は顔を上げず、より濃こさを増ました影に包まれたままだ。


「那斬、話がある」


　蒼を囲むのは、剣けん術じゆつ部の弐に年ねん生せい三人だ。


　かつて転入初日──正せい確かくには一か月遅おくれの入学となった蒼に叩たたきのめされた三人だ。同時に、退たい部ぶする直前に朱雀と立ち合った三人の部員でもある。


　蒼は特に記き憶おくに留とどめていない……というか、今の彼にはほぼ全すべての人間がどうでもいい。


「……立て、那斬」


　中央のリーダー格かくの弐年が威い圧あつ感のある声で言うが、蒼は反応しない。


　諦めたのか、弐年はそのまま続けた。


「知っているかもしれんが、四門さんが……剣術部を辞やめた」


「…………」


「噂うわさ通り、お前に負けたそうだな。そして、あの人は強さを求めて部を辞めた。それは……あの人の決めたことだ。けどな……俺おれ達はそのせいで道を見失った。壱年のときからあの人みたいになりたい……そう思ってたのにだ」


　切々とした口調には、部を去った朱雀への思し慕ぼが込こめられていた。事じ情じようを知らぬものでもそれとわかる言葉、だが蒼は反応しない。


「……立てよ！」


　痺しびれを切らした右の一人が、蒼の襟えり元もとを摑つかんで引きずり上げる。


「おい……」


「うるせぇよ田畑！　お前だってむかついてんだろ!?　こんな壱年のせいで、四門さんは辞めちまったんだぞ！」


「そうだ！　せめて落とし前ぐらいつける、そのためにお前だってきたんだろ!?」


　もう一人の仲間にも促うながされ、リーダー格の田畑は左手に携たずさえていた細長い布ぬの包づつみを解といた。


　あらわになったのは、日本刀だ。蒼の〝正宗〟や朱雀の〝村正〟とは比くらべるべくもない無む銘めいの刀、鞘さやも無地の鉄拵ごしらえ、おそらくは近代以い降こうに打たれた歴史の無い一ひと振ふりだが、それでも充じゆう分ぶん人は斬きれる。


「俺と立ち合え……那斬。せめてお前の強さで俺達を納なつ得とくさせろ……！」


　鞘から刀を引き抜ぬき、切っ先を蒼の首くび筋すじにつきつける。


　視し界かいに飛び込んでくる刃やいばに、蒼の瞳ひとみにかすかに光が宿り始めた。


　刀。


　人殺しの武ぶ器き。


　血に塗まみれる武器。


　あのときみたいに──人を──人を殺す武器。


「やめろ……」


「何？」


　首を傾かしげる田畑の顔に、拳こぶしがめり込んだ。


「やめろォォッッ！」


　そのままもう一度殴なぐりつけると、不意を突つかれた田畑はそのまま地に沈しずんだ。


「テメェッ……」


「何しやがる!?」


　残る二人も、刀を携えていた。蒼を殺す気は無い。剣の怖こわさは知っているつもりだ。だが、どうしても真剣勝負でこの少年の力を見み極きわめたかった。


　そんな詭き弁べんは、蒼にはどうでもいい。


「消えろ……！」


　相手が刀を抜ぬく前に、蒼は右の弐年の顎あごを拳で打ち抜ぬいた。昏こん倒とうする仲間に、最後の一人が顔を歪ゆがめる。気がつくと、拳が目の前にあった。


　力ちから任まかせの拳は、そのまま最後の一人を殴り倒たおした。


　肩かたで息をしながら、蒼は倒れた三人を見下ろす。


　皆みな刃は物ものを持ってる。


　人殺しの武器。


　自分と同じ、血に塗れた手。


　こんなもの、存そん在ざいしちゃいけない。こんな奴やつら……存在しちゃ。


　刃物を、それが招まねく記憶を打ち消すため、倒れる一人の首を摑つかんで抱だき起こした。


「消さなきゃ……じゃなきゃ、また……」


　すでに相手は気き絶ぜつしている。


　構かまわず、拳を振るった。


　それを力強い手が摑んで止めた。


「は～い、そこまで」


　見上げると、冴木がいた。タバコを吹ふかしながら、苦く笑しようしている。


「や～れやれ、憩いこいの場所なのに、最近は困こまった客が多いね」


「…………」


「もうやめなよ。相手は三人で凶きよう器き持ち、悪い方は見りゃわかるけど、充分でしょ？」


　蒼は頷うなずいた──ように見えた。


　カクン、と頭を下げ、そのまま冴木の胸むねに倒たおれ込む。起き上がる様子は無い。


　困ったように空を見上げ、冴木は頭を搔かいた。


「……そういう趣しゆ味み、無いんだけど」








　登校してきたものの、授じゆ業ぎようの内ない容ようはほとんど耳に入ってこなかった。


　元々、学業に励はげみに来たわけでもない。


　ただ、見み納おさめになるかもしれないから、きちんと学校を見ておきたかった。
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　授業が終わると、自じ宅たくから持ってきた剣けん道どう着ぎに着き替がえ、腰こしに〝禍まがつ村むら正まさ〟を差して校門へ向かう。


　武ぶ士しの出しゆつ陣じんを気取ったわけではないが、戦いやすい服ふく装そうを考えると、自然とこれに落ち着いた。〈武街〉でも人目を惹ひく格かつ好こうだが、仕方ない。周囲の視し線せんから逃のがれる目的もあり、足早に校門へ歩く。


　校門の前には、行く手を阻はばむ最大の障しよう壁へきがそびえていた。


「どこ行く気よ、朱雀！」


「鈴香…………」


　朱雀はかすかに俯うつむくが、もう決めたことだ。


「私に相談無く部活も辞やめちゃって、どういうこと!?　それにその格好、どこ行く気よ！」


「俺は……強くなりたいんだ」


「知ってるわよ、そんなの!!　だから何!?」


「…………」


　自分の覚かく悟ごなどどこ吹く風、私を倒してから行け、と言わんばかりの鈴香に、朱雀は苦笑した。久ひさしぶりに、こんな気分になった気がする。


「今の俺には……部を率ひきいる資し格かくも自信も無い。ただ強くならないと……前に進めない」


「でも……」


「もう決めたんだ」


　首を左右に振る朱雀。


　なおも言いかける鈴香を、背はい後ごから男子生徒が制せいした。


「おやめなさい、鈴香さん。四門さんもお困こまりだ」


「けど……」


　剣けん術じゆつ部副主将、水みず野の陶とう冶や。


　弐に年ねんとは思えぬ落ち着いた物もの腰ごしに、鈴香の気持ちも抑おさえ込まれる。


「でもぉ……」


「おやめなさい。決意は固いようだ」


　すでに達観した陶冶は、鈴香とは反対に餞せん別べつの品を贈おくった。


「預あずかっていた品をお返しします。貴方あなたの力になるでしょう」


　差し出された両手の上には、一ひと振ふりの脇わき差ざしが載のっていた。


「直ったのか……」


　溜ため息いきにも似にた感かん嘆たんを上げ、朱雀はそれを手に取った。


　長さは大脇差に分類され、二尺しやくにかすかに届とどかない長さ。時には小こ太だ刀ちとも呼よばれ、通つう常じようの打刀とはまた別の趣おもむきを持つ刀。


　これこそ、かつて蒼の〝正宗〟に折られた己おのが愛刀、妖よう刀とう〝村正〟の新生した姿すがただった。


　前と同じく黒くろ漆うるしの鞘さやから抜ぬき放ち、その刀身の妖よう艶えんさに見み惚ほれる。


　前以上に妖あやしいまでの美を放ち、吸すい込まれそうな危き険けんな魅み力りよくを放つ刃やいば。


　親類に刀工がいるという陶冶の厚こう意いに甘あまえ、彼に預あずけていた〝村正〟が今この手に戻もどった。


　刀身こそ短くなったものの、かつての名工の技ぎ術じゆつと最新の錬れん金きん加工を融ゆう合ごうさせたこの一振りはむしろ前より堅けん牢ろうさと斬きれ味を増ましているだろう。


「見事だ……」


「光栄です。一いち応おう名工の手によるものですし、現げん代だいの技術も取り入れています。村正クラスとは行きませんが、刀の名に恥はじぬ仕事はしているでしょう。役立てて下さい」


　深々と頭を下げる陶冶に、朱雀も神しん妙みような顔で一礼をする。それだけが、この少年にしてやれることだった。


「じゃあ、な。皆みなを頼たのむ」


　微び笑しようし、朱雀は未練を断たち切るように駆かけ出した。追いかけようとする鈴香を、陶冶が止めてくれている。


　すまない──そう思いつつも、振り返る気は無かった。


　渡わたされた紙切れに記された場所はもう把は握あくしている。


　街外れの未開発区く域いき、ちょうど武街の南の端はしに当たる。まだゲートも開通しておらず、人目もほとんど無いと言っていい。


　歩いた末に辿たどり着いたのは、小さな空きビルだった。三階建てで、居きよ住じゆう者は無い。周囲を取り巻まく開発の波に押され、いずれは撤てつ去きよ予定だが──ビルの所有者は父、そして〈武街〉の開発自体も四門工業の関連会社が関かん与よしているとなると、意図的に残されている可か能のう性せいが高い。


　中に入っても、無む機き質しつなコンクリートが剝むき出しになっているだけで、特に異い常じようは見受けられない。ただ、部屋の隅すみにある金きん属ぞく製せいの床ゆか板いただけが異い質しつだった。そこだけ埃ほこりも積もることなく、人の手が触ふれた形けい跡せきがある。さらに取っ手つきとくれば、もう目的の場所であることは明らかだ。


「ここか」


　部屋の隅に赴おもむき、求める場所を見下ろす。


　近づくと、金属板はおそろしく重じゆう厚こうでそれこそ核かく攻こう撃げきにも耐たえられそうだ。取っ手を持ち上げても、びくともしない。単なる重さや、力の有う無むではなく、きちんとセキュリティがかけられているようだ。


「…………」


　憮ぶ然ぜんとしつつも、朱雀は金属板の右みぎ隣どなりにある亀き裂れつに似にた割われ目に、持参したカードキーを差し込こんだ。すると、開放を告げるピーという電子音が鳴り響ひびく。


　亀裂に偽ぎ装そうした読み取り口は、予想通り。


　再ふたたび朱雀が取っ手を引くと、床板は持ち上がり、ちょうど人一人が通れる程てい度どの地下通路が道を開けた。暗く湿しめった空気が漂ただよう中、朱雀は口を真一文字に結び進んでいく。


　地下に下りる階かい段だんは長く、傾けい斜しやが終わった後も道は続いたが、狭せまい通路はほぼ一本道なので迷まようことは無かった。薄うす暗ぐらい照明や、あまり整せい備びされていない通路から、おそらくは予備的な施し設せつと推すい定ていされる。


　あまり重じゆう要よう視しされていない、いつでも放ほう棄きできる場所なのだろう。


　一いつ瞬しゆん不安が頭をもたげるが、自分の下した結けつ論ろんに異いを唱えるなど愚ぐの骨こつ頂ちよう、朱雀は硬かたい表ひよう情じようのまま進み、ついに求めた扉とびらの前に来た。


　通路の行き止まりは、先ほどの入り口よりもはるかに大きく頑がん丈じようそうな扉だった。肩かたの高さにあるのは、数字キーとＩＤの読み取り口。ＩＤは持っているが、パスワードは知らない。


　少しだけ時を置き、朱雀は数字を素す早ばやく打ち込み、カードを通す。


　扉が左右に分かれ、開いた。


「あの男……噓うそは書いてなかったな」


　剣けん翁おうのメモに書かれた数字に救われたことは釈しやく然ぜんとしないが、それでも扉は開いた。


　進み出ると、これまでよりはずいぶんと広い直線の通路が広がっていた。


「まだ先が……いや、これは……」


　左右の壁かべを見み渡わたすと、朱雀は愕がく然ぜんとこの場所の意味に気づいた。


　通路を構こう成せいする左右の壁は、壁にして壁に非あらず。


　上下開かい閉へい式の「檻おり」だ。


　数メートルごとに区切られた重厚な壁の向こう側からは、聞き覚えのある唸うなり声が断だん続ぞく的に聞こえてくる。


「……！」


　左右の壁に隔へだてられ、今自分は求める敵てきと同じ場所にいる。


　気配と声から察して、ざっと十体──檻の扉を開け放てば、今自分が立つ通路は消しよう滅めつし、区切りの無い大きなスペースが生まれる。戦いにはもってこいだ。


「しかし……どうやって開ければいい？」


　剣翁のメモには、これ以上の情じよう報ほうは記されていなかった。求めた敵がすぐそこにいるのに、触ふれ合えないもどかしさ。とりあえず檻の開閉法を求め、朱雀は通路を進む。


　行き止まりに、先客がいた。


「あれは……！」


　朱雀は声を失った。


　もう一つの焦こがれた「敵」がそこに。


　異い形ぎようたる鞘さやに包まれながらも、その刃はの峻しゆん烈れつさを失わない語り継つがれる名刀。


　封ほう刀とう〝裏うら正宗〟は、今全身を鎖くさりに繫つながれながら部屋の奥おくに鎮ちん座ざしていた。


　蒼の手から奪うばわれた経けい緯いなど知らない朱雀は、首を傾かしげながらそれに近づく。


　阻はばむように、横から刃が躍おどった。抜ばつ刀とうせずに〝禍村正〟で受けるが、その重みと有機的な幅はば広ひろの刃に、朱雀は求める敵の姿すがたを感じた。どこか歪ゆがんだ喜びに身を浸ひたし、朱雀は体たい勢せいを整え、あらためて敵に向き直った。


　受け止めたのは、間ま違ちがいなく異メ魔ギ人ドの刃やいば。


　そして、異質なる異形がそこにいた。


「お前は……!?」




　第四章　迷える刀神







　ずっと歩いていた。


　とっくの昔に体には限げん界かいが来ている。


　いや、それどころか、身を引き裂さかれるような苦く痛つうと嘔おう吐との感覚が断だん続ぞく的に襲おそってくる。


　なのに、足を止められない。


　止めた途と端たん、もっとおそろしい痛いたみが視し界かいを支し配はいする。


　血ち塗ぬられた手。


　軍用ナイフ。


　頰ほおに触ふれる両手。


　ささやかれる声。


　その全すべてが己おのれを根底から否ひ定ていしたくなる激げき痛つうを与あたえ、逃のがれるために己を歩かせる。だが、数歩歩いただけで再ふたたび足は止まってしまう。


　また地じ獄ごくが襲う。


　逃れるために、また歩く。


　その繰くり返しだ。


　どこまで歩いても終わらない。振ふり返ってみると、己の足そく跡せきは血に塗まみれていた。裸足はだしのまま歩いてきたせいではなく、何万何千という死し骸がいが背はい後ごに立ち並ならび、歩んできた道の血ち生なま臭ぐささを実感させる。


　どうして──こんな道を歩いて来たのだろう。


　何な故ぜ──こんなことをしてきたのだろう。


　何度となく思い浮うかべた疑ぎ問もんに答えを求めて立ち止まると、また忌いまわしい光景が視界をよぎる。


　だがそれこそが求めた答えだ。


　歩みは終わらない。


　どこまでもどこまでも……鎖くさりに縛しばられ、痛みに切り裂さかれ、鮮せん血けつに塗れ、それでも行かねばならない。


　終わるまで。


　終わらせるまで。





「────！」


　蒼あおいがベッドから跳はね起きると、清せい潔けつな白に溢あふれた光景が目に入った。


　虚うつろな目で周囲を見まわすと、かすかに漂ただよう消毒液えきの匂においと共に、ここが保ほ健けん室であることはすぐにわかった。


　ぼんやりと左を向くと、ベッドの横のスチール椅い子すに腰こし掛かけ、冴さえ木きが携けい帯たい電話を操そう作さしている。


「あ、起きた？　スゴイ汗あせだね」


「…………」


　まだ夢ゆめと現げん実じつの境きよう界かいが曖あい昧まいだ。いや、あながちはっきりと分けられているとも言えない。自分はずっと、あの夢と同じように生きてきた。多分、これからも。


　幾いく分ぶん意い識しきも戻もどると、気を失うまでのことが思い出されてきた。


「あの……」


「ああ、弐に年ねんの子達？　もう治ち療りようも終わって帰ったよ。大した怪け我がじゃないし。けど、彼らをのした君の方が、よっぽど重じゆう傷しようみたいだ」


　携帯電話から目を放し、冴木は興きよう味み深ぶかげに蒼を見つめる。


「ずいぶん余よ裕ゆう無いみたいだね。悪いのはあっちだけど、君らしくない気がするよ。それに、あの刀はどうしたの？」


「…………」


「君が手放すとも思えないけどね。悪あく夢むはそのせい？」


「眠ねむれ……ないから。〝正まさ宗むね〟無いと、眠れないから……」


　それが不ふ眠みんの理由だった。手元に〝正宗〟が無いと、悪夢に魘うなされる。昔からそうだ。かつては美み亜あが抱だきしめてくれたが、今は〝正宗〟しか傍そばにいない。


　戦場にいたときも、〝正宗〟がいてくれたから安眠できて戦い抜ぬけた。


「もう少し休んでけば？　昼休みはまだ残ってる」


「いえ、帰ります……」


　茫ぼう洋ようと呟つぶやいた言葉には、覇は気きが無い。


　さすがの冴木も肩かたを竦すくめ、結けつ構こう真しん剣けんにその身を案じる。


「本当にどうしたのさ？　別に遠えん慮りよせず休めば？　この前の一いつ件けんと言い、君はよくやってるよ。午後の授じゆ業ぎようサボっても、だ～れも怒おこらないさ。僕ぼくと同じだね[image: ]」


　冴木の場合、怒られないのではなく、ほとんど見放されていると言った方が正しい。


　蒼は彼に構かまわずベッドから降おりた。


「……つれないねぇ。がんばりすぎは体に毒だよ？」


「別に俺おれはがんばってもいないし、よくやってもいません」


　自分の存そん在ざい価か値ちを欠片かけらも認みとめない声こわ音ねに、冴木は軽く頭を搔かいた。こういうタイプは苦手だ。


「考えすぎでしょ。どんな方法でも、君は人のために頑がん張ばってるよ。誇ほこっていいんじゃない？」


「……俺には誇れるものなんて何もない」


　蒼は戸を引いて保健室から出て行こうとする。その足を、一人の女じよ性せいの名が止めた。


「飛ひ流りゆう先生とは、どんな関係？」


「…………」


　蒼は足を止めた。だが振り返らない。冴木の顔を見るのが、見み透すかされるのが怖こわかった。


「さっき寝ねてたとき、ずっと寝言で名前呼よんでたよ。美亜姉ねぇってね。とても切なそうに、苦しげにね。あれじゃ疲つかれなんてとれそうにない」


「…………」


「君が戦うのは、先生のためなわけ？」


「まさか……」


　否ひ定ていの意い志しは明めい確かくに込こめられていたが、冴木を欺あざむくにはほど遠い。


「認めないのは自由だけど、どうしてそんなに頑張るのさ？　そんなにボロボロになって、そんなに思いつめて、そこまでしてどうして戦うのさ？」


　己おのれの根本を問い質ただされ、蒼は押おし黙だまった。あまりにも重い問いを打ち消すため、あえて質しつ問もんを質問で返す。


「どうして……そんなこと訊きくんです？」


「キョーミ本位。理り解かいできないから、そういうの」


「冴木さんは……戦わないんですか？」


「惚ほれた女のためってのは悪くないけどねぇ」


　肩を竦めながら、冴木は大おお仰ぎように頭かぶりを振ふった。


「一方通行の愛あい情じようは辛つらいでしょ。君も戦いより恋こいに集中したら？　先生美人だし、うかうかしてると取られちゃうよ？」


　どこか嘲あざけりにも似にた忠ちゆう告こくに、蒼は冴木の方を振り向いた。


　そのあまりにも澄すんだ眼まな差ざしに、冴木は口をつぐみ、顔を背そむけた。


「もし……もしも俺に好きな人がいるとしても……」


「いると……して？」


「その人が笑ってて、楽しそうで……同じ空の下で生きてんなら、別に隣となりにいるのが俺じゃなくたって……それって、結構幸せなことだと思うんですよ。その人が幸せなら……それでいいんじゃないスか？」


　真まっ直すぐな問いを、冴木は受け止めなかった。無感情に、無愛想に答える。


「さあ、僕にはわかんないや。わかりそうにない」


「……一方通行よか、一時停止の気持ち抱かかえてる方が、きっと辛いですよ」


　駄だ目め押おしの一言に、冴木はそれ以上何も言わなかった。


　蒼は会え釈しやくし、保ほ健けん室を出て行く。


　それから間を置かず、養よう護ご教きよう諭ゆの巴ともえ亜あ紀きが帰ってきた。


　例によって我わが物もの顔がおで保健室に居い座すわる冴木を、憎にく々にくしげに見つめる。


「こらこら、またお前か？　おや、あの壱年坊はどした？」


「……帰りました。もう大だい丈じよう夫ぶでしょ」


「そうか、ならいいが……お前、どうかしたのか？」


　椅い子すに座すわって天てん井じようを見つめる冴木。


　心なしか、いつもよりも顔が険けわしい。


「一体どうした？　女に殴なぐられでもしたか？」


「そんなとこです」


　不ふ機き嫌げんな声に、亜紀は腕うで組ぐみしながら楽しげに笑った。


「ははっ、とうとう日ひ頃ごろの悪行に天てん罰ばつが下ったな。顔……じゃなさそうだ。腹はら……でもないな。どこ殴られた？　心しん臓ぞう辺りか？」


「正せい解かいです」


　憮ぶ然ぜんとした顔で答え、冴木は胸むな元もとを押さえた。


「キツ～イ一発、喰くらっちゃいました」








「また一人喰われた、か」


　放課後、要かなめは屋上で携けい帯たい電話からニュースサイトを見ていた。行方ゆくえ不明者が──また一人。今度も女だが、学園の卒業生で対異メ魔ギ人ド戦の部隊の訓練生とのことだ。


「徐じよ々じよにエサのランクが上がっている、か……奴やつらが選別して喰わしてるのか……？」


　要だけが、行方不明者の変へん遷せんに気づいていた。徐々に美う味まさを増ますエサ達。段だん階かい的に強者を喰わせ、しかもその所業を悟さとらせない。


　行き着く先は──考えたくなかった。


　最悪一人でも異メ魔ギ人ド狩がり……やれないことはない。なのに、要はまだ動かず天を仰あおぐ。無感動な視し線せんがいつもの高さに戻もどったとき、その先に琴こと美みがいた。様子を窺うかがうような、それでいて何か問い詰つめるような眼差しに、要は不機嫌に応おうじた。


「何か用か？」


「那な斬ぎり君が……元気、無いから……」


「薄うす々うすわかってるだろ？〝正宗〟が盗とられた。取り戻もどせば終わる話だ」


「じゃあ……何で飛流君は怒おこってるの？」


　要は押し黙るが、琴美は構かまわず続ける。


「朝から……ずっと怒ってたよね？　苛いら立だってるっていうか……何で、そんなに怒ってるの？」


「別に」


「……ウソ。どうして〝正宗〟が盗られたの……？」


「姉さんを人ひと質じちに取られた。本人はイマイチ気づいていないようだがな。お前だったら見み捨すてられていたかもしれないが」


　それは皮肉ではなく、真実だったかもしれない。琴美自身、否定はできなかった。


　だがそれを受け入れられない自分もいた。


「……どうして、何でそんなに先生のこと……何で、そんなに先生のために……」


「勘かん違ちがいするな」


　冷えた言葉に、今度は琴美が口を噤つぐんだ。


「アイツは今まで一度だって姉さんのために戦ったことなんてない。口にしたこともない」


「でも……！」


「愛は突つき詰めればただの自じ己こ満足だ。生きていてほしい、幸せでいてほしい、それは別に相手を想おもっているわけじゃない。そうなった相手を見て、自分が満足したいからだ。アイツにしたって変わらない。だから姉さんのためなんて口にしない。言ってしまえば、それはただの偽ぎ善ぜんになる」


「それは……そうかもしれないけど……!!」


　納なつ得とくできない琴美に、要は抑よく揚ようの無い口調で呟つぶやいた。


「僕はあなたのことが好きです」


「え!?」


「あなたのために命を懸かけて戦います。死んでも構かまいません。でも見返りは求めません。僕が勝手にやっていることです。あなたが幸せなら、僕はそれで充じゆう分ぶんです──こう言われたら、どう思う？　言われなくても、それに気づいたら、どうする？」




[image: ]


「どうって……うれしい？」


　深く考えずに言った言葉を、要は鼻で笑った。


「めでたいな、お前。俺だったら気持ち悪くてしょうがない。ストーカーよりよっぽど性た質ちが悪い輩やからだ。無む償しようの愛の押し売りは、ただ相手の人生と感かん情じようを縛しばるだけだ」


「…………！」


「だからアイツは絶ぜつ対たいに姉さんのためだなんて言わない。俺にすらな。何より、結局は自分のために戦っていると自覚しているからな」


「けど……飛流君だって那斬君のために……！」


「違ちがうな」


　言い切った言葉に、迷まよいは無い。要もまた、蒼と同じく偽善を否ひ定ていする。


「俺は俺だけのために生きて、俺だけのために死ぬ。アイツと戦うのは、アイツのためじゃない。俺自身のためだ」


「…………！」


「それに……俺はお前が思うほど、アイツのために何かしてやってるわけじゃない」


　言葉に宿る苛立ちに、要の本ほん音ねが透すける。


「アイツの心の中には、いつだって姉さんがいた。いつだってだ。そして俺が傍そばにいないときでも、アイツを守り続けたのは〝正宗〟だ。俺じゃない」


　要の瞳ひとみの奥おくで揺ゆれる色に、琴美は彼の最も脆もろい部分を垣かい間ま見みた気がした。


　要が苛立っていたのは──自分自身。


　そんな心情を隠かくすように琴美から目を離はなし、要は階かい段だんに向かって歩き始めた。彼の孤こ独どくな背せに、絞しぼり出すような声が投げかけられた。


「でも……でも、那斬君が一番頼たよりにしてるのは……飛流君だと思うよ……？」


　要の足が止まる。


　琴美からは要の顔は見えない。ただ、彼は拳こぶしを固く握にぎり締しめていた。


「だといいが」


　小さく呟いたとき、もうそこにはいつもの要がいた。


　塔とう屋やのドアを開けて階段を下おりる寸すん前ぜん、琴美は彼の口から漏もれたもう一つの言葉を聞いた。


　もしかしたらそれは、女性に告げる最初で最後の言葉かもしれない。


　──ありがとな。








「お前……何な故ぜ!?」


　茫ぼう然ぜんと立ち尽つくす朱す雀ざくに、見知った少年はにこやかに笑いかけた。


「それが僕の仕事だからですよ」


　先せん刻こく校門で別れたはずの陶とう冶やが、そこにいる。


　しかも、先ほど剣けんによる一いち撃げきを見み舞まってきたはずなのに、その身には寸すん鉄てつ一つ帯びている様子はない。


　いや、そもそも自分が受けたのは間ま違ちがいなく異メ魔ギ人ドの刃やいばのはず──


「どういうことだ……？　それにその刀、那斬の……」


「ええ、那斬蒼のものです。私が貴方あなたのお父上の依い頼らいで奪うばいました」


「何ィッ!?　父さんが、そんな……だが何故お前に!?」


「正せい確かくには、僕の上司に、ですが。僕は命令を受けただけです。この刀自体には興きよう味みがありません。それに、あなたの邪じや魔まはしません。どうぞ存ぞん分ぶんに戦いなさい」


　陶冶が右みぎ腕うでを軽く上げる。


　それに呼こ応おうして、朱雀を囲む左右の壁かべが上下に開いた。途と端たんに獣じゆう臭しゆうと血臭が場にこもりだす。


　囲いを失った部屋は広い正方形の間となり、数多あまたの異メ魔ギ人ドを晒さらした。


　枷かせを解とかれた魔ま獣じゆうが、じりじりと若わかき獲え物ものに対して距きよ離りを詰つめてくる。


　数は十体、一対一ならともかく、一度に来られれば朱雀とて生き残るのは難むずかしい。


「やはり……だが、何故お前がここにいるんだ!?」


「何故って……まだわからないのですか？　まあいいでしょう。で、どうします？」


「何？」


「戦い方ですよ。一いつ斉せいに来られるのがいいか、一体ずつか、あるいは二、三体ぐらいか。無理をせず、死なないやり方を選んで下さい」


　いつものように、穏おだやかで諭さとすような物言い。


　しかしその冷たい瞳に、朱雀は己おのれの知る陶冶とは別のモノを見た。


「俺おれに……何をさせる気だ!?」


「だから、戦って頂いただきたいんですよ、彼らと。そして、少しでも強くなっておいしくなつて下さい。僕達のために。そのために村正も修復して差し上げたのですから」


「どういうことだ……お前、何を言っている？」


「まだわからないんですか？　エサなんですよ、貴方あなたは」


　その一言に、朱雀の中で何かが弾はじけた。


　エサ。


　かつて地ち刃じんに喰くわれたとき、何度と無く頭の中に刷すり込こまれた一言。


「黙だまれぇぇぇぇッッ！」


　一直線に駆かけ抜ぬけ、抜ばつ刀とうはせずに胴どう打うちの一撃を叩たたき込む。


　あくまで威い嚇かく、最悪でも峰みね打うちで終わらせる気だった。


　そんな甘あまさを打ち砕くだく一撃が、腹はらに喰い込んだ。


「弱いですね」


　うんざりするような一言とともに、重い一撃が腹を打うち、朱雀を弾き飛ばした。


「がっ……ハッ……！」


　嘔おう吐とを必死でこらえ、腹を押おさえて立ち上がる。


　目に入って来たのは、異い形ぎようの刃だった。


　陶冶の右手が──人の右手が──今、本来の形を失い、武ぶ器き型の異メ魔ギ人ドと等しい幅はば広ひろの刃へ変へん貌ぼうしている。間違いなく先ほど自分を襲おそった刃だ。


「ば、馬ば鹿かな……!!」


　目の前にいるのは人だ。


　それも見知った少年。


　なのに彼の腕は禍まが々まがしく変貌し、異メ魔ギ人ドと同じ毒々しい色の分ぶ厚あつい刃の姿すがたをしていた。


「噓うそだ、どうして……！」


「驚おどろくことではないでしょう？　貴方と同じですよ、四門さん。わかるはずだ、喰われた貴方ならば」


「…………！」


　朱雀の脳のう裏りに、あの忌いまわしい記き憶おくが甦よみがえる。


　──まさか、お前も……！


「違いますよ。僕は喰われているわけではありません」


「何、だと……」


「残念ですが、ゆっくり説明する気も必要もありません。貴方はただ、戦えばいい。戦って戦って……その身を我われらの〝王〟に捧ささげて頂く」


「ふざけるなよ……水野！」


　呼こ吸きゆうを整え、朱雀は〝禍まがつ村むら正まさ〟の鞘さやに手をかけた。


「おや、抜くのですか、それを？　徳とく川がわではなく、持ち主自身に祟たたると言われた妖よう刀とうを？」


　その言葉に、朱雀の顔がこわばる。


　確たしかに、〝禍村正〟は妖刀に相応ふさわしい逸いつ話わが伝えられていた。


　持ち主が皆みな、その刀で命を落とす。


　ある者は首を、ある者は腹を裂さき、ある者は己自身の手で、ある者は他人の手によりその刃で命を落とした。


　全すべての持ち主に共通するのは、〝村正〟の最高傑けつ作さくと謳うたわれる刀を手にするには、到とう底てい及およばぬ腕うで前まえだということ。


　ゆえに、〝禍村正〟。


　己を持つに足る者以外、全てをその手にかける呪のろわれし妖刀。


「それが……どうした……！」


　朱雀は一気に刃やいばを抜いた。


　照明に照らされた部屋の中で、また新たな光が生まれた。


　妖あやしく香かおり立つ刃が放つのは、死へと誘いざなう危き険けんな光。


　すでに研究し尽つくされた村正の歴史、それを全て無に帰すような美び麗れいな刃が解とき放たれた。揺ゆれる刃は紋もんは見つめる全てのモノの心を奪うばい、刃へ惹ひき込む。


　刀の露つゆと消えた歴代の持ち主も、あるいは満足していたのかもしれない。


　斬きられようとも──この刀の持ち主でいられたならば。


　その刃に、命の紡つむぎを断たたれたのならば。


　そして今、おそらくは最も若き剣けん士しがここに新たな伝説を刻きざむ。


「いくぞ」


　刃に見み惚ほれたのか、朱雀の声はどこか恍こう惚こつとしていた。


　再ふたたび地を駆かけ、陶冶に迫せまる。


　その道のりを、二体の異メ魔ギ人ドが防ふせいだ。


　斬る、と動く前に無手型の二体は痛いためた腹を再さい度ど殴なぐり、さらに両りよう脚あしを払はらって地に沈しずめた。


　無様に倒たおれ込むと、肩かたをすくめた陶冶が大おお仰ぎように嘆なげく。


「やれやれ……どうして馬ば鹿か正直に突つっ込むんです？　いくら刀が業わざ物ものとはいえ、今の貴方あなたに使いこなせるはずはないというのに」


「…………！」


「貴方はお強いですよ、確かにね。僕と道場で戦ったとき、僕は手を抜いていません。〝地刃〟の加か護ごを受けねば、僕は貴方より弱い。ですが、今はこれが現げん実じつです。以前より多少腕を上げたようですが、所しよ詮せん貴方は異メ魔ギ人ドに及ばない」


　叩たたきつけられる現実に、朱雀は唇くちびるを嚙かみ締しめ、〝禍村正〟を握にぎり締しめる。


「いいかげん気づいたらどうです？　貴方だけじゃない、全ての人間は限げん界かいを悟さとるべきだ。最初から勝てない相手には、頭こうべを垂たれるべきだ」


「それが……どうした!?」


　よろめきながら、朱雀が立ち上がる。なおも〝禍村正〟を構かまえる姿からは、戦意が消えない。


「俺は……それでも戦う。お前だって、そのためにこの街に来た……違ちがうか？」


「違いますよ。僕は最初からこちら側です。ただ、剣けん術じゆつ部副主将の役目を演えんじていただけ──」


「水野……！」


「もういいでしょう。どのみち……貴方は喰くわれて死ぬ」


　陶冶は目を閉とじた。


　同時に、待機していた異メ魔ギ人ド達が朱雀を囲む。獰どう猛もうな獣けもの達を従したがわせるのも、また右手の刃やいばと同じ異形の力か。


「そうだな……もう……どうでもいい！」


　朱雀は地を蹴けり、走った。


　斬ってやる……一いつ匹ぴき残らず斬って、俺はアイツと並ならぶ……！








　教室にいる生徒は、蒼だけだった。


　早めの下校を促うながされ、ほとんどの者はすでに家路についている。だが蒼だけは席に座すわったまま、俯うつむいている。部屋に差し込む陽光が赤みを増してきても、蒼は動こうとしない。


　教室の戸が開き、遠えん慮りよがちに美亜が入ってきても、そのままだ。


「まだ、帰らないの？」


　おずおずと近ちか寄よってきたが、蒼は反はん応のうしない。


「〝正宗〟持ってないのって、やっぱり……私のせい……なの？」


「違います」


　否ひ定ていしたが、声に力は無い。本人は強く否定したつもりだが、今はこれが限界だ。


「でも…………」


　美亜は事の真相を知らない。昨夜、蒼と要は何も語ってはくれなかった。だが、何の理由も無しに蒼が〝正宗〟を手放すなどあるわけがない。


「その……私にできることあるなら、言って？　何でもするから……」


「結けつ構こうです」


「何遠慮してるの？　大体、私これでも先生なのよ!?　ちょっとは頼たよりにしなさい」


　言葉が空回りしていることは、気づいていた。どれだけ言葉を紡ごうが、蒼の空白を埋うめるには程ほど遠とおい。


　それでも、言わずにはいられなかった。


「ねえ、ちゃんとこっち見てよ……どうして何も言ってくれないの……？　ずっと、ずっと一いつ緒しよだったのに……」


「…………」


　蒼は動かない。教室に重い静せい寂じやくが立ち込めたとき、来らい訪ほう者が来た。


「要……」


　血の繫つながらない弟は、自分をまったく認にん識しきしていないような様子で蒼に近付く。


　そして──いきなり顔を殴なぐりつけた。


　衝しよう撃げきで蒼は椅い子すから転げ落ちる。


「な、何するのよ!?」


　声を荒あららげた瞬しゆん間かん、仮かりにも姉に向けるとは思えぬ視し線せんで睨にらみつけられ、美亜は言葉を失った。


「いつまでそうしてる気だ？　とっとと立て」


「…………」


「お前も理り解かいしているだろう？　人が喰われてる。放っておけば脅きよう威いが広まる」


「ど……どういうこと!?」


　問い質ただす美亜を無む視しし、要は蒼の襟えり元もとを摑つかんで持ち上げる。


「奴やつは自分の所業を隠いん蔽ぺいしてる。行方ゆくえ不明ってことは、死体が見つからないってことだ。だから異メ魔ギ人ドの仕し業わざと気づかれない。事じ件けんが夜に起こっているのも、被ひ害がい者がある程てい度どの力量の者に留とどまっているのも、皆みなそのせいだ。わかるだろう？」


　蒼は無言で唇を嚙み締めた。脅威は理解している。


「奴らの目的は、いわば養よう殖しよくだ。異メ魔ギ人ドの本ほん能のうに頼たよらず、手て頃ごろなエサを自分達で与あたえ、徐じよ々じよに育成していく。弱すぎず、かといって手に負えないほど強くない適てき度どなエサを見み繕つくろい、喰わせる。種全体としてはともかく、一個こ体たいの育成方法としては効こう率りつ的だ。実じつ際さい、あの異メ魔ギ人ドは育ってる。最悪、上級レリウーリアまで昇のぼりかねん」


　蒼が拳こぶしを握り締める。


　刃を交えた己おのれには、要の言葉が現実として流れ込んでくる。


　本来は下級エナリアでありながら、その力は脅威だった。殺さつ傷しよう本能による無む駄だな殺さつ戮りくを行わず、ただ選ばれたエサを食して着実に力をつけていく。


　放置すればするほど、奴は脅威を増ましていくだろう。


　それでもまだ動けない蒼を、要はもう一度殴りつけた。


「蒼君……！」


　慌あわてて美亜が駆かけ寄るが、要は気にせずに続ける。


「とっとと取り返すぞ。お前には〝正宗〟の場所が感知できるはずだ。それを辿たどれば奪うばい返せる」


「でも…………」


　指し摘てきされるまでもなく、蒼の頭には昨夜からずっとその考えが浮うかんでいた。


　選ばれた者の特とつ権けんか、蒼はたとえ離はなれても〝正宗〟の存そん在ざいを感じ取れた。行方を追うことができた。


「でも……俺は……！」


「周りが気になるか？」


　正せい確かくには、美亜が、だ。それを彼女に悟さとられまいと、蒼は目を伏ふせる。


　また美亜に危き害がいが及およべば、繰くり返しだ。


「それがどうした？」


「お前……！」


「嫌いやなら動け。わかってたことだろうが。お前が奴らに脅威と認識されれば、牙きばは周囲に向く。お前が孤こ独どくを気取っても、無差別殺人をすればそれで足りる。動いても動かなくても人が死ぬなら、動いた方が罪ざい悪あく感も紛まぎれるぞ？」


「お前な……!!」


　顔を上げて睨みつけると、再ふたたび襟元を摑まれ、顔が要の下に引き寄よせられた。吐と息いきが触ふれ合うほどに、二人の距きよ離りが近づく。


「頼れよ」


「要……」


「サミットに殴なぐり込こみかけたときなんざ、思いっきり俺おれに迷めい惑わくかけただろうが？〝真紅の覇道デツドロード〟を極きわめた程度で、何調子こいてんだタコ。身みの程ほどを知れ、この属ぞく性せいヘタレ」


「俺は……！」


「守れるだけ守って、戦えるだけ戦う。そう言ったのはお前だろう？　安心しろよ、周りが傷きずついて自分が許ゆるせなくなったときは、俺が殺してやる」


　朗ほがらかに要が笑った。


　そのときが来たら、迷まよわず実行すると疑うたがわせない笑えみ。


　あまりに剣けん[image: ]のんな言葉を真顔で言う少年に、美亜は顔をひきつらせ、蒼は、蒼は──その澄すんだ瞳ひとみに蒼そう茫ぼうの光を灯ともし始める。


「俺の前でぐらい……素す直なおになれ」


　どこか縋すがるような一言が吐はき出されたとき、蒼の肩かたが震ふるえた。


「あ……蒼君？」


　美亜が不安げに顔を覗のぞき込んだとき、もうそこにさっきまでの蒼はいなかった。


　突とつ如じよ、彼の拳が要目め掛がけて放たれる。


　手て加か減げん無しの一いち撃げきを、要は左手で受け止めた。拳を固く握にぎり締しめ、追撃を許さない。


「……いや、ここは殴なぐられとくとこだろ？　二発殴ったんだから、流れ的にさ」


「断ことわる」


　二人の視線が絡からみ合い──笑い声が漏もれた。


「あ～もうこの属性ドＳ！」


「黙だまれ属性ヘタレ。青春ゴッコしてる暇ひまがあったら、とっとと動けタコ」


　情なさけ容よう赦しやない言葉に、蒼はようやくいつもの調子を取り戻もどした。


　これでこそ──飛流要。


　唯ゆい一いつ無二の〝剣つるぎ守もり〟。


「ぐだぐだ考える前に……戦やるか」


「殺やろう」


　短い軍議は要の結けつ論ろんで締めくくられ、二人はそのまま教室を出て行く。


「ちょ、ちょっとどこ行くのよ、蒼君……」


「大事なものを取り返しに」


　振ふり向いて目を逸そらさずに言ったとき、教室に肩で息をしながら、駆かけ込んでくる少女がいた。


「あれ……センパイの彼女？」


「おや、いつかのメスブタ」


「えっと……弐に年ねんの影かげ山やまさん？」


　三者三様、表ひよう現げんは違えど、駆け込んできたのは弐年の影山鈴すず香かだ。


「ねぇ……アンタ達、朱雀がどこ行ったか知らない!?」


「知らない」


　即そく答とうした蒼に、鈴香はくってかかった。


「さっき……学校から出てって……心配で電話したけど出なくて……捜さがしたいけど、心当たりないし……」


「確たしかに、ちょっと心配ね。ここのところ物ぶつ騒そうだし……あんな怪け我がした後だもの。私も捜すの手伝うわ」


　教きよう師しらしい美亜の言葉に、蒼と要は顔を見合わせた。


「……まさか、異メ魔ギ人ドに襲おそわれてないよな、センパイ？」


「ありうるな。俺が奴やつらならそろそろあのクラスを狙ねらう」


「どーしたもんかね」


　うーんと蒼が天てん井じようを仰あおぐと、鈴香が襟えり元もとを摑つかんで引き寄せた。


「何とか……してよ！」


「…………」


「アンタ達に負けて……朱雀、剣けん術じゆつ部辞やめたのよ……？」


「……そうなんだ」


「アンタ達に負けてから、強くなりたいって、前よりもっと強くなりたいって言い出して……無む茶ちやしだしたんだから」


　俯うつむきながら、鈴香が言う。


　本当は、誰だれのせいでもないことはわかっている。


　朱雀自身が、望んだ道であることはわかっている。


　でも、言いたかった。


「前よりも、もっとアタシのこと、見てくれなくなっちゃった……」


「…………」


「でも、朱雀が強くなりたいって言うんなら、それでもよかった。でも……もし何かあったら……！」


　その先は、もう言えなかった。


　しゃくりあげて床ゆかを涙なみだで濡ぬらす鈴香を引き離はなし、蒼は教室の戸に触ふれた。その肩を要が摑つかむ。


「お前は残れ。俺が行く」


「でも……」


「先せん輩ぱいの件けんも気がかりだが、例の異メ魔ギ人ドもいるし、戦力は分散して不ふ測そくの事じ態たいに備そなえた方がいい。この学園自体も、あの異メ魔ギ人ドには手て頃ごろなエサ場と言えるだろうしな」


「要……」


「可か能のうなら、〝正宗〟も俺が取り戻してくる。アレが無いと、お前は戦力とは言えんからな」


　皮肉交じりに言われながらも、蒼はにこにこ笑っている。


「……何だ？」


「いや、やっぱかなりん優やさしいなって」


「うるさい、黙れ」


　そっぽを向く要。


　さっさと出て行くに限かぎる。そう決めた矢先、また余よ計けいな声がかかった。


「ね、ねぇ……アンタ、朱雀を……連れて帰ってきてくれるの？」


　かつて自分を生命の危き険けんに晒さらした男の、まさかの助力。


　涙を拭ふいて尋たずねるが、やはり相手はあの要だった。


「うっさいボケカス、黙れ死ね。誰がお前みたいなメスブタなんぞのために動くか。勘かん違ちがいするなタコ」


「あ、アンタねぇ……！」


　再ふたたび抗こう争そう勃ぼつ発ぱつかと思いきや、蒼が間に入って止めた。


「すいません、許ゆるしてやって下さい。人間の女じよ性せいと豚ぶたの区別がつかない、かわいそうな奴なんです……」


「最も早はやかわいそうなんてレベルじゃないわよ……目が腐くさってんじゃない!?」


「お前に比くらべたらマシだ。死ねメスブタ」


　キーッと手しゆ裏り剣けんを投げかける鈴香を何とか宥なだめ、蒼は要を促うながした。


「いいから、もう早く行けよ……！　ちゃんと〝正宗〟と……センパイも連れて帰れよ」


「もう喰くわれてたらどうする？」


　冷れい酷こくな可か能のう性せいに、空気が凍こおった。


　美亜と鈴香は必死にそれを打ち消そうとしたが、現げん実じつは変えられない。


　ただ可能性を受け入れた蒼だけが、口を開く。


「そのときは──」


「そのときは？」


「全員殺せ」


　要以上に冷たい言葉に、口を挟はさむ余よ地ちは無かった。


「そこにいる異メ魔ギ人ドと人間、全部ぶち殺してその首を俺のところに持ってこい。センパイが生きてたなら、必ず連れて帰れ」


「承うけたまわった──わが君」


　そうして要は教室を出た。


　下げ駄た箱ばこの近くに来ると、廊ろう下かの壁かべに背せを預あずけた格かつ好こうで、冴木が佇たたずんでいる。


「何か？」


「べ～つに。那斬君のためにご出しゆつ陣じん？」


「軍ぐん師し使いの荒あらい奴でして。何なら手伝って頂いただけますか？　貴方あなたの斃たおした異メ魔ギ人ドの死体……興きよう味み深かった。今度は是ぜ非ひ間近で技わざを見たい」


　以前の事件の数少ない物ぶつ証しようから、要は冴木の技を読み取っていた。だが冴木が動くはずもない。ここにいるのは、あくまでただの個こ人じん的な興味だ。


「君は……何でこんなことしてるの？」


「さて」


　興味を示しめさず靴くつを履はく要に、冴木はなおも問う。


「君は僕ぼくと近いと思ってたけどね。使命だの運命だのに縛しばられないで、もっと賢かしこく生きる方だと。そんなに那斬クンが大事？　らしくないよ」


「ずいぶんつっかかりますね。何かありましたか？」


「別に。ただ、そうやって無む駄だなことに頑がん張ばるのはかっこ悪いと思うけど？」


　皮肉めいた口調に、要は口元を綻ほころばせた。嘲あざけりとも取れる態たい度どに、冴木は柳りゆう眉びを寄よせる。


「なるほど。じゃあ、冴木さんはかっこ悪いんですね」


「……どゆこと？」


「わからないんですか？」


　皮肉交じりに要が答えると、冴木は踵きびすを返して無言のまま去っていく。


　要は彼の背から視し線せんを離し、先ほどから様子を窺うかがっていた傍ぼう観かん者の方を向く。


　視線の先には、琴美がいた。


「あ、あの……」


「無駄な心配するより、動いたらどうだ？　恋こいってのは……戦いだろ？」


　ささやかなアドバイスを残し、要は足早に校こう舎しやを出た。


　残された琴美が意を決して動き出すまでには、まだしばらくの時を要した。








　ようやく身も凍るような雰ふん囲い気きから解かい放ほうされ、鈴香は唇くちびるを尖とがらせて彼を見送る。


「ちょっとぉ、アイツ本当に大だい丈じよう夫ぶなの？　朱雀連れ戻もどす気あんの？」


「大丈夫っスよ」


　確かく信しんを込こめて、蒼は言った。その自信の根こん拠きよが気になり、鈴香が訊きいてくる。


「何で言い切れんのよ？」


「……アイツは、約束しましたからね。センパイが死んでもいいなら、そんなこと言わない。アイツすぐ死ねとか殺すとか言うけど、アイツがそう言うときは、本気で相手を殺す気か、死んでもいいような奴やつにしか言わない。だから……アイツは、センパイが死んでもいいなんて思ってない」


「なるほど……ってちょっと待って、その理り屈くつでいくと、アタシは別に死んでもいいってわけ？」


　一いつ瞬しゆん時が止まった。


「……まあ、それはさておき～」


「さておくな！」








　四し門もん帯たて刀わきは、執しつ務む室で送られてくる〝正宗〟のデータに目を通していた。


　ようやく実物を手に入れられたものの、まだ芳かんばしい分ぶん析せき報ほう告こくは上がっていない。


　まず、サンプルとすべく刀身の一部を削けずり取ろうとしたが、全すべて徒労に終わった。


　ダイヤモンドカッター、レーザー、超ちよう高熱での融ゆう解かい──どれもが〝正宗〟には通用せず、その美び麗れいな刀身に傷きず一つつけることができなかったのだ。ある意味予想していたことであり、むしろそうでなくては困こまる──そう言いたいところだが、研究対象としてはやりにくいことこのうえない。


　仕方なく長大な刀身自体の分析に入ったが、それもまだ成果と呼よべるものは上がっていなかった。


　最新の金きん属ぞく分析、さらには昔と変わらぬ鑑かん定てい士しの手による鑑定も行ったが、出た結果はこれが間ま違ちがいなく鎌かま倉くら時代の刀工、五ご郎ろう入にゆう道どう正宗の手による作品ということだけだ。


　鑑定士が言うには、一いつ般ぱん的な正宗の作風や、当時の時流からは多少外れた部分もあるが、それでも〝正宗〟であることには間ま違ちがいない、是ぜ非ひ研究対象としてしかるべきところへ寄き贈ぞうすべきだ──ということだが、四門には何の価か値ちも無い意見だ。


「未いまだわからず、か。だが必ず解とき明あかす。そして──」


　今一度自身に固く誓ちかい、今度はパーツごとに分解したうえでの分析を考えたとき、胸むな元もとで携けい帯たい電話が鳴った。


　おかしい。


　自分に直ちよく接せつ電話を掛かけるものなど、ほとんどいないはずだ。まして今ならば、机つくえの上にある電話にかかるはず。秘ひ書しよもきちんと業ぎよう務むをこなしているし、息子むすこの朱雀にさえ、番号は知らせていない。


　何な故ぜ──そう思いつつも、電話には出た。


「誰だれだ……？」


「飛流ですけど、何か問題でも？」


　挑ちよう発はつするような口調に、四門の顔が歪ゆがむ。それを声に出さずに、彼はいつものように重く威い厳げんのある声こわ音ねで言った。


「さすがは〝剣つるぎ守もり〟……と言ったところか。用よう件けんは何かな？」


「お宅たくの息子がさらわれた。身みの代しろ金きんはいらないから、場所だけ教えてくれ。あと、〝正宗〟は今どこにある？」


「話が見えんな。朱雀のことなど知らんし、さらわれたところで、私には関係無い」


「おやおや冷たいことで……本当にいいのか？　アンタ自身にも後々の災わざわいとなるぞ」


「どういうことかね？」


「その前に一つ訊こう……アンタの目的は、異メ魔ギ人ドを斃たおすこと……方法論ろんや意図はさておき、目指すところはそれ……そうだな？」


　沈ちん黙もくした四門の意を読み取り、要は続けた。


「否ひ定ていしないってことは、肯こう定ていと捉とらえる。実じつ際さい、アンタは俺おれと蒼に断だん言げんしてる。だが、それならば息子が異メ魔ギ人ドに喰くわれることは避さけるべきだ。わかるだろう、異メ魔ギ人ドは喰えば喰うほど強くなる。エサが強ければなおさらだ」


「だから朱雀が喰われれば、脅きよう威いだと？　買いかぶりすぎだな。あの程てい度どの凡ぼん庸ような剣けん士しが喰われたところで、大たい勢せいに変わりはない」


「これだから父親って人種は困る……クソみたいなプライドのせいで、息子の成長がまったく見えない。確たしかに、ついこの間までならそうだろうな。だが……今の奴は違う。よ～く考えろ、アンタの息子はな、〝地ち刃じん〟に喰われてなお生き残った男だぞ？」


　叩たたきつけられた事実に、四門は眉まゆを寄よせた。矮わい小しような存そん在ざいでしかなかった息子が、今確かな重みを持ってのしかかる。


「だからこそ、アンタの息子は狙ねらわれたはずだ。長い〝剣つるぎ守もり〟の歴史でも、地刃に喰われてその魂たましいと肉体を留とどめた者の記録は無い。たとえそれが、本体でない欠片かけらに喰われたとしてもな。おそらく、センパイ自身も肉体の変化を感じているはずだ。俺や蒼とはまた違う、レアな個こ体たい、それがアンタの息子だ」


「なるほど……よくわかった。だが、私はこの件に関かん与よしていない。朱雀の居い場ば所しよなど知らんよ」


「だが、事を起こした奴らに協力はしてるはずだ。今起こってる行方ゆくえ不明事件……関与しなくても、黙もく認にんはしてるはずだ」


「……だとして、私に何を問う？」


　核かく心しんに迫せまる駆かけ引き。


　電話越ごしに、策さく謀ぼうが交差する。


「異メ魔ギ人ドの跳ちよう梁りようを隠いん蔽ぺいするには、隠かくれ家がが必要だ。アンタはその場所を教えてくれればいい。そこに先せん輩ぱいはいるはずだ」


「見返りは？」


「アンタの息子……いや、良りよう質しつなエサが新種に喰われて脅威が増ますのを抑おさえる。そして後々アンタにとっても邪じや魔まになる新種を殺す。いかがかな？」


　しばし間を置き、四門は目を閉とじた。


　親子の情じようなど、一いつ切さい挟はさむ必要は無い。


　ただ冷れい徹てつに、いつもと同じように決けつ断だんを下せばいい。


「──いいだろう。西地区の街外れ、そこの地下施設を提てい供きようした。おそらくそこが最も手頃な場所だ」


「わかった」


　要は言い放ち、電話を切った。切せつ断だん音が耳に残る中、四門は眼がん前ぜんのソファーに目を向けた。いつの間にか、色無地の和服姿すがたの老人が座すわっている。


「ほほ、要からか？」


「ええ。貴方あなたが朱雀をさらったことを、報ほう告こくしてくれました」


「ほほ……で、どうする？」


「それ自体は別に。ですが──私の意を外れたところで、いたずらに異メ魔ギ人ドを強化するのは困こまりますな」


　四門は立ち上がり背はい後ごの刀掛けから刀を手に取る。〝禍村正〟はすでに朱雀に渡わたったが、別の一刀を代わりに置いていた。


「私は、異メ魔ギ人ドを滅ほろぼしたい。そのための犠ぎ牲せいは厭いといません。敵てきの観察も必要なことと理り解かいしています。しかし……貴方あなたはやりすぎたようだ」


「…………」


「飛流要に教えた場所には、〝正宗〟も保ほ管かんされています。貴方の手の者が監かん視ししているとのことですが……あの〝剣つるぎ守もり〟相手では不安だ。二度手間は好みません」


「では……どうする？」


　答えのかわりに、一いつ閃せんが剣けん翁おうの首を薙なぐ。高速の太刀たち筋すじを躱かわし、剣翁は軽かろやかに宙ちゆうを舞まい執しつ務む机づくえの上に乗った。互たがいに位置を替かわる形で、四門と剣翁が向き合う。


「これはこれは……息子よりも、ずっと迅はやくて殺意がこもっとる」


「言っていませんでしたね……あの愚ぐ息そくに剣を教えたのは私です」


「弟で子しは未いまだ師しを超こえず、か。いや、見事見事」


　あざ笑う剣翁の喉のど元もとに、四門は躊躇ためらわず片かた手てでの突つきを叩たたき込こむ。


　切っ先が届とどく前に、剣翁は思いきり後方へ跳とんだ。


　背はい後ごには窓まど。強化ガラスのはずだが、剣翁は苦もなくガラスを割わり、そのまま高みの彼方かなたへ飛び出していく。


「待て……！」


　すぐに追うが、すでに剣翁は外に飛び出ていた。


　窓から身を乗り出し、下を確かく認にんするが、落ちた形けい跡せきは無い。


　険けわしい顔で虚こ空くうを見つめ、四門は刀を収おさめた。


　蜜みつ月げつの時はあっけなく終わり、また孤こ独どくな道が広がる。


　怖おそれることなく進む決意を決め、四門は机の電話に手を伸のばした。




　第五章　第三の欠片かけら







　冷たい床ゆかの感かん触しよくは、かつて味わった敗北の感覚を思い出させた。


　確たしかに強くなった。あの〝地ち刃じん〟に与あたえられた力の残ざん滓しは、まだ体に蟠わだかまっている。それでも、数の論ろん理りに押おされ、倒たおれる自分がいた。


「……ク、ソ…………」


　再ふたたび立ち上がり、刀を構かまえる。


　見つめるかつての盟めい友ゆうは、むしろ憐あわれむような視し線せんを向けた。


「頑がん張ばりますね、四し門もんさん。ですが、倒れていた方が賢けん明めいです。僕ぼくはここにいる下級エナリアに貴方あなたを喰くわせる気は無い。喰わせたい相手は、別におりますので」


「ふざ……けろ……！」


　まだ朱す雀ざくの闘とう志しは萎なえていない。


　だが自分を囲む異メ魔ギ人ドは、一体も減へっていなかった。それに比くらべてこちらは満身創そう痍い、勝ち目云うん々ぬんではなく、生死を考えるべきだろう。


「お前……一体、何を考えてる……？　何な故ぜ異メ魔ギ人ドと……！」


「僕だけじゃありませんよ。同どう胞ほうは、すでに多くがこの街に入り込んでいます。もちろん、学園にも」


「な、に……!?」


「人は貴方のように愚おろかな者ばかりじゃない。種の保ほ存ぞんとより高みに昇のぼることを考え、道を模も索さくする者だっている。僕らは──」


「〝地ち刃じん〟の剣つるぎ守もり」


　突とつ如じよ朱雀の後ろから聞こえた声に、陶とう冶やは目を瞠みはり、朱雀は驚きよう愕がくを隠かくさず振ふり向いた。


「飛ひ流りゆう……！」


「また派は手でにやられたな」


　朱雀を一いち瞥べつした後、要かなめは陶冶に向き直った。


「会うのは初めてだな……人類を裏うら切ぎったクズ」


「ずいぶんな物言いですね。僕達からすれば、貴方達こそ現げん実じつを見ない愚か者ですが」


　互たがいに一歩も譲ゆずらず見つめ合う。


　蚊か帳やの外の朱雀は、荒あらい息のまま要に問う。


「お前……何を知ってる？　水野は、アイツは……」


「言った通り、人類を裏切って〝地刃〟に、異メ魔ギ人ド側に与くみしたクズ共の一人だ」


「そんな、そんな奴やつらが……」


「異メ魔ギ人ド襲しゆう来らいの歴史は古い。俺の一族のように、古くから異メ魔ギ人ドを斃たおすために技ぎ術じゆつを磨みがいた者達と対照的に、人にあらざる力に魅みせられ、〝生命の実〟欲ほしさに尻しつ尾ぽを振って奴らに下った者たちもいる。自分達が死なないために、人でありながら魂たましいと誇ほこりを捨すて去ったクズ共。〝剣つるぎ守もり〟とは名ばかりの、単なる使いっパシリがな」


　敵てき意いに満ちた視線を向けられても、陶冶は口元に嘲ちよう笑しようを浮うかべたまま、動じない。


　共に〝剣つるぎ守もり〟の名を冠かんしながら、けして相あい容いれぬ両者。


　片かた方ほうは〝地刃〟に付き従したがい、片方は〝人じん刀とう〟を掲かかげ戦い続ける。


「僕達は、貴方達よりまともな選せん択たくをしたまでです。考えてみて下さい、かつて〝智ち慧えの実〟を食した僕達がもう一つの可か能のう性せいを手に入れたなら、それはまさに神の……」


　言葉の途と中ちゆうで、異い変へんに気づいた。


　要が目の前にいる。


　迅はやい、と思う前に右手で額ひたいを、左手で右みぎ肩かたが摑つかまれた。敵てきの両手が左右に開き、首くび筋すじが曝さらけ出された。


　無む防ぼう備びなその肉を──要は嚙かみ付いて喰いちぎった。


「ギャアアアアァァァァァ！」


　絶ぜつ叫きようを響ひびかせ陶冶は、夢む中ちゆうで右みぎ腕うでの刃やいばを振るった。要はあっさり陶冶から離はなれ、置き土産みやげに嚙みちぎった首の肉を彼の足元へ吐はき出す。


「マズ」


　眉まゆ一つ動かさず言い放ち、そのままあっさり陶冶の傍かたわらにあった〝正まさ宗むね〟を鎖くさりごとひきちぎって取り戻もどし朱雀の下もとへ戻る。周囲の異メ魔ギ人ドも、このとんでもない事じ態たいに顔を見合わせているように思えた。


「お、お前……」


　おそるおそる朱雀が声をかけると、要は血で汚よごれた口元を拭ぬぐいながら、悪びれず言った。


「いや、ムカついたから」


「…………」


　多分自分を救いに来た男に、朱雀は心から畏い怖ふした。異メ魔ギ人ドなんかより、コイツの方がよっぽど怖こわい。


　首の肉を嚙みちぎられた陶冶は、必死に首元を押さえているが、出血は止まらない。頸けい動どう脈みやくがやられたのだ。


「お前……よくも……！」


「怒おこる前に血を止めろよ。出血多量で死ぬぞ？　まあその方が楽だが」


　愉たのしげに言う要。


　陶冶はその穏おだやかな顔を修しゆ羅らの相に変えた。怒いかりに呼こ応おうしてか、右腕のみだった異い形ぎようが、その面積を増まし首元まで達した。それが止血の効こう果かをもたらし、陶冶は顔の下を盛もり上がった緑色の肉に侵しん食しよくされつつもひとまず死を免まぬがれた。


「なるほど、それが〝地刃〟に刺さされた者の力か」


　興きよう味み深ぶかそうに感想を漏もらす要に、朱雀が眉を顰ひそめて尋たずねた。


「刺された……どういうことだ!?」


「言ったとおりだ。地刃に刺された者は、限げん界かいがありつつも〝生命の実〟の力を得る。人ならざる、人を超こえた力。人という『種』から逸いつ脱だつしたもう一つの選せん択たく肢しだった因いん子しを。幸いにも〝智慧の実〟を食した俺達ならば、多少は制せい御ぎよできるらしいな。今のがいい証しよう拠こだ」


「〝生命の実〟……〝智慧の実〟？　何を言っている？　この戦いに……生き残る以外にどんな意味があるというんだ？」


「不用意に知らない方がいい。下手すると戦えなくなる。しかしあれでは〝地刃〟の真の力を顕けん現げんしているとは言えんな。まだあのときのセンパイの方が手に余あまる」


「それを……確たしかめたくて、やったのか？」


「いや、ムカついたから」


　まったく変わらない要の一言に、朱雀はもう期待するのをやめた。


　──完全なるＳだ、コイツ……！


「さて……急いでるんで、とっとと終わらすか。〝智慧の禁果ボツクス・エデン〟解放オープン……！」


　要の気配が変わった。


　異メ魔ギ人ド達はざわめき、陶冶も身み構がまえる。


「魂源大領域ルーアハ・デイープ、認識アクセス……」


　──まさか……コイツも!?


　要の秘ひめた力を感じ取り、朱雀は畏怖すると共に嫉しつ妬とを覚えた。


　眼がん前ぜんの少年もまた、己おのれが追い求める力に辿たどり着きし者。


「〝神エ理クのス欠ト片ラ〟顕現エグロフ」


　刹せつ那な、地下は光に満たされた。


　天空に瞬またたくはずの星々が、今閉とざされた部屋に舞まい降おりる。


　虚こ空くうに、異メ魔ギ人ドに、陶冶に。


　空間全すべてに星の如ごとき光点が煌きらめき、眩まばゆい光を放つ。


「な、何だこれは!?」


　突とつ如じよ体表に浮かんだ星点に戸と惑まどう朱雀。


　答えを求めて、要を見ると、彼はこちらへ拳こぶしを繰くり出していた。


「……え？」


「シャウラ、サルガス、ジュバ、ギルタブ……！」


　続けざまに高速の連打が叩たたき込まれる。さほど威い力りよくは無いが、回かい避ひ不ふ能のうな速度で、わずかな間に十四の打だ撃げきを叩き込む。


「お前……！」


　崩くずれ落ちながら、朱雀が呻うめく。要は愉しげに笑えみを浮かべながら、最後の一撃を心しん臓ぞうに見み舞まった。


「アンタレス」


　人差し指の第二関節を立てた一いつ本ぽん拳けんが、正せい確かくに左ひだり胸むねを穿うがつ。


　心臓にダメージを与あたえるにはほど遠い打撃なのに、朱雀は胸を押さえてうずくまった。


「お前……俺おれに、何を……！」


　胸が熱い。全身が熱く滾たぎり、麻ま痺ひしたように動きが緩かん慢まんになった気がする。


「蠍座アクラヴ」


　冷たく言い捨すてた後、要は後ろに下がり、壁かべに背せを預あずけた。最も早はや戦意は皆かい無む、もう仕事は終わった。


「星の毒に冒おかされろ」


　その宣せん言げんに、朱雀は初めて要の拳が天空に浮かぶ蠍さそりの軌き跡せきを描えがいたことを悟さとった。


　同時に朱雀は、鮮せん血けつが喉のど元もとを這はい上がる感かん触しよくを感じた。


　思わず胸を押さえて吐と血けつし、地に紅あかい血を撒まき散らす。


「何を……お前、俺に何をした!?」


「言った通り、お前の体は毒に冒された。お前はあと五分で死ぬ」


「はぁっ!?」


　どんな藪やぶ医い者しやでもしそうにないやる気ゼロの告知に、朱雀は大口を開けて叫さけんだ。


「ちょ、ちょっと待てお前……俺を助けに来たんじゃないのか!?」


「いや、別に。まあ生きててくれたのはよかった。もし喰くわれてたら、ここにいる全員の首を持って帰らないといけなかったからな。別に皆みな殺ごろしにするのはいいが、首を持って帰るのは面めん倒どうだ。だから助かった。確かに蒼あおいとお前が生きていれば連れ戻もどす約束はしたが、別に殺すなとは言われてないし、助けろとも言われていない」


　ほとんど子こ供どもの理り屈くつだが、要はマジだ。大マジだ。


「少しは自覚しろ。お前は貴き重ちようなエサだ。今危き機きを潜くぐり抜ぬけても、この先何度と無く狙ねらわれる。俺や蒼はそれを看かん過かするわけにはいかないが、かといって毎回助けるのも面倒だ。自分の身は自分で守れ。無理なら今ここで死ね」


「ま、待て……あと五分で、何をどうしろと!?」


「今回は手て加か減げんしてやった。ある一定以上のレベルなら、無む効こう化できる。とっとと識しき身しんレベルと駆く身しんレベルを６以上に引き上げろ」


「おい……何言ってる？」


　もう何が何だかわからない。


　悪い夢ゆめでも見てる気分だ。


　コイツは……何を考えてる!?


「理り解かい力りよくゼロだな。しょうがない、懇こん切せつ丁てい寧ねいにわかりやすく言ってやる。あと五分で、〝智慧の禁果ボツクス・エデン〟を開け」


「はあ!?」


「あと五分で〝神エ理クのス欠ト片ラ〟に目め醒ざめろと言っている」


　──無理です。


　そう思いながら気き絶ぜつしかけたとき、哄こう笑しようが巻まき起こった。


「ハハハ……〝神エ理クのス欠ト片ラ〟？　何を馬ば鹿かな……あれは完全なる神の贈おくり物だ。どう足あ搔がいても、与あたえられないものには与えられない。君、自分が持っているからって、思い上がっているんじゃないか!?」


　事じ態たいを静観していた陶冶は、おかしさを堪こらえられず腹はらを抱かかえている。


　確たしかにそうだ。そんなに簡かん単たんに得られるものなら、今これほど苦労していない。


「飛流……お前、単に俺を殺す気か……？」


「…………」


「否ひ定ていしろよ……！」


　青あお筋すじを浮かべて詰つめ寄よったとき、あきれた陶冶が動いた。


「もういいですよ、四門さん。彼は後回しにして……貴方あなたには、とりあえず少しおとなしくして頂いただきます。いけ！」


　命令と同時に、異メ魔ギ人ドが動き始めた。すでに星々は消え、要の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟の残ざん滓しは、朱雀のみ。


　迫せまり来る多た勢ぜいに、朱雀は〝禍まがつ村むら正まさ〟を手に挑いどむ。


「特別サービスで、今まではロスタイムとしてやる。これからきっかり五分だ。後で化けて出ないように。出てきても強きよう制せい成じよう仏ぶつさせてやるがな」


「お前だけは……いつか殺してやる！」


「生き延のびてから言え。言っておくが、五分生き延びれば自動的に〝神エ理クのス欠ト片ラ〟に目醒める～とか、実はお前を限げん界かいに追い込こんで目醒めさせるためのブラフ～とかそんな甘あまい展てん開かいは無い。目醒めなきゃ死ぬし、場合によっては目醒める前に死ぬ」


「……もうちょっと猶ゆう予よは無いのか？」


「時間をかければ目醒めるようなものじゃない。運やキッカケは必要だが、この期ごに及およんで目醒めなければ、所しよ詮せんお前がそれほどの男だったということだ。何より待つのが面倒だ。本当は三分にしたかったんだが……今からでも変えていいか？」


　真顔で尋たずねる要に、朱雀はもう希望をかけるのをやめた。もう誰だれも頼たよらない。


「……覚えてろ！」


　決別を口にし、朱雀は異メ魔ギ人ドに突つっ込んだ。その瞬しゆん間かん、全身を不意に痺しびれが襲おそった。


「な、に……？」


　急に膝ひざが崩くずれる。敵てきはそれを見み逃のがさず、一体が道着の襟えりを摑つかんで部屋の中央へ朱雀を投げ飛ばした。


　硬かたい床ゆかに叩たたきつけられながらも、意識ははっきりしている。


　この感覚──〝地ち刃じん〟に喰われた産物である身体能のう力りよくが、今急速に失われつつあった。


「言っておくが、蠍座アクラヴによる死は過か程ていを伴ともなって訪おとずれる。お前は五分後に急死するのではなく、五分かけて死に近づく。残り四分、悔くいの無いようにな」


　あっさり口にした要に、朱雀が煮にえたぎった憎ぞう悪おの視し線せんを送るが、すぐに無む駄だと悟った。


　今は生き延びるしかない。


「…………！」


　残りわずかの命を実感しつつ、朱雀は床を駆かけた。恥はじも外がい聞ぶんも無い、ただの逃とう走そう。敵から囲まれるのを防ふせぐためだけに、動き続ける。


　普ふ段だんなら忌き避ひすべき無様な動きも、全すべては時間を稼かせぐためだ。


　敵の叫さけび声と、内なる死が迫る中、朱雀は必死に置かれた状じよう況きようを認にん識しきする。


　──あの野や郎ろう、悪あく魔まか？　単に俺が死ぬ様が見たいだけか……!?


　まず怒いかりが先に来たが、死を前に無意味な感かん情じようの発はつ露ろはすぐに消える。かわりに、冷静な考察が頭をよぎる。


　──違ちがう。俺が死ねば、喰くわれれば、アイツにとっても脅きよう威いだ。俺が喰われる前に殺すにしても、何な故ぜ五分与あたえた？


　すでに走ることさえ辛つらくなっていたが、反対に頭は冴さえてきた。


　そうだ、あの要がわざわざ無駄な五分をくれるはずがない。ならば、あの言葉は真実。五分とは、己おのれに与えられた〝神エ理クのス欠ト片ラ〟に至いたる猶予。


「……信じるぞ」


　己に言い聞かせ、朱雀は部屋の隅すみで足を止め、異メ魔ギ人ドに向き直った。


「ギシャアァァァッッ！」


　我われ先さきにと飛びかかる敵を、〝禍村正〟でいなす。もう反はん撃げきの意い志しも力も無い。体はただ防ぼう戦せんに回りつつ、頭だけが生きるために攻こう勢せいに出る。


　──考えろ。考えるんだ……！


　覚かく悟ごを決めた矢先、蒼の姿すがたが浮かんだ。


　──俺も、那な斬ぎりと同じだ。剣けんでしか、生きられない。ならば、俺の力も……！


　かつて身に刻きざまれた〝真紅の斬閃デツドライン〟への憧しよう憬けいが身を焦こがす。その想おもいを嘲あざ笑わらうように、全ての思考を吹ふき飛ばす異メ魔ギ人ドの拳こぶしが減めり込んだ。


　ゴボッ、と胃の内ない容よう物ぶつが逆ぎやく流りゆうし、意識が飛ぶ。


　同時に、体もまた宙ちゆうを舞まった。


　無手型の強ごう力りきに抗あらがうことなどできず、朱雀は力ちから任まかせに投げられ、奇くしくも要の足元に叩きつけられた。


　もう動けない。


　本当ならまだ立てる。だがその力はすでに要の星拳によって失われていた。ダメージが無かったところで、無駄な足あ搔がきだろう。


　そんな朱雀の現げん状じようを誰よりも知りながら、要は言った。


「立て」


　冷たい声は、全てのしがらみを超こえて脳のうに届とどいた。部屋の隅で腕うで組ぐみをし、完全なる傍ぼう観かん者と化している要は、手出しをする気はない。しかし、言葉だけは朱雀に染しみ渡わたる。


「全ての希望は絶ぜつ望ぼうより生じる。俺も蒼も、絶望の中で力を手にした」


　ピクリ、と朱雀の指が動く。


　まだ──まだ、終わっていない。


「だから立て。今のお前には──その力を手にする資し格かくがある。残り三分だ」


　ふらつきながら、朱雀が立ち上がった。


　もう目はうつろで、〝禍村正〟を杖つえ代わりにし、構かまえる力もない。それでも彼は立つ。


　そして、敵の魔の手は容よう赦しやなく迫った。


　同どう胞ほうに先んじた三体の無手型が取り囲み、それぞれ快かい哉さいを挙げて目を血走らせながら、朱雀を殴なぐりつけ、蹴けり上げ、引き裂さく。


　眼がん前ぜんで舞まい散る血しぶきを見つめながらも、要は動じない。


　世界の終極を見み届とどける賢けん者じやが如ごとき瞳ひとみは、ただ無む抵てい抗こうに嬲なぶられ続ける朱雀を見つめていた。


「三さん位み一いつ体たい、という言葉を知ってるか？」


　それが朱雀に向けられた言葉であっても、届いているかは怪あやしい。わかりきっているはずだが、要は続ける。


「かび臭くさい教きよう義ぎにも思えるが、これが中々真理を突ついている。『一』や『二』では駄だ目め、『三』でなくてはならない。不思議なことに、昔から世界を構こう成せいする数字は『三』に縁えんがある」


　朱雀が振ふり向いた……ように見える。


　もっとも、単に殴られて首が要の方を向いただけかもしれない。実際、彼はまた崩くずれ落ち、要の足元に横たわった。すでに上半身の道着はほとんどが破やぶれ、鍛きたえた肉体も無数の傷きずで血に塗まみれている。


「確たしかに、世界は三つの要よう素そからなる。一つは全知全ぜん能のうたる神の世界、人が認識することの叶かなわない、全ての本ほん質しつたる魂源ルーアハからなる『聖界せかい』。もう一つが誰だれもが実感し、その上うわ辺べだけを理り解かいし共感している、物ぶつ質しつ的で最大公約数的な『世界』。通つう常じよう、人はその二つの狭はざ間まを揺ゆれ動くだけだ。だが、極者アダム・バルフは違う」


　朱雀が顔を上げた。まだ死んでいない瞳は、敬けい虔けんな信者のようにその教えを受け入れる。


「俺達にはもう一つある。己の内なる力で『世界』を侵しん食しよくする『セカイ』。魂源ルーアハを引き出し、限かぎり無く『聖界せかい』に近づいた自分だけの『セカイ』。〝神エ理クのス欠ト片ラ〟に目め醒ざめるとは、己の『セカイ』を『世界』に指し示しめすことだ」


　静かなる断だん言げんは、絶望しか与えなかった。


　力無くうなだれ、朱雀は弱々しく拳を床ゆかに叩たたきつける。


「セカ、イ……？　無理だ……俺には、そんな、もの……ない。俺には…………できるわけがない!!」


「じゃあ死ねよ。あと二分だ」


　要の意に応こたえるように、一体の異メ魔ギ人ドが朱雀を摑つかみ、部屋の中央へと放ほうる。


　抗あらがえず引きずり出された朱雀を、陶冶が深い憐あわれみを湛たたえて見下ろしていた。


「残念です、四門さん。どうやら……人刀の〝剣つるぎ守もり〟は本当に貴方あなたを殺す気らしい」


　不ふ機き嫌げんな顔で要を見るが、要は無む表ひよう情じようのまま様子を見守っている。


「君の真意は、結局それですか？　四門さんを殺し、喰くわせることを防ふせぐ。確かに、死体を喰わせても効こう果かは薄うすい。生きているうちでなくては、ね」


「…………」


　要から再ふたたび視し線せんを朱雀に移うつし、陶冶は淡たん々たんと告げる。


「そうなると、まだ新しん鮮せんなうちにあなたをここの連中に喰わして、後々アレに共食いをさせた方がいいかもしれない。あの醜しゆう悪あくな光景だけは、好きになれませんが」


　陶冶が残ざん酷こくに笑う。


　朱雀を喰った異メ魔ギ人ドが、また別の異メ魔ギ人ドに喰われる。過か程ていが一つ増ふえるだけで、結果は変わらない。むしろ向上するかもしれない。


　異メ魔ギ人ドの種的強化の促そく進しん──それこそが地ち刃じんの〝剣つるぎ守もり〟。


　容よう赦しや無ない死し刑けい宣せん告こくの中で、朱雀はずっと要の言葉を思い返していた。


　──世界……聖界せかい……セカイ。じゃあ、那斬も……？　そうだ、アイツだけに見えていた、アイツだけの世界。俺おれも、その中に取り込まれた……あの真あ紅かい線を引かれたんだ。だったら、俺は……俺は……。


「お前は自分さえ理解できていないのに、世界を理解しようとしている。だからわからない。だから見えない。だから感じられない」


　──俺……俺は……何だ？　俺は、これまで……何を……。


「未知なるセカイを目醒めさせ、極者アダム・バルフへ──そして魂源ルーアハへと至いたる力。ゆえにX-to-[image: ].[image: ]エクストラ。お前のセカイはお前にしかわからない。俺にはセカイが星々の羅ら列れつに見える。蒼には真しん紅くの斬せ閃んで区分けされて見える。お前には──どう見える？　それはお前にしか理解できない」


　──そう、だ……アレは、那斬のセカイであって……俺のセカイじゃあない。考えるだけ、憧あこがれるだけ、無む駄だ、か……。


　自じ嘲ちようめいた笑えみは、陶冶には諦あきらめととられた。


「もう……いいでしょう。せめて、一息で──殺やれ」


　異メ魔ギ人ド化した右みぎ腕うでが不ふ可か思し議ぎな律りつ動どうを示すと、居い並ならぶ獣けもの達は陶冶の意に添そって蠢うごめきだした。もう自分では立ち上がれない朱雀を、両側から二体の異メ魔ギ人ドが抱だき起こして立ち上がらせる。


「さようなら」


　陶冶がしめやかに弔ちよう辞じを述のべる。


　前に進み出た一体の異メ魔ギ人ドが、舌したなめずりをしながら迫せまる。


「ギィィィィシャァァァッッッッ!!」


　嗜し虐ぎやくの哄こう笑しようが部屋に満ちた。


　ベストな状じよう態たいでも躱かわせるかわからない嚙かみつきは、朱雀にはひどくゆっくり見えた。


　──これが……走そう馬ま灯とうってやつか。


　自じ虐ぎやくゆえか、思い出すのもロクな思い出では無かった。


　全すべては敗北の記き憶おくだけ。


　蒼に、要に、〝地刃〟に敗れ──今、最さい期ごの敗北が間近に。


　そして、最初の敗北の記憶もまた甦よみがえる。


　幼おさない頃ころから、師しに、父に負け続けてきた。単なる比ひ喩ゆや存そん在ざいの重さではなく、師として接せつする父は朱雀を寄よせつけず、常つねに強大な壁かべとして立ち塞ふさがっていた。蒼に出会うまでは、常に父を目標に、父を超こえようと──腕を磨みがいてきた。


　──だから、か？　結局……俺の剣けんは、父さんのマネ…………マネ？


　何かが、自分の中で疼うずいた。


　お主の全ては先人の模も倣ほう、各流派の極きわみをうまくまねただけ、そう言われたこともある。今もまた、那斬蒼を追いかけている自分がいる。


　──マネ……マネ……模倣……まさか…………！


　閃ひらめきが、形になっていく。


　絶ぜつ望ぼうに閉とざされた心に、針はりの先ほどの光が差す。


　もう一度、もう一度考えろ。


　──俺のセカイ、俺の剣……駄だ目めだ、もっと……もっと深く考えろ……思い出せ、俺自身を理り解かいしろ！


　目を背そむけず、爪つま先さきから頭とう頂ちようまで、己の全てを理解しろ。忌いまわしい記憶と対たい峙じしろ。


　あのとき──〝地刃〟に喰われたとき何を見た!?　何を感じた!?


　近づけ──あの絶ぜつ頂ちよう感。


　そして──


　牙きばの先せん端たんが喉のど元もとに触ふれた。


　それより一秒早く、要が呟つぶやく。


「五分経けい過か」


　両者が交こう錯さくしたとき、宙ちゆうに鮮せん血けつが飛び散った。


　声もなく崩くずれ落ちる朱雀。


「結局……君は何がしたかったんですか？」


　呆あきれたように陶冶が言う。要は無表情のまま、倒たおれた朱雀を見下ろしている。


「今の一いち撃げき……五分経たってから当たった」


「……それが？」


「五分もってから当たった」


「は……？」


　背せ中なかに冷たいものが走る。


　いつしか、視線は死んだはずの朱雀に向けられていた。その死は微み塵じんも疑うたがっていない。いや、いなかった。


　彼が立ち上がるまでは。


「ば、馬ば鹿かな……だってさっき……」


　狼ろう狽ばいした陶冶は、己の観察不足を悟さとった。


　朱雀が立ち上がると同時に、異メ魔ギ人ドがゆっくりと倒たおれる。その喉元の肉が嚙み千切られていることに気づいたとき、さっきの鮮血が異メ魔ギ人ドのものであったことを知った。


　交錯の一いつ瞬しゆん、喉元を嚙み千切ったのは、朱雀だったのだ。


　狼狽する陶冶に対し、朱雀の顔はひどく穏おだやかだった。


　床ゆかに肉を吐はき出し、口元を拭ぬぐう凄せい惨さんな光景のはずなのに、その挙動は落ち着き払はらっている。


　特筆すべきは、古いにしえの賢けん者じや達が手にした悟さとりに到とう達たつしたような、ひどく澄すみ切きった顔。


「忘わすれたのか？　そこにいるのは、かつて制せい御ぎよ無しの〝地ち刃じん〟に喰くわれた男。最も異メ魔ギ人ドの本ほん質しつに触れた男だぞ」


　要の皮肉に、陶冶は息を[image: ]のんだ。


　そうだ……だから喰わせたかった。しかし……！


「我われながら卑いやしい技わざだ……だが、ある意味でこれが人の性さがか」


　嘆なげくように、朱雀は頭かぶりを振ふった。


　そこに敗者の面おも影かげは無い。ここにいるのは剣けん術じゆつ部の部員が慕したい、その背を追った男──四門朱雀だ。


「参考にさせてもらったが……二度は無い」


　朱雀は静かな瞳ひとみで要を見た。


　喰われる寸すん前ぜん、相手と同じ技を返したのは、すでに要の所業を見ていたから。


　脳のうに焼きついていた要の行い、そしてまさに眼がん前ぜんに迫せまった異メ魔ギ人ドの牙が重なったとき、朱雀の中でやるべきことが雷かみなりの如ごとく閃いた。


「馬鹿な……ふざけろォッ！」


　陶冶の苛いら立だちに応こたえ、無手型がその剛ごう腕わんを振るう。一ひと際きわ右みぎ腕うでの筋きん肉にくが発達し、ヘビー級チャンプの一撃を軽く超こえる一撃。朱雀はそれに動じずに拳こぶしで応おうじた。


　ほぼ同時に放たれた拳は、共に右フック。


　リーチも筋きん力りよくも異メ魔ギ人ドが上──なのに、朱雀の拳だけ敵てきの頰ほおに当たり、異メ魔ギ人ドは苦も無く吹ふっ飛ばされた。そのまま起き上がる様子はない。


「はぁっ……？」


　陶冶が呆ほうけた声を出す横で、朱雀はしげしげと右拳を見つめている。


「……わかってきた。だが、まだ足りん」


　朱雀は前にいた武ぶ器き型の異メ魔ギ人ドを指差した。


「ちょうどいい、お前で試ためしたい」


　言葉通り、標ひよう準じゆん型と言えそうなその異メ魔ギ人ドの左腕は、日本刀に似にた刃やいばの形となっている。


「どうした？　早く来い」


「ギィィ……シャッッッアァァァッッ！」


　雄お叫たけびを上げ、異メ魔ギ人ドは一直線に朱雀の首を薙ないだ。


　朱雀もまた。


〝禍村正〟を握にぎりなおし、まったく同じ軌き跡せきの斬撃を放つ。


　同じ必殺の一撃は同時に放たれ──異メ魔ギ人ドの首だけが宙を舞まった。


「刃はもっと器用に扱あつかう必要がある。いかに速さで勝まさろうと、それだけでは首は飛ばせん」


「馬鹿なぁぁぁっっっ！」


　絶ぜつ叫きように近い叫さけびを漏もらし、陶冶は頭を押おさえて目の前の光景を否ひ定ていしようと首を振る。


　対照的に要は現げん実じつを受け入れ、静かに呟く。


「『三さん剣けん抄しよう』人の巻、欠片かけらの章──その力、夢む幻げんにして鏡きよう裏り。虚きよ実じつを識しり、武ぶ威いを司つかさどる欠片」


「まさか……」


　陶冶はあらためて朱雀を見た。


　その自信に溢あふれた顔は、すでに自分だけの欠片を手にした証あかし。


「ようやく気づいたよ。模も倣ほうを卑ひ下げする必要は無い」


　これまでの自分と決別し、極者アダム・バルフとして彼は言う。


「卑下すべきは、模倣のままで終わることだ。全すべての創そう造ぞうは模倣より始まる。何な故ぜならば、人こそが神の模倣だからだ。おそらくは──お前らも」


「…………！」


「〝地ち刃じん〟に喰われたことで俺はより異メ魔ギ人ドを識った。だからこそ俺自身を理り解かいした。敗北も、異メ魔ギ人ドと化したことも全て俺の一部。ずっと目を背そむけてたが……もういい。これでいいんだな……俺に流れ込んでくるもので……俺に見えているもので……!!」


　それは、要への宣せん言げんでもあっただろうか。


　新たなる極者アダム・バルフの誕たん生じように、今軍ぐん師しは微び笑しようを浮うかべる。




[image: ]


　そして、唱えるべき言葉が自然と朱雀の口から漏れる。


「〝智慧の禁果ボツクス・エデン〟解放オープン……魂源大領域ルーアハ・デイープ、認識アクセス……！」


　朱雀の内から、見えない何かが溢あふれ出る。


　陶冶は恐きよう怖ふと共に後じさり、異メ魔ギ人ド達すら退しりぞいた。


　今、新たなる力が生まれる。


「〝神エ理クのス欠ト片ラ〟顕現ラハヴ……！」


　刹せつ那な、朱雀の姿すがたがぶれた。


　陶冶と異メ魔ギ人ドは、皆みな朱雀を注ちゆう視ししている。


　皆視界に朱雀を映うつし、皆同じ姿を捉とらえているはずだ。


　だが──今、それぞれが視界に映すのは朱雀であって朱雀で無かった。


　彼が……己おのれとだぶる。


　朱雀と重なって、自身の写し身がそこに見える！


　立っているのは紛まぎれも無く朱雀本人。だが彼を見た瞬しゆん間かん、もう一人の自分がそこに立っているように見えてならない。


　重なる。


　揺ゆれる。


　朱雀の傍そばで、己の写し身が揺れている。


「もっと識りたい……お前達を。そして……俺はお前達を超こえる……！」


「ほざけ……！　いけ！」


　残る八体の異メ魔ギ人ドが一いつ斉せいに朱雀に襲おそいかかる。


「理解した」


　それは決着の言葉だった。


　四方から取り囲んでくる四体の異メ魔ギ人ド。


　取り囲んだはずの朱雀──いや、違ちがう。目に映るのは自分!?　目を瞬またたけば、そこにいるのは間違いなく朱雀。だが数瞬後にそれはまた自身のドッペルゲンガーに姿を変える。


　四者四様、見ているのは同じ朱雀なのに、見えているのはそれぞれ異ことなる己の幻げん像ぞう。


　己の写し身ゆえに、それはまったく同じ攻こう撃げきを同時に放ってきた。


　拳こぶしならば拳、刃やいばなら刃。


　だが鏡写しの攻撃ならば全て互ご角かくのはず。


　なのに、全ての異メ魔ギ人ドよりも速く朱雀はそれぞれの異メ魔ギ人ドに攻撃を当てた。


　それぞれの異メ魔ギ人ドが放った四種の攻撃を再さい現げんしつつ、さらに敵てきの速度を超える神かみ業わざ。


　高速の攻撃に四体が怯ひるんだとき、居い並ならぶ敵に妖よう刀とう〝禍まがつ村むら正まさ〟がその牙きばを剝むく。


　自分の繰くり出した攻撃がそのまま自分に返ってくるように見えて、その実、朱雀の攻撃は必ず模も倣ほうした攻撃に先んじる。


　困こん惑わくする異メ魔ギ人ド──それによって生まれる停てい滞たい。


　それは等しく斬ざん首しゆを招まねく。優ゆう雅がな円を描えがき、朱雀が刃を翻ひるがえす。妖刀の名に恥はじぬ斬きれ味は、一ひと太刀たちで四つの首を宙ちゆうに舞まい上がらせた。


「次」


　続いて三体が飛びかかる。


「学ぶ価か値ち無し」


　冷れい酷こくに言い捨すて、朱雀はただ純じゆん粋すいに妖刀を振ふるう。


　使い始めたばかりの刀を試ためすように、順に面・胴どう・小手を斬り裂さき、瞬またたく間に三体の異メ魔ギ人ドを肉につ塊かいと変えて地に沈しずめる。唯ゆい一いつ小手に一刀を喰らった一体のみは息があったが、それも無む慈じ悲ひに喉のどを裂かれ、瞬しゆん時じに事切れた。


　ここまでわずか十秒。


　残る一体は、武ぶ器き型の異メ魔ギ人ド。


　多少なりとも知ち性せいがあるのか、血けつ臭しゆうの漂ただよう中、朱雀から距きよ離りを取り、間合いを計る。右手の手首からは錐きり状じようの長い突とつ起きが突つき出しており、西洋のレイピアを思わせた。朱雀の持つ日本刀と異なり、用よう途とはほぼ刺し突とつに限げん定ていされる。事実、敵は朱雀へ右手を突き出し、その胸むねを穿うがつべく駆かけ出した。


「面おも白しろい」


　朱雀もまた、同じ構かまえを取り、駆け出した。


　交こう錯さくする二者が放つは、同一の片かた手て突き。


　片方は人間、片方は異メ魔ギ人ド。


　異なる種族にもかかわらず、朱雀は忠ちゆう実じつに異メ魔ギ人ドの動きを再現する。ゆえに、傍ぼう観かん者はそこに異メ魔ギ人ドの幻像を見る。目を凝こらせば確たしかに朱雀──だがその姿に異メ魔ギ人ドの面おも影かげを重ね、朱雀の姿が二重にぶれる。


　要の目にすら、朱雀の姿が、彼が模もする異メ魔ギ人ドの姿に重なって見えた。そこにいるのは、敵の全存そん在ざいを完全に模倣した男の姿。


　しかしそれも決着によって終わる。


　突きの打ち合いを制せいしたのは、朱雀。


　彼の突きが異メ魔ギ人ドの心しん臓ぞうを貫つらぬいたとき、彼に重なって見えた異メ魔ギ人ドの幻像は消え去り、本来の四門朱雀がそこにいる。


「──それは対ついの先の究極型」


　鮮せん烈れつな刃の支し配はいする地下で、詩を吟ぎんずるような要の言葉が木こ霊だまする。


「属ぞく性せい〝騎士アビル〟──〝共鳴の刹那エクシードカウンター〟」


　朱雀は異メ魔ギ人ドの血を滴したたらせたままの刀身を突きつけ、かつての友に問いかける。


「まだ……やるか？」


「……ええ。それが僕ぼくの……地ち刃じんの〝剣つるぎ守もり〟の役目ですから」


　達観したように語り、陶冶は右手の刃を普ふ段だんと同じく中段に構かまえる。


　朱雀も同じく。


　二度目の真しん剣けん勝負──だがもう勝負はついている。


「狙ねらいは小手」


　心中を見み透すかされ、陶冶の目が見開かれる。


　ただの予想、そう言い聞かせるが、朱雀は真実を吐はき続けた。


「それも引き小手を狙ってる。元々お前は引き面打ちが得意だったが、今回はあえて狙いを変えて俺おれの右手を斬り落とすつもりだ。いかに俺が〝神エ理クのス欠ト片ラ〟に目醒めて生き残ろうと、所しよ詮せんは半死人、利きき腕うでを落とせば終わる。ついでに殺さずに生きたまま異メ魔ギ人ドに献けん上じようできる……そんなところか」


　朱雀の瞳ひとみに、己おのれの言葉への疑うたがいは微み塵じんも無い。


　完全なる確かく信しんと自信。


　付き合いの長い陶冶の技わざと現げん状じようを見み極きわめたうえでの正せい確かくな予想──そんな言葉では片付けられない。


　何より、陶冶自身が全すべて見透かされていることを認みとめていた。


「……何な故ぜ？　何故わかる……!?　心でも読めるのか!?」


「いや……ただ、理り解かいしただけだ。それが俺の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟」


　未知なるモノを識しる──まさしく神の領りよう域いき。


　模倣には常つねに手本がいる。手本が無ければ、先へ行けない。技を見て初めて模倣が始まる。


　だが、見せられる前に理解できたとしたら？


　まだ見ぬ技を自身の内で模倣し、見る前に超こえられたとしたら？


　そして今、朱雀は己すら超える。


　腰こしに下げられたもう一つの〝村正〟。


　かつて〝正宗〟に折られ、陶冶の助力で大おお脇わき差ざしとして打ち直された刀は、今完全なる新生の時を迎むかえる。


　朱雀は〝村正〟を抜ぬき放ち、それぞれを下段に構える。


〝村正〟二刀流、今ここに成る。


「昔──二刀の道を志こころざしたことがあった。父さんを超えたくて……でも、結局打ち負かされて諭さとされた。『一刀すらロクに扱あつかえぬお前に、二刀など百年早い』と。だが……今なら使いこなせる」


　両手を陶冶に向けて広げた佇たたずまいには、隙すきが無い。


　どこかで敗北を予感しつつ、陶冶は左腕の刃やいばを朱雀に向けた。


「参る」


　先に朱雀が動いた。


　その速度に合わせ、陶冶は地を蹴けり後方に跳とぶ。朱雀の言葉通り、狙いは引き小手。後方に跳びつつ刃を朱雀の右腕へ。


　さらに、右手が別の動きを示しめす。


　日本刀の鞘さやの付ふ属ぞく品ひんの一つ、小こ柄づか。


　右手に隠かくし持った武器は、暗器となって朱雀の腕を狙う。あえて読まれた攻こう撃げきで挑いどむのは、この策さくゆえに。


「それも識っていた」


　どこか寂せき寥りようを湛たたえた声に、陶冶は己の浅はかさを悟さとった。


　右手で放った小柄は、朱雀の大脇差に苦も無く弾はじき飛ばされる。このための二刀。このための──小回りが利く脇差。


　そして、〝禍村正〟が猛もう威いを振ふるう。


「識れ……写し身の真実まこと！」


　狙いは陶冶と同じく小手。陶冶の左腕は肘ひじを境さかいに斬きり飛ばされた。


　宙ちゆうを舞まう左腕に、陶冶は敗北を受け入れた。あえて異メ魔ギ人ド化した腕を断ったのは、朱雀の心しん情じようゆえか。


　次に来る必殺の一撃を予感したとき、朱雀が前のめりに倒たおれた。起きる様子の無い、完かん璧ぺきな昏こん倒とうだ。


「四門、さん……？」


　一いつ瞬しゆん事じ態たいが[image: ]のみ込こめず茫ぼう然ぜんとなるが、すぐに理り性せいが戻もどる。


「はは、限げん界かいか……そうだ、そうに決まってる。当然だ……あれだけやられれば、いくら貴方あなたでも当然だ！」


　無理もなかった。


　いかに〝神エ理クのス欠ト片ラ〟に目醒めたとて、いや目醒めたがゆえにその肉体はすでに疲ひ労ろうに耐たえられない。駆く身しんレベル６以上とは、けして無む敵てきの超ちよう人じんを意味しないのだ。


　高笑いをする陶冶。


　生せい還かんの喜びが、最大の脅きよう威いを忘わすれさせる。


「バーカ」


　的てき確かくな罵ば声せいに振り向くと、その先に要がいた。臨りん戦せん態たい勢せいをとった矢先、パン、と乾かわいた音がする。


「え……？」


　足元を見ると、左ひだり脚あしが撃うたれていた。驚きよう愕がくに苦く痛つうも忘れ、陶冶は顔を歪ゆがめながら要を見る。彼の左手では、銃じゆう口こうが白はく煙えんを噴ふいていた。


「何ィィィィィッッッッ!?」


「いや、何かムカついたから」


　平然と言い放ち、要は左手のダブルデリンジャーを袖そでの奥おくへと仕し舞まった。小型ゆえに女子こ供どもでも扱いやすく、秘ひ匿とく性も高い。袖に仕込んだ隠し武器は不ふ意い討うちにうってつけ、弾だん丸がん数・威い力りよく・命中率りつ共に低いのが難なん点てんだが、この場合──効こう果かは充じゆう分ぶんすぎる。


「銃……!?　銃だって!?　貴き様さま……!!」


「前から試ためしてみたかったが、異メ魔ギ人ド化しても銃は効きくんだな。やはり中ちゆう途と半はん端ぱな体はいかんな。いっそこの前のセンパイのようになってみたらどうだ？」


「貴様……！」


「ただプライドが高いだけの凡ぼん庸ような剣けん士しならば、殺やるなり喰くわすなり好きにしろ。だが〝王〟の下もとに集つどいし誇ほこり高き〝騎き士し〟を侮ぶ辱じよくすることは許ゆるさん」


　冷たい怒いかりを吐はき出しながら、要が近付いてくる。


「貴様……殺して……!!」


　言った瞬間、状じよう況きように気づいた。


　左脚が動かない。弾丸は体内に残り、ダメージを蓄ちく積せきさせ続けている。けして膝ひざは崩くずれ落ちないが、立ち尽つくすしかない絶ぜつ妙みような威力。


　左ひだり腕うでは……断たたれたままだ。傷きず口ぐちにつければ再さい生せいするが、今は武ぶ器きにならない。


　そして──いつの間にか、また星々が自分の体に浮うき上がっていた。


「ヒィッ……」


「死ね」


　澄すみ切った笑え顔がおと共に、魔ま性しようの拳こぶしが叩たたき込まれる。


「アルレシャ」


　連打の果てに来る最後の一撃は、陶冶の喉のどに減めり込んだ。


　致ち命めい傷しようとはいかない、だがその部位ゆえにダメージは大きい。困こん難なんになった呼こ吸きゆうを取り戻もどそうと、彼は必死に喉元を押おさえる。


　だが呼吸はままならない。


　それどころか、胃から何かが這はい上がってくる。


　血だ。


　それを悟ったとき、呼吸はさらに昏こん迷めいを極きわめる。


　肺はいにも血が流れ込み、呼吸を遮しや断だんしていく。さらに視し界かいも紅あかく滲にじみ、血の涙なみだが滴したたっていく。胃から這い上がった血は口こう腔こうを塞ふさぎ、陶冶は空気を求めて手を虚こ空くうに伸のばして踠もがく。


　それは溺おぼれる魚のよう。


　陸の上で、彼は海に投げ込まれていた。


　自身が吐はき出す血が、彼を深遠なる大海へと誘さそう。


「星の海で溺おぼれ死ね」


　陶冶の全身が揺れ、口から紅い紅い泡あわを吐きながら陶冶が倒たおれる。


　死し因いんは──窒ちつ息そく死し。


「魚座ダグヤム」


　倒たおれた陶冶を冷たく見下ろし、要は死者へ礼を捧ささげることなくその頭を踏ふみつける。


「〝地ち刃じん〟の剣つるぎ守もりとやらはこの程てい度どか。どうせ下したっ端ぱだろうが、少し明るい見通しが出てきたな。多少は楽ができそうだ」


　酷こく薄はくな笑えみを浮うかべると、すでに死相を浮かべながらも、なお踠もがく亡もう者じやの顔が上がった。


「き、さ、ま……」


「お前らが本ほん格かく的に動き出した以上、〝地刃〟が暴あばれ出す日も近いか。ところで……〝天剣〟はどう動く？」


　グリグリと頭に靴くつ底ぞこを減り込ませながら、要が尋たずねる。


「……言うと思うか？」


「いや、聞いただけだ。どうせお前如ごときが知るわけない。お前はただの使い捨すてだ。そうでなければ、俺の力を事前に伝えられていたはず。奴やつはお前に何も伝えていないだろう？」


「奴……？　お前、剣けん翁おう様を……」


「──今はそう名乗っているか。かわいそうに、捨て駒ごまにされたな」


　皮肉たっぷりに言う要。


　死に至いたる直前の敵であっても、いや、だからこそ徹てつ底てい的に打ちのめす。


　それこそが飛流要。


　しかし陶冶はまだ奥おくの手を残していた。残る片かた手てが握にぎる、リモコンと思おぼしきライターほどの大きさの装そう置ち。


「これで……終わりだ。僕らが育てたアレを……解とき、放つ。あれは、東地区の外れにいる……お前は、間に合わない……!!」


　死相の中に会かい心しんの笑みを浮うかべ、陶冶はリモコンのボタンを押した。〈武ぶ街がい〉に新種の異メ魔ギ人ドを解き放つ最後の奇き手しゆ。


「ああ、だろうな。だがそれでいい。アレを解き放たせるのが目的だった。これで探さがす手間が省ける」


　要は事も無げに言った。


　陶冶の顔が凍こおりつく。まさか……そのために、束つかの間ま生かされた!?


「悪あく魔ま……!!」


　要の策さくにはまった己おのれを呪のろいながら、ついに陶冶は事切れた。


　それを確かく認にんすると、要の関心は朱雀に移うつる。倒れ伏ふす彼の脇わき腹ばらに、容よう赦しやなくドカッと蹴けりを入れる。


「さっさと起きろボケ」


「……いきなり、何する!?」


　苦く痛つうに顔を歪ゆがめながら、朱雀が何とか起き上がる。ほとんど半死人、駆く身しんレベル６の恩おん恵けいで命を繫つなぎとめたものの、常じよう人じんならとっくに死んでいるダメージだ。


「とっとと起きろ。時間が無い」


「誰だれのせいで……こうなったと思ってる!?　半分以上お前のせいだろうが……!!」


　朱雀が喚わめき散らすが、要はまったく相手にしない。〝神エ理クのス欠ト片ラ〟に目醒めたからいーじゃんと、背せ中なかで語っている。


　さっさと身を翻ひるがえして地上を目指す彼を見つつ、朱雀は陶冶の死体に気づいた。


　ひどい死に顔だ。血ち反へ吐どを吐いて苦しみ、あまつさえ腕も断たれた。さらには異メ魔ギ人ド化の残ざん滓しもそのまま残っている。


「お前が……殺やったのか」


「ああ」


「……お前なら、殺さなくても」


「これから先、この程度の悲ひ劇げきはいくらでも起きる。コイツ以外にも、すでに学園にも尖せん兵ぺいが喰くい込んでるはずだ。敵てきである以上は一いつ匹ぴき残らず殺す」


　まったくぶれない要の声こわ音ねに、朱雀はうなだれた。多分、彼は間ま違ちがっていない。自分だって、きっとこれから何人もの敵を殺あやめるだろう。それでも、心には重い闇やみが蟠わだかまる。


「いい奴だったんだ」


　朱雀がポツリと言った。


「どこで、間違ったんだろうな」


「さあな」


「俺おれも同じだ。俺だって……〝地ち刃じん〟に喰くわれた。那斬やお前がいなければ、そのまま人を喰ってた。〝神エ理クのス欠ト片ラ〟が無ければ、俺だって……コイツみたいに異メ魔ギ人ドの力を求めて……道を違たがえたかもしれない」


　地に転がるのは、自分の闇、もう一人の己だった。


　だがどこで……どこで道は分かれた？


「俺は……！」


　悲ひ痛つうな想おもいで要を見たとき、彼はすでに地上への階かい段だんを上りかけていた。


「……ちょっと待てぇっ!!」


　即そく座ざに追いついて肩かたを摑つかむと、要は面めん倒どうそうに振り向いた。


「何だ？」


「ここはどう考えても俺に何か言ってくれる感じの流れだろうが!?　何ガン無む視ししてる!?」


「知るかボケ。時間が無い。急がないと、あの異メ魔ギ人ドが街に解き放たれる」


「何……!?」


　ようやく、朱雀も陶冶の死から気持ちを切り替かえ始めた。


　要は溜ため息いきを吐つきつつ、地上に戻もどりビルから出た。すでに日は落ちかけ、世界は夜の闇に[image: ]のみ込まれつつある。始まるのは異メ魔ギ人ドの時間、隠おん形ぎように適てきした跳ちよう梁りよう跋ばつ扈この刻とき。


「〝地刃〟の剣つるぎ守もりが人工的に育てた異メ魔ギ人ドが、東地区の果てで解き放たれた。急がないと、被ひ害がいが広まる」


「広がるって……どうする気だ？　ここからじゃタクシーも拾えないし、通りに出て拾っても三十分はかかるぞ!?」


「その通りだ。だが学園からなら多少は近い。ここは王にご出しゆつ陣じん願う」


〝王〟という言葉に、朱雀は即座にあの蒼そう茫ぼうの瞳ひとみを持つ剣けん士しを思い浮うかべた。


「しかし……学園からでも時間はかかるぞ!?　それに、〝正宗〟が……」


「問題無い。あの異メ魔ギ人ドはなまじ知ち恵えが働く。自分が解かい放ほうされたとしても、まず状況を疑うたがう。人を喰い始めるには、若じやつ干かんのタイムラグがある。それに〝正宗〟は──これから送る」


　怪け訝げんな顔の朱雀を尻しり目めに、要は携けい帯たい電話に手を伸ばす。


　王の──親しん征せいが近い。








　蒼は再ふたたび一人で教室にいた。


　鈴すず香かは要を信用しきれず、自分でも朱雀を捜すべく去っていき、美み亜あもまた何も語ろうとしない蒼の傍そばにいることが耐たえられず、教室を出た。


　ただ一人蒼だけが目を閉とじて要からの連れん絡らくを待つ。


　そして──携帯電話が鳴った。


「俺だ」


　電話に出た蒼は感かん情じようを抑おさえていた。しかしそれも限げん界かいに近い。


「〝正宗〟は取り戻もどした。だがあの異メ魔ギ人ドが解とき放たれた。東地区の外れ、おそらくは未開発区く域いきだろう。今から全速力でそこへ向かえ。〝正宗〟を届とどける」


「──了りよう解かい」


　それだけで全すべてを理解し──いや、全てを信じ、蒼は教室を出た。携帯電話を再さい度ど開き、「０１」と入力し通話ボタンを押す。


「システム起動」


　勅ちよく命めいに従したがい、普ふ段だんは生徒達の自転車で溢あふれかえる駐ちゆう輪りん場じようでそれは目覚めた。





　──音声認にん識しき終しゆう了りよう──





　眠ねむれる騎き馬ばが、駆く動どう音おんを放ちながらその力を解放し始める。


　教室を出た蒼は、走りながら制せい服ふくのシャツを脱ぬぎ、愛用のボンデージタイプのストラップシャツに着き替がえる。


「モードは通つう常じよう走行から高速機動へ移い行こう」


　両手に指ゆび貫ぬきタイプのレーサーグローブをはめ、外を目指す。





　──モードチェンジ……Ｆリミッター解かい除じよ。高速機動モードへチェンジ──





　靴くつ箱ばこで靴に履はき替かえ、すぐに外へ出る。爆ばく音おんを響ひびかせながら、それは自動走行で王の下もとへ舞まい降おりた。


　従じゆう順じゆんな騎馬の如ごとく彼の前で停止したそれは、夜の闇と溶とけ合う漆しつ黒こくのバイク。


　車体は大型二輪に属ぞくし、タイプはスーパーレーサーモデルに近いオンロード仕様。四よん気き筒とうのエンジンは、高速機動モードに移行したとき、静音性を犠ぎ牲せいにするかわりにその真しん価かを発はつ揮きする。


　通常の外がい装そうよりはるかに堅けん牢ろうな装そう甲こうと言うべき無ぶ骨こつな鎧よろいに身を包みつつ、それは王の搭とう乗じようを待っていた。


　通常の計器盤ばんとは一線を画すタッチパネル式のディスプレイに、恭うやうやしくメッセージが表ひよう示じされる。





　──Have a seat please, [image: ][image: ][image: ]──





　蒼が跨またがりハンドルを握にぎることで、最後の指し紋もん認にん証しようが終了し、黒い車体に血管を思わせる真しん紅くのラインが浮うかび上がる。文字通り血が通い出し、車体は雄お叫たけびを上げるように爆音を轟とどろかせた。


「要からのデータが来てるな。東区……すぐ行く！」


　ギアを入れると、バックファイアがすさまじい勢いきおいで噴ふき出ていく。


　当然周囲の注目を集め、残っていた生徒や教きよう師しが顔を出す。その中に美亜もいた。


「……蒼君、どこ行くのよ!?」


「行かなきゃ……もう放さない」


「……え？」


　悲ひ壮そうな決意に揺ゆれる瞳と、一いつ瞬しゆん目が合う。


　だがそれも一瞬、蒼はサングラスを外し、すぐにハンドルにかけてあったゴーグルをつける。


「待って……蒼君！」


　構かまわず、蒼はアクセルを踏ふんだ。


　──待ってろ、〝正宗〟!!








「……バイク!?」


「そうだ」


　小走りで移動しながら、要が言う。


「対異メ魔ギ人ド戦において、戦せん闘とう車両と言うのはさして意味を為なさない。だが兵士の移い動どう手しゆ段だんとしてなら別だ。戦場へ速すみやかに兵士を送おくり込こみ、異メ魔ギ人ドの攻こう撃げきから身を守る。そして早さつ急きゆうな離り脱だつを可か能のうとする手段。異メ魔ギ人ド襲しゆう来らい以い降こう、各国の車両設せつ備びはその点を向上すべく力を注いだ」


「那斬のバイクも……その流れを汲くんでいると？」


「そうだ。アイツが傭よう兵へい時代に手にしたのは、戦士としての名声と報ほう酬しゆうだけじゃない。勲くん章しようと正式雇こ用ようを捨すてるかわりに、アイツは異メ魔ギ人ド戦の『足』となりうる騎馬を要求した。それが対異メ魔ギ人ド戦二輪試作型、〝騎き神しん〟だ。構こう造ぞう上単騎で敵てきに突とつ入にゆうすることが多くなるバイクは、結局正せい式しき採さい用ようされることなく試作機が製せい作さくされるのみに留とどまった。しかし単騎で戦せん況きようを変えうるアイツならばさほど問題は無い。一機が譲じよう渡とされ、アイツに合わせて徹てつ底てい的な改かい修しゆうが施ほどこされた」


　要の話に、朱雀も徐じよ々じよに引き込まれていく。


　対異メ魔ギ人ド戦の最前線事じ情じようはそこまで詳くわしくないが、詰つまるところ白兵戦の戦争には違ちがいない。


　蒼という最強とも言える戦士にせよ、まず戦場に送り込む手段を考えるのが先だ。


「しかし……バイクを飛ばす程てい度どで間に合うのか？　まあ車より小回りは利きくだろうが……」


「アレを甘あまく見るな。最高時速は三百キロを優ゆうに超こす。さらに外装にはこの街の外がい壁へきと同じ素そ材ざいを使用してある。速度を上げるためにエンジンと機体が大型化、それを制せい御ぎよするためと硬こう度どを上げるための特とく殊しゆ素材の使用、コストを度ど外がい視しした分、その性せい能のうはバイクとしては明らかにオーバースペックだ。間ま違ちがいなく現げん在ざい〈武街〉最速の翼つばさと言えるだろう」


　確かく信しんに満ちた要に、朱雀もそれ以上は異いを唱えない。だが問題は〝正宗〟だ。どうやって蒼に届とどけるかだ。


「飛流……どこに向かってる？　いくら那斬が異メ魔ギ人ドのところに辿たどり着いたところで、その〝正宗〟無しじゃ……」


「もう着いた」


　未開発区く域いきと、通常区域の境きよう界かい線にある通りに二人は出ていた。人通りは無く、車の通りも少ないが、一いち応おう舗ほ装そうされた道路だ。タクシーでも停とめるのかと思っていたが、要は座り込んで歩道の脇わきにある屋外消火栓せんに手を伸のばしていた。


　歩道から生える直方体の設せつ置ち物は、道行く誰だれもが目にしつつも、ほとんど認にん識しきすることなく、用よう途とすら理り解かいしない。


　なのに要は消火栓の前面にあるテンキーを迷まよわず操そう作さし、即そく座ざに蓋ふたを開けて内部の構造を晒さらした。


「何だ、これ!?」


　消火栓の内部は、朱雀の知ち識しきにあるものとは大きく異ことなっていた。ある程てい度ど違いはあるだろうが、普ふ通つうは水道に繫つながれたホースが内ない蔵ぞうされているはずだ。放水器具は消火栓と別の場所に設置されるケースもあるが、それでも放水のための何らかの設備が内蔵されているのは間違いない。


　なのに、中にあるのはモバイルＰＣに近い端たん末まつ、それに細長い円えん筒とう状じようの用よう途と不明の機具だ。金きん属ぞく製せいで、幅はばは約三十センチ、高さは──かなりある。地面に突つき出た屋外消火栓より長く、その根元は地下に刺ささった格かつ好こうだ。


　根元は一回り大きい金属製のカバーで固定され、ある程てい度ど稼か動どうができるように加工されていた。


　要が円筒に手を伸ばして引き寄よせると、根元の部分が向きを変え、先端がこちらへ突き出される。半分以上を地下に埋うめながらも、消火栓から斜ななめに飛び出した格好だ。


「な、何だこれ？」


「武ぶ器き転送システムだ。このまま多た段だん式ロケットの要よう領りようで〝正宗〟を蒼の元へ飛ばす」


「はぁぁぁっっっ!?」


　素すっ頓とん狂きような声を上げる朱雀を無む視しし、要は〝正宗〟を円筒内部に設置する。刀を一本内蔵する程度のスペースしか無いが、それで充じゆう分ぶんだ。


「ちょっと待て、何だそれ!?　初耳だぞ？」


「そりゃそうだ。整せい備び計画自体が凍とう結けつされたからな。だが内ない容よう自体は取り立てて特殊でもない。戦争において、兵へい站たんは最重要視されるべきものだ。特に対異メ魔ギ人ド戦の場合、武器の補ほ給きゆうは必ひつ須すだ。短期戦に終わることが多いとはいえ、武器の破は損そんはその時点で死の危き険けんに繫つながり、士気の低下、ひいては〝魔テ合フいム〟に喰くわれるという最悪の事じ態たいを引き起こす。その解かい消しようのために、〈武街〉は設せつ立りつ当初から速すみやかな武器の補給が念頭に入れられていた」


「それが……これか!?」


「正せい確かくには、空と地下による武器の転送システムの設置、そして街の各所に武器の補給地点を設もうけることで完成する予定だった。だが前者はコストの関係で凍結され、試験的にいくつかのポイントに設置されたのみだ。撤てつ去きよされたものもあるが、まだ活いきているものもある。数少ない例外がこれだ」


　説明しつつも、要の手は凄すさまじい速さで端末を叩たたいていた。凍結計画の悲しさ、設備自体は活きていても〝正宗〟の着ちやく弾だんポイントは全すべてマニュアルで計算して入力せねばならない。


　最短距きよ離り、到とう達たつすべき区域、そして〝騎神〟の性能──全てを瞬しゆん時じに計算し軌き道どうルートを構こう築ちく。間かん髪はつ入れずエンターキーを押おす。


　しかし画面に表ひよう示じされる結果は──ＥＲＲＯＲ。


「駄だ目めか……」


「動かないのか!?」


「弾はじき出した軌道計算では、ランデブー不ふ可かということだ。機械だけに、不可能な軌動計算では射しや出しゆつすらしてくれん」


「じゃあ……どうするんだ!?」


「今組み直す」


　すぐさま計算式を修しゆう正せい、さすがに汗あせを浮うかべながら猛もう烈れつな勢いきおいでキーを叩く。


　再さい入力──エンター！





「ＯＫ」





　文字が画面に表示されると、朱雀の顔にも笑えみが浮かぶ。


「イケる……！」


「離はなれて耳を押さえろ。火薬の衝しよう撃げきは大きいはずだ」


　言いながら、要は両耳を押さえて後じさる。朱雀も慌あわててそれに気づき、要と同様に射出装そう置ちから距離を置く。


　シュバッッと地下で火薬に点火する音が響ひびく。


　そして──円筒は天へと射出された。


　その光景だけを見れば、あるいは真夏の夜に打ち上げられたロケット花火で通ったかもしれない。しかし空に火花が舞まうことはなく、円筒はただ〝刀神〟を求め天あま翔がける。


　楕だ円えん軌道を描きながら飛来していく円筒を見守り、要はすぐに歩き出す。その後に、まだ若じやつ干かんの心配を残した朱雀が続く。


「大だい丈じよう夫ぶ……なのか!?」


「さあ知らん」


「……おい」


「最初は大分余よ裕ゆうを持ったパターンでプログラムを組んだんだが、それだと無理だった。仕方なく蒼が〝騎神〟のカタログスペックを引き出した上で、全速力で向かうと仮か定ていした計算を組んだ。そうしたら、ギリギリランデブーは可能と結けつ論ろんが出た」


「……ということは？」


　不安に顔を曇くもらせながら朱雀が訊きく。もちろん、要は憎にくらしいぐらい平然と答えた。


「かなりヤバイってことだ。あの〝騎神〟は仮か面めんライダーもビックリのモンスターマシン、プロのライダーでも使いこなせるかどうか。アイツの身体能力を考こう慮りよしても、厳きびしいな。そもそも組み上がったのはこの間で、登下校で少々慣ならしただけだ」


「いや……でも、アイツ専せん用ようなんだろ!?」


「確たしかにそうだが、俺おれはアイツの運転技ぎ術じゆつをよく知らん。バイクに乗るようになったのは海外にいたときだし、当然免めん許きよも無い。〈武街〉内部ならいいが、外に出たらまずしょっぴかれる」


　溢あふれ出る不安材料に朱雀が目を伏ふせると、さらにダメ押しの言葉が届とどく。


「ちなみにあの転送システムも未完成もいいとこだ。試運転もしてないし、まあ届けば御おんの字じだな。あと俺は〝騎神〟の性せい能のうについても説明書を読んだことしかない。車体に使われた素材マテリアルの提てい供きようをしただけだ」


「お前なぁぁぁっっ!!」


　とうとう朱雀がキレて要の襟えり元もとを摑つかむ。まあよくもった方だ。


「もう少し安全策さくを取れ！　那斬に何かあったらどうする!?　何だその根こん拠きよのない自信はぁっ!?」


「根拠はある」


　言い切った要に、一瞬朱雀も怯ひるむ。


「アイツなら何とかしてくれそうな気がする」


「……それだけか？」


「それだけだ。アイツが真に属ぞく性せい〝王メレフ〟たる男ならば、必ず辿たどり着く」


　怒おこる気力も失うせて、朱雀は要から手を放した。どうしたものか溜ため息いきを吐ついて座り込んでいると、不意に上からローター音が聞こえた。


　立ち上がって見上げれば、ヘリコプターがすぐ真上を飛んでいた。軍用ヘリを塗と装そうと一部の仕様を変えて改良した品だが、朱雀はそんな機体の出自以上に、テールの部分に煌きらめく社章に見入っていた。


　鳳ほう凰おうをモチーフにした朱しゆ色いろのマーク……間ま違ちがいない、四門工業のものだ。


「まさか……父さん!?」


「中々気が利きいてるな。タクシーを飛ばす手間が省けた」


　要は微び笑しようし、おとなしく四門帯刀の厚意──いや、思惑おもわくに甘あまえた。


　極者アダム・バルフ二人──いざ戦場へ。




　第六章　弐に重じゆう解かい放ほう







　蒼あおいが去った後も、美み亜あはしばらくその場を動けずにいた。


　何も告げず、彼はまた行ってしまった。


　一年前、姿すがたを消したときと何も変わらない。


　要かなめにだけは全すべてを告げ、〝正まさ宗むね〟だけは肌はだ身み離はなさず──ただ自分だけを置き去りにし、彼はまた去る。


　この街で再さい会かいできたことも、あるいは泡うた沫かたの幻まぼろしかもしれない。


　時が来れば、彼はまた何も語らず、何も告げずに姿を消すのだろうか。


　──何よ……。


　唇くちびるを嚙かみ締しめながら、美亜は職しよく員いん室に戻もどり、自分の席についた。


　机つくえに飾かざってある、幼おさない蒼との写真。


　その顔をそっと指でなぞりながら、遠い日に思いを馳はせる。


「ずっと……一いつ緒しよだったのに」


　そうだ──彼との繫つながりは、けして要に負けてなんかいない。


　いつだって蒼は自分を慕したい、いつだって一緒にいた。


　けれど、今の彼はひどく遠い。


「もう……私は……いらない……？」


　空むなしい問いかけが、口をついた。


　もう──一人で眠ねむれるのだろうか。


　悪あく夢むに怯おびえることなく、一人で生きていけるのか？


「そう……よね。もう……子こ供どもじゃないし、ね」


　自じ嘲ちよう気味に小さく笑って、心にケリをつけようとした。写真から手を離そうとしたとき、指先がたまたま蒼の持つ〝正宗〟を指していた。


　今と変わらず、彼は四六時中それを持ち歩いていた。


　蒼は成長しても、あの刀は不変だ。五尺しやくの長さに、奇き妙みような鞘さや。そして柄つか頭がしらについた銀の龍りゆうの飾り──


「え……？」


　写真を顔に近付け、〝正宗〟を凝ぎよう視しする。


　確たしかに今とまったく変わっていない。あの銀の龍の飾りもついたままだ。だが、あの飾りだけは本来〝正宗〟のものではない。あれは──


「私が……あげた……」


　昔、蒼へプレゼントした。


　彼が目を惹ひかれていたシルバーアクセサリー、当時の自分には少々高こう価かだったが、奮ふん発ぱつして誕たん生じよう祝いわいに渡わたしたものだ。


　一生大事にする──蒼はそう言った。


　証しよう明めいするように、彼は肌身離さぬ愛刀の柄にそれを取り付けた。


　何度と無く要に「邪じや魔まになる」「センスが悪い」と言われても、外すことは無かった。


　今でも──今でもずっと。


「蒼君……！」


　美亜は立ち上がり、自然と駆かけ出していた。


　どこへ行けばいいかはわからない。


　ただ、心だけは彼の方を向いていた。








　暗い店内は、街がネオンに揺ゆれる時間帯が近づいてもそのままだった。


　古いカウンターにはランプの火が灯ともり、立ち並ならぶ酒さか瓶びんを照らす。それを操あやつるバーテンダーは不ふ在ざいであり、客もまたいない。


　いるのは、ただストゥールに腰こし掛かけ、酒しゆ棚だなを見つめる青年だけ。


　いつもの軽かろやかな表ひよう情じようはどこか憂うれいを秘ひめ、彼はつまらなそうにタバコを吹ふかし、無む造ぞう作さに手元にあるダーツを的へ放ほうる。


　的は彼の右方の壁かべにあり、競きよう技ぎほどではないにしろ距きよ離りはある。しかも、当然前を向く彼の目には入るはずもない。


　それでもダーツは的に刺ささった。


　中心からは大分遠いが、賞しよう賛さんに値あたいするだろう。


　しかし青年の顔は晴れない。時間を置いてまたダーツを放つが、結果も顔も同じだ。


　永えい劫ごうに続きそうなやりとりをさえぎるように、背はい後ごで店のドアが開いた。


「今日は休みだよ。僕ぼくはマスターから鍵かぎを預あずかってるだけ」


　そう言って、振ふり向こうともしない。それでも彼女は言った。


「助けて下さい……冴さえ木きさん」


　切実に呼よびかける琴こと美みに呼ばれても、冴木は振り返らない。またつまらなそうにダーツを右の的へ放る。


「助けるって？」


「那な斬ぎり君が……〝正宗〟なくして落ち込こんで……」


「知ってるよ」


「飛ひ流りゆう君が取りに行ったけど、でも不安で……もし、もし〝正宗〟無しで異メ魔ギ人ドと戦うことになったら……！」


　だからこそ、ここに来た。あの二人を除のぞき、異メ魔ギ人ドと対たい抗こうするに充じゆう分ぶんな力を持った青年。


　友人も無く、落ちこぼれとして俯うつむいてきた琴美には、頼たよるべき者など彼以外考え付かなかった。


「大だい丈じよう夫ぶでしょ。飛流君なら必ず取り返すよ。那斬君だって、素す手ででも下級エナリアの異メ魔ギ人ドならそう気にすることないよ」


「でも……！」


「興きよう味みないんだよ、そういうの」


　苛いら立だちながら、冴木はまたダーツを放った。前よりもずっと鋭するどい一いつ矢しは、相変わらず中心からずれるがその音で琴美を黙だまらせた。


「戦やりたきゃ勝手に戦ればいい。でもいつか気づく。無む駄だだって。強さの底を見て、勝てないって気づく。だったら……そんなの忘わすれて楽しく生きればいい」


　言葉とは裏うら腹はらに、口調はひどく厭えん世せい的だった。


「冴木さん……」


「行くなら君が行けば？　無駄だと思うけどね」


　投げやりな一言に、琴美の顔が強こわ張ばる。物言わぬ背せ中なかは、ひどく雄ゆう弁べんに彼女を拒きよ絶ぜつした。


「何で……ですか？　強いのに、私なんかよりずっとずっと戦えるのに、どうして……？」


「興味無いって言ってるでしょ？」


　右手から放たれたダーツは、的の中心に深々と突つき刺ささった。


「もういいんだよ、そういうかっこ悪いの」


　吐はき捨すてるように言われると、琴美は昏くらい顔で目を伏ふせた。


「もう行きなよ。一人にしてくれ」


「……いいじゃないですか」


　ポツリと吐かれた言葉に、冴木は彼女の方を振り返った。涙なみだぐんだ瞳ひとみが、まっすぐこちらを射い貫ぬく。


「いいじゃないですか、かっこ悪くたって。那斬君も、飛流君もかっこ悪くたって、逃にげずに戦ってます……！　誰だれも何も言わないのに、戦ってるじゃないですか!?」


「…………」


　言葉が出なかった


「私は、戦えなくて……誰も守れなくて……でも、冴木さんは、違ちがうじゃないですか。かっこ悪くたって……戦えるじゃないですか!!」


　冴木の顔から、表情が消えた。


　琴美は目元を拭ぬぐい、ペコリと頭を下げる。


「ごめんなさい……帰ります」


　出て行こうとした肩かたが摑つかまれた。振り返ると、冴木の頰ほおが目の前にある。


　──!?


　驚おどろく間もなく後頭部が押おされ、そのまま唇くちびるは彼の頰に貼はりついた。


「さ、冴木さん!?」


「どうしよう、キスされちゃった[image: ]」


　可か憐れんな口づけを頰に受けた冴木は、少し恥はずかしそうに頭を搔かく。


「これはお礼をしないといけないね」


「え……？」


「かっこ悪くもなれない奴やつが……一番かっこ悪いってね」




[image: ]


　達観したように天てん井じようを仰あおぎ、冴木はポンと琴美の肩に手を載のせる。


「行こっか……ちょっとそこまで、かっこつけに[image: ]」


「……はい！」








　日にち没ぼつの時を迎え、影かげが街に蔓延はびこりだす。


　そして、闇やみが地下から這はい出してくる。


　突とつ如じよ牢ろうから解かい放ほうされた彼らは、その本ほん能のうに従したがって地上へ出た。エサの気配は無い。


　どうする？


　まずは腹はらごしらえだ。エサが、エサがいる！


　奇き声せいを上げ、ざわめきだす獣じゆう人じんの中で、異い様ようなモノがいた。


　それは、「待つ」ということを知っていた。


　彼方かなたから響ひびく音が、極ごく上じようのエサを連れてくると。それこそが、己おのれの求めるモノと。


「自じ制せい」という本来持たざる感かん情じようは同どう胞ほうにも幾いくばくかの影えい響きようを与あたえ、彼らを束つかの間まそこへ留め置く。


　来る。


　来る。


　エサが来る。


　最上のエサが──間もなく。








　闇をさらに深い漆しつ黒こくで切り裂さきながら、蒼は地を駆かけていた。轟とどろく爆ばく音おんにも慣なれ、溶とけていく風景も最も早はや日にち常じようと化した。極きよく限げんのスピードの中で機械を操そう作さするという感覚は薄うすれ、ただ焦あせる気持ちが空を泳ぐ。


　急げ──もっと、もっと迅はやく！


　アクセルを吹ふかし、全すべての存そん在ざいを抜ぬき去り〈武ぶ街がい〉の夜を〝騎き神しん〟が駆ける。


　天が味方したのか、障しよう害がいとなる他ほかの車両はほぼ姿すがたを消していた。三百キロを優ゆうに超こえる速度で道路の中央を駆け、少年は愛刀を目指す。


　そして、再さい会かいの時は間近に迫せまった。


　この角を曲がりきれば、東地区の外れへ続く最後の直線だ。


　要が転送したデータに従った以上、この道を駆け抜ければ出会える。


　──待ってろ！


　ゴーグルの奥おくで蒼そう茫ぼうの瞳ひとみを輝かがやかせ、刀神の騎き馬ばはさらに速度を上げた。








「……まずい」


「どうした!?」


　要の呟つぶやきに、隣となりに座すわっていた朱す雀ざくが即そく座ざに反はん応のうする。四し門もん帯たて刀わきの遣つかわしたヘリに拾われた後、二人もまた東地区の外れへと向かっていた。要が行き先を告げると操そう縦じゆう士しは無言で指し示じに従った。


　ヘリに身を委ゆだねながらも、要は射しや出しゆつした〝正宗〟の行方ゆくえを、転送システムとリンクさせた携けい帯たい電話から追い続けている。


　画面に表ひよう示じされるのは、赤で示しめされる現げん在ざいの〝正宗〟の軌き道どうと、要が計算しプログラムした黄色で示される軌道。


　本来一いつ致ちするはずの二つの軌道は、今かすかにずれ始めていた。


　横で覗のぞき込む朱雀が、不安げに呟く。


「これは……」


「見ての通り、〝正宗〟がコースから外れてる。蒼が俺おれの転送したデータ通り走ってる以上、機械的な異い常じようが〝正宗〟の方に生じてるんだろう。だがここまでさほど逸それなかっただけでも幸運か」


「何悠ゆう長ちように言ってる!?　軌道の修しゆう正せいは……」


「無理だ。一度飛ばすと指示はうけつけない」


「じゃあ……那斬に別方向に向かわせればいいんじゃ!?」


「それも無理だ。携帯は繫つながらないだろうし、〝騎神〟に修正データを送っても、最高速度で走るアイツにとってはそれこそクラッシュを誘ゆう発はつしかねない。今アイツの進路を変えることは避さけるべきだ」


「じゃあ……どうする!?」


　機内に朱雀の声が木こ霊だまする。


　打つ手無し──いや、要は笑っている。携帯電話を仕し舞まい、両手の指を絡からめながら、前を見つめる。


「お前……まだ何かあるのか？」


「ああ。俺もジョーカーを切る」


「……どういうことだ？」


「簡かん単たんなことさ。必死に〝正宗〟の下もとへ辿たどり着こうと急ぐ蒼──これはまさに、恋こい人びと同士のランデブーだ」


「はあ!?」


　とうとうおかしくなりやがったかと、朱雀が首を傾かしげる。


　だが要は真しん剣けんそのもので、詩を吟ぎんずるように続けた。


「そんな二人を、恋の女め神がみが見み捨すてるわけがない。その忠ちゆう実じつな僕しもべたるキューピッドの矢が、届とどかないはずがないんだ」


　微び笑しようしながら、要は天を仰あおいだ。


「なあそうだろう──〝射手ツアラフ〟」








　風が出ていた。


　それが不幸を招まねく凶きよう風ふうなのか、あるいは幸福を運ぶ追い風かはわからない。


　少なくとも、その風を味方につけなければ、事は叶かなわない。


　ビルの屋上に昇のぼり、風に長ちよう髪はつをなびかせながら、冴木はタバコを吹かしていた。右手は携帯電話を操あやつり、メール画面が開いている。


「まったく、どこで僕ぼくのメルアド知ったのやら。ホンッと、抜ぬけ目のない軍ぐん師しさんだこと」


　苦く笑しようする冴木の横で、琴美が首を傾かしげる。力を貸かしてくれるのはありがたいのだが、結局ビルを出て階かい段だんを上り、やってきたのは屋上だ。


　地上十階とそれなりに高い建物だが、果たしてここにいて何が変わる？


「あの……冴木さん、那斬君達は……」


「んー、さっきも言ったでしょ？　別に僕がいなくても大だい丈じよう夫ぶだよ。あの二人なら、相手が上級レリウーリアでも無い限かぎり何とかなる」


「でも……！」


　反はん論ろんする琴美を宥なだめながら、冴木は空を見上げる。


「そう……でもだ。〝正宗〟が届かなければ、さすがに危あぶない。だから、少しばかり手助けしなくちゃ」


「手助け、ですか？」


「そう……もうすぐこのうえを〝正宗〟が通る」


「ええっ!?」


「ところが軌道がずれて、那斬クン受け取れないみたい。だから……僕が軌道を変える」


　ポケットの携帯灰はい皿ざらに吸すい殻がらを押し込こみ、冴木は右手に「弓ゆ掛がけ」と呼よばれる弓の弦つるを引くための器具をはめる。手て袋ぶくろに似にた形けい状じようだが、覆おおうのは手首と親指、人差し指、そして中指だけだ。


　弦の固定、そして指の保ほ護ごのためある程てい度ど厚あつみがある器具だが、冴木のそれは黒く薄うすい繊せん維いでできており、厚い部分も弦を掛ける親指の根元付近だけである。


「さて、やりますか」


　言うやいなや、冴木ははるか虚こ空くうを向けて弓を構かまえた。


　時間が無い。


　要のメールが真実なら、もう二、三分後にはこの近辺を〝正宗〟が通つう過かするはずだ。


「で、でもどうやってそんなこと……冴木さん、弓なんて……」


　確たしかに、冴木は弓など持っていなかった。


　姿し勢せいだけは完かん璧ぺきだ。いつでも矢を放てる臨りん戦せん態たい勢せい。なのに、彼の両手は空からのまま。


　余よ人じんなら無む謀ぼうを喚わめきたてるところだが、琴美は違ちがう。


　かつて異メ魔ギ人ドを屠ほふった冴木の技わざ──あれから幾いく度どと無くそれを思い返したが、該がい当とうする技は一つしかない。


　弓矢の道を究きわめに極きわめ、比ひ類るいなき名人が成し得る絶ぜつ技ぎ──無む射しやの射。


　概がい念ねんだけは聞いていた。弓矢を極めたとき、達人は弓矢を捨すてると。


　ただ射法の型を行うのみで、見えざる矢は天あま翔がける鳥すら打ち落とすと。


「違うよ」


　見み透すかしたように冴木が言う。驚おどろく琴美に、彼は悪戯いたずらっぽくウインクした。


「僕もその話は知ってる……っていうか、子こ供どもの頃ころから延えん々えん聞かされてきた。そんなものは幻げん想そうだとね」


「…………」


「まあ『道』を追うならそれもいいでしょ。弓矢なんて物ぶつ騒そうな物捨てて、立りつ派ぱな人間になれれば万ばん々ばん歳ざい。でも異メ魔ギ人ドを斃たおすことを目指すなら、そんなのはただの幻想だ。弓矢を持って的てき確かくに射い殺ころす。それ以外に道は無い」


「でも、冴木さんは弓なんて……」


「あるよ、ちゃんと。僕は僕の『無射』を貫つらぬく」


　それきり押おし黙だまり、冴木は接せつ触しよくの時を待った。


　ほどなくして、後方から風を劈つんざく音が聞こえた。高速で飛来するそれは、音だけで絶ぜつ望ぼうを感じさせる。


「無理ですよ、あんなものに当てるなんて……風もあるし、距きよ離りも……それに、当たっても方向が思い通りに変わるはずなんて……！」


「そんなに盛もり上げないでよ」


「……え？」


「濡ぬれてきちゃうじゃない[image: ]」


　不ふ敵てきに笑いつつ、冴木は耳を澄すまして的のルートを見定める。


「よかった」


　近づくそれに、冴木は安あん堵どを漏もらす。


「……え？」


「この程度なら、〝智慧の禁果ボツクス・エデン〟を開くこともない。安心したよ」


　二人のはるか頭上を、火を吐はきながら円えん筒とうが通過していく。


　接触は一いつ瞬しゆんにも満たないかもしれない。


　それを冴木は見み逃のがさなかった。


　弓無き構えから、矢が迸ほとばしる。放つは一いつ矢し──ただ一矢のみ。


「この一矢に定むべしと思へ」


　初心者のみならず、全すべての弓使いが胸むねに刻きざむべき格かく言げんと共ともに、冴木の矢が飛ぶ。


　目を凝こらし、琴美はついにその無射の正体を知った。


　冴木の右手に光る細い糸。極きよく限げんまで細く研とがれた糸は、夜の闇やみの中で、ネオンの光を反射しながらかすかに煌きらめく。


　むしろ暗器に近い、極限まで秘ひ匿とくされ小型化された鋼こう糸しの弓──それが冴木の弓。


　では、矢は？


　それもまた、夜の闇の中で異い彩さいを放ち空を翔かける。


　それは針はりとしか言いようのない研とぎ澄すまされた極小の矢。


　鋼糸の弓と針の矢。


　手の中に収おさまる見えざる弓矢こそ冴木の無射の射の真実。


　だがそれゆえに、その矢の軌き道どうは余人が窺うかがい知ることはできない。放った本人さえ、この暗闇で見えるかどうか。


　──当たるの……!?


　疑ぎ惑わくと願いを込こめ、琴美は天を見上げる。対照的に、冴木はさっさと背せを向けて、帰る姿し勢せいだ。


「あの……冴木さん!?」


「ん、ああ『残心』がなってない？　弓道じゃ減げん点てんだね」


　それ以前の問題だと思うが、琴美は空と冴木、どっちを見ればいいかで、絶ぜつ賛さん視し線せん泳がせ中だ。


「どしたの、そんなにきょろきょろして？」


「だって……心配じゃないんですか!?」


「べ～つに。確かに『残心』は大事だけど……弓矢にはもっと大事なことがある」


「何……ですか？」


「信じること」


　冴木は人差し指を空に向けた。


「絶対に当たると──疑うたがわないこと」


　空で、カンと乾かわいた音がした。


　琴美が愕がく然ぜんと空を見上げると、前方の空を行く円筒が──その軌道を右に曲げた！


　あのか細い矢にどれほどの力が内包されていたのか、頑がん丈じようなはずの円筒は、今その軌道を王の待つ方角へと向ける。


「ウソ……」


「ほらね[image: ]」


　冴木は手で銃じゆうの形を作り、バン、と円筒の進行方向へ空から撃うちをする。


「簡かん単たんだよ……当てるだけなんだから。さて……後は頼たのむよ、那斬君♪」








　──見えた！


　最後の直線に差し掛かかった直後、ざっと百メートル先へ落下しようとする円筒が見えた。


　あちらも最後の加速に入り、再さい会かいの時が近づく。


　しかし、落下予よ測そく地点の先には厭いとうべき敵てきがいた。


「異メ魔ギ人ド……！」


　遠目にも数体いるのが確かく認にんできる。悠ゆう長ちように速度を落とし、地面に到とう達たつした後に〝正宗〟を摑つかもうとすれば、寝ね首くびを搔かかれかねない。何より、奴やつらがここから離はなれる前に全て仕し留とめなくては。


「鎧がい装そう甲こうパージ！　この直線だけでいい……もってくれ!!」


　音声指し示じに従したがい、コントロールパネルの紅あかい表ひよう示じが青へ切り替かわる。





　──最大加速モード起動──





　対異メ魔ギ人ド用の装甲に、瞬時に切れ目が入る。それに沿そって装甲板は弾はじけ飛び、〝騎神〟はその銀色のフレームを晒さらした軽装に移うつった。


　四よん気き筒とうが青い炎ほのおを吐はき出し、後方の風景を熱で歪ゆがませる。


　デッドウェイトを切り離はなした王の騎き馬ばは、その堅けん牢ろうさを犠ぎ牲せいにすることで最速を得た。


　軋きしむ機体を全身で必死に押さえつけ、蒼は最後の直線を駆け抜ける。


　あまりの速度に特注のタイヤが極きよく端たんに磨ま耗もうし、ゴムの擦こすれる臭においが鼻を突つく。


　限げん界かいの加速に、コントロールパネルも警けい告こく音を発し、強きよう制せい停止の時期が近づく。


　想そう像ぞうを絶ぜつする速度の中で視し界かいは溶とけ、世界は色を失う。


　唯ゆい一いつの例外が、空の彼方から迫せまる。


　円筒もまた最後の加速に入り、その外装が独ひとりでに剝はがれていく。


　あらわになる封ほう刀とう──〝裏うら正宗〟！


　蒼は右手を伸のばした。


　一いつ瞬しゆんにも満たないランデブーは終わり、今こそ〝正宗〟は蒼の手に！


「……心配かけやがって！」


　歓かん喜きの叫さけびを上げた瞬間、悪あつ鬼きが迫り来る。


　まだ荒こう涼りようたる光景の未開発区く域いき──その地下から這はい上がりし異メ魔ギ人ド達の群むれを、蒼はためらわず突っ切った。


　その迫はく力りよくと速度に押され、さしもの異メ魔ギ人ドも道を開ける。


　突っ切った先で一いつ旦たん〝騎神〟を止め、蒼はそのまま方向転てん換かんして再さい度ど異メ魔ギ人ドを目指す。


「最大加速モード解かい除じよ。手動マニユアルから自動走行モードへ変へん更こう。モーションは俺おれに合わせろ！」





　──了りよう解かい──





　メッセージの表示を待つまでもなく、蒼は〝騎神〟を走らせた。その右手には、鞘さやの戒いましめを解とかれた〝正宗〟が光る。独りでに解けた鞘は〝騎神〟の車体に自然と絡からみつき、蒼は解き放たれた〝正宗〟を存ぞん分ぶんに振ふるえた。


「ギィィィシャァァァァァァァッッッ!!」


　獲え物ものの突とつ入にゆうに、異メ魔ギ人ドが吼ほえた。


　先ほどと違い、エサが駆る機械はひどく速度が落ちている。これなら殺やれる。飛びかかって……そのまま喰くえる！


　獣じゆう性せいを解かい放ほうし、十体あまりの異メ魔ギ人ドが一いつ斉せいに蒼に群むらがる。


　その全すべてに、蒼はすでに〝真紅の斬閃デツドライン〟を引いていた。


「死ね」


　血ち塗ぬられた走行が、今幕まくを開けた。


〝騎神〟は自動で動き、蒼は迷まようことなく〝正宗〟を振るった。


　人の脚あしでは為なしえない速度と──〝神エ理クのス欠ト片ラ〟。


　それが一つになったとき、異メ魔ギ人ドの首はあっけなく宙ちゆうを舞まう。人と機械の完全なる融ゆう合ごう──王の騎馬が戦場を駆かけ抜ぬける！


　何な故ぜ──斬きられた!?


　何故──俺は俺の体を見下ろしている!?


　そう全ての異メ魔ギ人ドが感じたとき、蒼はすでに彼らの群れを駆け去っていた。〝騎神〟のエンジンを止めて降おり立ったとき、背はい後ごには無数の肉につ塊かいが転がっていた。


「よお」


　かけていたゴーグルを首に下ろし、すぐにいつものサングラスを掛かけ直す。視し線せんの先に、残る最後の一体がいた。


　武ぶ器き型と無手型、そして「知性」すら兼かね備そなえた新種。


　人の手で端たん正せいに育てられた養よう殖しよくに近い人工異メ魔ギ人ド。


　名づけるなら──混合型アルブヴとでも言おうか。


　その姿すがたは、さらなる成長を遂とげていた。中級クトニアと見み紛まがう引き締しまった外見に、蒼クラスでなければ、それだけで精せい神しんの崩ほう壊かいを招まねきかねない強大な〝魔テ合フいム〟。


　蒼でさえ、それを全身で受け止めるのは辛つらく、眉み間けんに皺しわを寄よせて精神の均きん衡こうを保たもっている。異メ魔ギ人ドの死体を挟はさむ格かつ好こうで対たい峙じしながら、蒼は物もの憂うげに天を仰あおいだ。


「やっぱり……あのとき殺やっとくべきだった」


　甘あまさを恥はじ、蒼は一直線に斬りかかった。すでに〝真紅の斬閃デツドライン〟は見定めた。最速の一いつ閃せんで、頭上から一直線に引かれた斬閃ラインをなぞる。


　──!?


　斬閃ラインがぶれ……いや、消えた。


　同時に、混合型アルブヴも。


　背はい後ごに殺気を感じ、瞬時に振り返って〝正宗〟で攻こう撃げきを受け止める。敵てきの右みぎ腕うではすでに刃やいばへと変へん貌ぼうし、蒼の脚を断たつべく下げ段だんから斬りこんできた。〝正宗〟の長さが無ければ、おそらく脚は断たれていただろう。


「チィッ……！」


　頰ほおを拳こぶしがかすめた。


　これも迅はやい──要並なみだ。体たい勢せいが崩くずれたところに、間かん髪はついれず刃の突きが来た。確かく実じつに心しん臓ぞうを狙ねらう一撃を後方に跳とんで避さけ、蒼は実力差を悟さとった。


　強い。


　確実に身体能のう力りよくはあちらが上だ。しかも、知ち恵えが利きく。


「ギィィィッッッ……」


　さらなる優ゆう位いを確かく保ほするため、敵の興きよう味みは〝正宗〟に移うつった。右手を通つう常じように戻もどすと距きよ離りを詰つめ、左手と共に〝正宗〟の刀身に添そえる。


「折る気か？」


　愛刀への仕打ちを、蒼は平然と見つめていた。日本刀を素す手でで折る。非ひ効こう率りつきわまりないが、異メ魔ギ人ドならさほど難むずかしくもない。少なくとも曲げる程てい度どはやるだろう。


　相手の武ぶ器きを破は壊かいしたうえで、安全に喰う。


　舌したなめずりをしたとき、その刀の持つ絶ぜつ対たい的な硬こう度どに気づいた。


　──……!?


　日本刀の特とく性せいどおり優ゆう雅がにしなり、ある程てい度どは曲がる。


　だが──折れない！


「ギィィッッッ!?」


「折れねぇよ」


　蒼は静かに言った。


　蒼そう茫ぼうの瞳ひとみに射い貫ぬかれ、異メ魔ギ人ドは押おし黙だまった。


　もしかしたら……とんでもないものに手を出したのか!?


「──昔、五ご郎ろう入にゆう道どう正宗っつーどエレー刀かたな鍛冶かじのおっさんがいてなぁ。そのおっさんがテメェの人生の最さい期ごに、血ち反へ吐どはきながら打った刀がこれだ。何百年も先の、生まれてくるかもわからない俺のためだけに打った刀だ」


　視線に気け圧おされ、混合型が〝正宗〟から手を離はなす。


　後ずさる敵を冷たく見み据すえ、蒼は言う。


「逃にげるなよ……逃げたら殺す」


　逃げなくても殺す。


　詰まるところ、確実に殺すという宣せん言げん。


　王の覇は業ぎようがけして正道を貫つらぬかぬという現げん実じつ。


　彼の決意を証しよう明めいするように、その殺気が全身を縛しばる半はん透とう明めいの鎖くさりを実体化させる。弾け飛ぶ寸前までたわめられ、すでに拘こう束そくは限界に近い。


　蒼は夜空に〝正宗〟を掲かかげた。釣つられて、混合型も天を仰あおぐ。切っ先の延えん長ちよう上に、ヘリが飛んでいた。


「来いよ──要」








　ヘリの中で、要は眼鏡めがねを外して制せい服ふくの胸むねポケットに入れた。あらわになる素す顔がおは、すでに戦いの決意を固めていた。


「今の蒼じゃあれは手に余あまる。俺も行ってくる」


「行くって……まずヘリを止めてから……」


「必要無い」


　朱雀の制せい止しを無む視しし、要はヘリのドアを開いた。一挙に強風が全身を叩たたくが、要は気にせず、軽く前まえ髪がみをかきあげ、そのまま身を乗り出す。高度は落としているが、まだ百メートルは優ゆうに超こす。


「ま、待て飛流！」


　要は構かまわずドアの縁ふちを思い切り蹴けり上げ、外に飛び出した。同時に制服を脱ぬぎ捨すて、後ろ手に機内に放ほうり込こむ。朱雀はそれで視界を覆おおわれ、結局止めることは叶かなわない。


　飛び出した要の上半身は、学校指定のカッターシャツではなく、体にピッタリと貼はりつく黒のノースリーブのインナーを着ていた。さらにその上から、上半身全体に巻まきつく帯に似にた奇き妙みような装そう身しん具ぐ。


〝正宗〟の鞘さや同様、金きん属ぞくでありながら布ぬのの質しつ感かんを帯びた奇き怪かいな装身具は、拘束具を思わせる印象を与あたえる。一見すると筋きん肉にくの動きを阻そ害がいするようにも思えるが、用よう途とは硬度と柔じゆう軟なんさを備そなえた鎧よろいであり、要の動きを妨さまたげない。


　これこそが〝剣つるぎ守もり〟に受け継つがれた戦闘着──鎧がい鞘しよう着ぎ。


　決意と覚かく悟ごを決め、要は上空から地に降おり立つ。


　狙いは一点──今また蒼に襲おそいかかる混合型アルブヴ！


「喰くらえ」


　踵かかとを揃そろえた両りよう脚あしの蹴りが、異メ魔ギ人ドの顔に減めり込む。さらにそのまま──一撃、二撃、三撃!!


　蹴りの連打を叩たたき込み、最後に顎あごを蹴り上げる。その勢いきおいで要は優ゆう雅がに着地する。飛び降りの運動エネルギーはそのまま蹴りに昇しよう華かし、要は何事もなく友の、蒼の傍そばに降り立つ。


「おせーよタコ」


「お前に言われたくない」


「つーか普ふ通つうあんなとこから飛び降りるか？　足とか大丈夫なわけ？」


「……少し、ジンジンする」


　それぐらいで済すめばマシだろう。あらかじめ靴くつに緩かん衝しよう材ざいでも仕し込こんでいたようだ。


「久ひさしぶりだな、そのカッコ。下も履はいてきた方がよかったんじゃね？」


「あれは今調整中だ」


　他愛たわい無い会話をしつつも、二人の視線はよろめきながらも倒たおれずにいる混合型アルブヴに向けられている。下級エナリアなら三度は殺せた蹴りも、致ち命めい傷しようにはなりえない。だが今こそ好機。


　決意を秘ひめた二人──後ろから、ようやく近場でヘリを止めて追いついた朱雀の声がかかる。


「加か勢せいするぞ、お前ら！」


　とか何とか言った瞬しゆん間かん、要の蹴りでぶっ飛ばされた。


「うっさいボケカス、誰だれがいるか」


　と相変わらずの要。また脇わき腹ばらにキツイ一いち撃げきを喰らい、朱雀は地べたを這はいずり回っている。


「無理すんなよセンパイ。下がってな」


　とどこか見下した感のある蒼。あんまり心配はしてない。


「……お前ら、いいかげんにしとけよ。俺だってようやく〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を……」


　言った瞬間、蒼にすさまじい顔で睨にらまれた。


　まずい。


　一番言ってはいけない男に考えなしで言ってしまった。




[image: ]


「要……」


「話は後だ。今は奴やつの始末が先だろう。先せん輩ぱいも黙だまって観戦するんだな」


「いや、しかし……」


「俺達の力を間近で見て損そんは無い。来きたるべき日に備えて、少しでも吸きゆう収しゆうしろ」


　有う無むを言わさぬ口調で告げると、朱雀も黙って後ずさり、観戦の姿し勢せいになった。


　蒼もこの場でこれ以上の追及は避さけ、肩かたの留め具を外して背せ中なかの紋もん様ようを晒さらす。


「ところでさ、〝正宗〟届とどけてくれたのってお前だけの力？」


「いや、冴木さんの力も借りた。逸それた軌き道どうを矢で修しゆう正せいしてもらった」


「おいおい……イカシすぎだろ。俺が女なら抱だかれちゃってるとこだぞ？」


「気が合うな、俺もだ」


　要が左手のレザーグローブの端はしを嚙かんで外し、手の甲こうに刻きざまれた果実の紋もん章しようを晒す。それが蒼の背せに触ふれたとき、紋様は補ほ完かんされ、彼の全身に巻きつく鎖が浮うかび上がる。


「第弐鎖式戒放シエニ・リミツター・バースト」


　要の言葉で半はん透とう明めいの鎖が弾はじけ飛ぶ。


　そして今、王と軍ぐん師しが互たがいに力を解とき放つ。


「〝智慧の禁果ボツクス・エデン〟解放オープン」


　二人の声が重なり、それぞれのセカイが、今その姿を示しめす。


「魂源大領域ルーアハ・デイープ、認識アクセス」


　朱雀は息を[image: ]のみ、二人の極者アダム・バルフの降こう臨りんを見守る。


　今ここに──〝神エ理クのス欠ト片ラ〟同時解かい放ほう。


「〝神エ理クのス欠ト片ラ〟顕現ヘレヴ……！」


「〝神エ理クのス欠ト片ラ〟顕現エグロフ……！」


　真しん紅くのオーラが、蒼の全身を包む。迸ほとばしる真紅の殺気。


　そして、要の周囲で星がざわめき出す。彼の周囲に浮かび上がる無数の星々よ。


「奴を逃のがすわけにはいかない……最初から王技でとばす。遅おくれるな」


「了りよう解かい──合わせるぞ」


　回かい復ふくしつつある異メ魔ギ人ドを挟はさみ込むように、二人はそれぞれ左右に分かれる。


「破滅の斬道クライシス・ロード」


　──何が、何が始まる!?


　圧あつ倒とうされつつも、二人の技わざを目に焼きつけるべく朱雀は見入っていた。


　まず蒼が動く。


　混合型アルブヴを指差すと同時に、〝真紅の斬閃デツドライン〟を敵てきに引く。袈け裟さ懸がけに引かれた真紅の一いつ閃せんは、そのまま拘こう束そく力を持ちその場に敵を留とめ置く。


「ギィィィィッッッ！」


　咆ほう哮こうを上げて、混合型アルブヴが全身を揺ゆらす。発達した筋きん肉にくが〝真紅の斬閃デツドライン〟の効こう力りよくを打ち消し、引かれた一閃が搔かき消される。


　失われた必殺の一撃──だが最初から蒼は一撃で仕し留とめる気は無い。


　ただの停てい滞たいで事は足りた。


　踏ふみ込む蒼の速度には、それだけで敵かなうべくもない。


「ギャァァァッッッ!!」


　奇き声せいを上げ、異メ魔ギ人ドが前につんのめる。一いつ瞬しゆんの停滞で接せつ近きんを許ゆるした蒼に、踵かかとの腱けんが斬きられたのだ。


　憎ぞう悪おと憤ふん怒ぬを込こめて睨みつけると、罪ざい人にんを見下す冷たい王の言葉がかかる。


「我わが力は先の先の究極型──何者も俺おれの先を行くことは許さん」


　脚あしを奪うばわれ、それでも反はん撃げきに出ようとしたとき、異メ魔ギ人ドは己おのれの全身に無数の星々が瞬またたいていることに気づいた。


「巡めぐれ……星々の彼方かなた！」


　そして──星々に打ち込まれる正せい確かく無む比ひな一本拳けん。


「ギィィィッッ……!?」


　威い力りよくはさほどなく、鋭するどさのわりにひどく軽い拳だ。なのに──なのに、全身から力が抜ぬけていく。それでも拳での打ち合いに応おうじようとすると、左の拳は要へ向かわずにそのまま己の顔へ叩たたき込まれた。


「我が力は後の先の究極型──何者も俺の先へ行くことはできない」


　二重の攻こう撃げきに意い識しきが途と切ぎれる中、必勝を期すべく蒼が混合型アルブヴの両りよう腕うでを斬りとばす。


「刻きざめ……原げん罪ざいの痛いたみ！」


　両腕を断たれた苦く痛つうに、混合型アルブヴが醜しゆう悪あくな顔を歪ゆがめる。


　あるいは首を飛ばすこともできたかもしれないが、蒼は焦あせらない。


　逃とう走そうの可か能のう性せいを全すべて打ち消したうえで、確かく実じつに殺す。


　間かん隙げきを縫ぬい、再ふたたび打ち込まれる要の拳。


　その拳に支し配はいされ、混合型アルブヴは自然と蒼の方へ押おし出され、首を差し出すかのように頭を下げる。要の刻む星々を──今真紅の斬閃デツドラインが紡つむぐ。


　ちょうど斬りやすい位置に来たとき、今度こそ抗あらがいようのない宣せん告こくが下された。


「跪ひざまずけ」


　首に〝真紅の斬閃デツドライン〟が刻まれる。もう逃にげられない──もう動けない。


「そしてひれ伏ふせ」


　要が厳おごそかに語ると同時に、蒼の横よこ薙なぎの一閃が無む抵てい抗こうの異メ魔ギ人ドの首を断たった。


　宙ちゆうに飛ぶ首が地に落ちたとき、互たがいに背せを向けながら蒼は右手、要は左手の親指を地面に向ける。


「〝破滅クライシス〟」


　凶きよう悪あく無比なる連れん携けい、ここに成る。


　一点の曇くもりもない確実な死に、〈武街〉を跋ばつ扈こした異メ魔ギ人ドは斃たおれた。


　佇たたずむ二人の極者アダム・バルフに、朱雀はあらためて畏い怖ふを覚えて立ち尽つくす。


「これが……これが真の極者アダム・バルフ……！」


　まだ埋うまらない差に歯は嚙がみしながらも、心には一ひと筋すじの希望が差す。


　コイツらなら……コイツらとなら……勝てるかもしれない。異メ魔ギ人ドにも……〝地ち刃じん〟にも！


「どうした、人の顔じーっと見て？」


「暇ひまなんだろ」


　死し闘とうを終えて体をほぐす二人。


　ようやく和なごんだ空気を、錆さびた声が再び張はり詰つめさせる。


「動かないでもらおう」


　はっと二人が周囲を見たときには、すでに取り囲まれていた。装そう甲こう服とゴーグル、そして対人用の銃じゆう火か器きを備そなえた集しゆう団だんが、瞬く間に蒼と要を間合いの外から囲む。異メ魔ギ人ドに対しては絶ぜつ大だいな力を誇ほこる二人も、これでは分が悪い。


　要は言われる前にさっさと両手を上げ、蒼は無む表ひよう情じようで敵てきの出方を待っている。


「お前ら……父さんの……！　どういうことだ、これは!?」


　装そう備びと手て際ぎわのよさに、朱雀は瞬しゆん時じに敵の正体を悟さとった。〈武街〉の常じよう駐ちゆう部隊とはまた別の、四門工業の、いや四門帯刀の私し兵へい。


　おそらく公機関にはすでに話が回り、ここで蜂はちの巣にされても救きゆう援えんは来ない。


　それを裏うら付づけるように、四門帯刀は悠ゆう然ぜんと二人の前に姿すがたを現あらわした。


「父さん……！」


　帯刀は朱雀を一いち瞥べつしたが、それ以上興きよう味みを示しめさず蒼の前に進み出る。何かあれば撃うて、と部下には言い含ふくめてあることは蒼も承しよう知ちの上だろう。


「一いち応おうは礼を言おうか。君のおかげで厄やつ介かいな異メ魔ギ人ドは死んだ」


「…………」


　蒼は反はん応のうを示さない。前まえ髪がみが視し線せんを覆おおい隠かくし、表情すら定かではなかった。


「だがもう君の役目は終わった。その刀……渡わたしてもらおうか」


　明めい確かくな脅きよう迫はくに、蒼は帯刀が拍ひよう子し抜ぬけするほど素す直なおに応じた。無言で〝正宗〟を差し出す姿に、帯刀も一瞬正気を疑うたがう。


　だが偽にせ物ものにすりかえる暇など無いのは明白、本物の〝正宗〟が楽に手に入るのだ。


　帯刀は無言で〝正宗〟を受け取り、あらためてその美び麗れいな刀身に見入る。


　そのとき、蒼の瞳ひとみが見開かれた。


「〝正宗〟～、遠えん慮りよしなくていいぞ～……喰くえ」


「何っ!?」


　刹せつ那な、急速に帯刀の全身から力が抜けた。両りよう膝ひざが崩くずれ、黒々とした髪かみが白に染そまる。肌はだは張はりを失い、声すら出せないほど疲ひ弊へいしていく。


　──馬ば鹿かな!!


　力が吸すい取られていくようなこの感覚──元げん凶きようは……〝正宗〟か!?


　柄つかから手を放そうとしたが、吸すい付くように密みつ着ちやくして離れない。焦こがれた刀が、今急速に己おのれの精せい気きを奪うばう。


　ようやく〝正宗〟が手から離れたとき、そこにもう〈武街〉の権けん力りよく者として名を馳はせた男はいなかった。いるのは、十歳さいは老ふけ込んだ半死人。


　異い常じように気づいた私兵は、すぐさま蒼めがけて銃じゆう弾だんを見み舞まう。


　威い嚇かくではなく、本気で射しや殺さつする気だ。朱雀のやめろ、という制せい止しの声も届とどかない。


　かわりに、全方向から来る銃弾は勅ちよく命めいによって防ふせがれた。


「控ひかえろ」


　下げ賤せんなモノの接せつ近きんを許ゆるさぬ一言は、銃弾を虚空に拘こう束そくした。その一つに一つに刻まれた──〝真紅の斬閃デツドライン〟！


「何……!?」


　理り解かいを超こえる光景に、私兵の手が止まる。それと同時に、蒼は拾い上げた〝正宗〟で全ての銃弾を叩たたき落とした。


　そのことが逆ぎやくに私兵の正気を取り戻もどし、彼らは再びアサルトライフルを中心とした装備に手をかける。いかに防がれようと、オートの連れん射しやなら……その決けつ断だんは正しかったが、遅おそかった。


　援えん軍ぐんが来ていた。


　彼方かなたから飛来する無数の見えない矢。


　致ち命めい傷しようにこそ至いたらぬものの、それは装そう甲こう服の隙すき間まから忍しのび込み、私兵達を駆く逐ちくしていく。


「どこだ……どこから来る!?」


　狙そ撃げき者は姿を見せず、一人一人的てき確かくに始末した。最後の一人が倒たおれてから、ようやく彼は姿を現す。


「やっほー、ごきげんいかが？」


　へらへらと両手を振ふる動作には、先ほどのえげつない戦法は欠片かけらも見当たらない。


「ご協力感かん謝しやします、冴木さん」


　要が礼を言うと、冴木に隠かくれるように琴美も顔を出した。


「あ、あの……二人とも大だい丈じよう夫ぶ？」


「俺と蒼は問題無い。しいて言えばこっちだな」


　要の視線は倒れた帯刀に注がれている。少しだけ体力を取り戻した彼は、かさついた唇くちびるを動かし、尋たずねる。


「何な故ぜ……だ!?　〝正宗〟とは……一体!?」


「今その身で知ったろう？　〝地ち刃じん〟が人の魂たましいと肉体を喰らうように、〝正宗〟もまた人の生気と記き憶おくを喰らう。普ふ段だんはそんなことはしないし、分別もつくが、お前はやりすぎた。〝正宗〟自身も怒おこってるぞ、きっと」


「馬鹿、な……」


「〝正宗〟に選ばれたのは、ここにいる蒼だけだ。それ以外の人間は、皆みなアンタのように〝正宗〟に自身の生気と記憶を捧ささげてきた。まあアンタは少々ダメージが大きいが……つまるところ、お前如ごときが〝正宗〟を手にするのはおこがましいってことだ」


「…………」


　無言のままうなだれ、帯刀は拳こぶしを握にぎり締しめた。


　何故──何故選ばれない!?


「何故、どうしてこんな子こ供どもが…………!!」


「子供だからだ」


　冷たい一言に、帯刀は愕がく然ぜんと顔を上げた。


「子供だからだよ。見たところ、アンタも相当な使い手だ。心しん・技ぎ・体たいの完成度で言えば、あるいは上かもしれない。だがアンタはもう天てん井じようの見えた大人だ。自分でもわかってるだろ？　もうピークは過すぎ去って、後はただそれを維い持じするしかできないと」


「…………！」


　要は認みとめたくない事実を、平然と突つきつける。相手の痛いたみなど気にせず、さらに傷きず口ぐちに塩を塗ぬり込んでいく。


「奴やつらを斃たおすには、人の限げん界かいを超こえなきゃならない。だからこそ〝剣つるぎ守もり〟は未完成のガキに賭かけた。才さい能のうに溢あふれ、属ぞく性せい〝王メレフ〟たる〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を持つガキに。アンタは生まれるのが早すぎたし、才能も無さすぎる。身みの程ほどを知れよ」


　冷然と告げながら、要は拳を鳴らした。


「さて……弱ってることだし、ちょうどいい。訊ききたいことを全すべて体に訊こうか」


　残ざん酷こくに顔を歪ゆがめ、要が近づく。


　朱雀は凍こおりつき、琴美は目を背そむける。冴木だけは平然としているが……止める気はない。


　残る蒼が、要の肩かたを摑つかんだ。


「……何のつもりだ？　今さら情なさけをかけてどうする？」


「どけ」


　言われた瞬しゆん間かん、要は両りよう腕うでを胸むねの前で交差させた。完かん璧ぺきな「受け」の姿し勢せいで、そのまま後方に跳とぶ。全てはいきなり繰くり出された蒼の拳を受けるため。


　返すことも、躱かわすこともできず、受けるしかなかった。それほどの一撃だった。


　何とか後方に跳ぶことで衝しよう撃げきを緩かん和わし、畏い怖ふの視し線せんで蒼を見る。


　だが彼はこちらを向いていない。かわりに、倒れた帯刀の襟えり元もとを摑んで立ち上がらせ──全力でその顔を殴なぐり飛ばした。


「父さん!!」


　朱雀が叫さけぶのも無理は無い。何故まだ顔が吹ふき飛ばずにちゃんと存そん在ざいしているのか……そう思わずにはいられない一撃だった。


　数メートル先へ吹っ飛ばされた帯刀は鼻血を流し、完全に昏こん倒とうしている。


　蒼は無表情のまま近づき、静かに言った。


「立て」


　できるわけが無い。立つ以前に多分生死の境さかいをさまよっている。蒼は構かまわず、先ほどの拳と同じ勢いきおいで脇わき腹ばらを蹴けり上げた。宙ちゆうに舞まいながら、帯刀は血の混まじった吐と瀉しや物ぶつを撒まき散らす。確かく実じつに内ない臓ぞうにまでダメージが及およんでいることが見てとれる。


「立て」


　蒼がまた近づく。澄すんだ瞳ひとみは何の感情も抱いだかず、石ころでも見るように帯刀を見ている。


「待て、那斬、もういい……もういいだろ!?」


　父を守るべく朱雀が立ち塞ふさがる。その顔にも容よう赦しやなく拳が叩たたき込こまれ、朱雀も父同様吹っ飛ばされた。


　完全に昏倒してピクピクと無様に痙けい攣れんする朱雀を見ながら、要が悲しげに目を伏ふせる。


「……だから言ったのに」


「いや、何も言ってないでしょ？」


　と冴木が近づいてツッコむ。不安げに蒼を見る琴美も一いつ緒しよだ。


「しっかし見事な殴りっぷりだね。まだ『立て』連れん呼こして殴なぐってるし。もしかして、彼超ちよう怒ってる？」


「ええ、まあ。まあ二度も〝正宗〟奪うばったうえに、一度目は姉さん人ひと質じちにしましたからね。内心かなりぶちギレてたんでしょう」


「はあ～……あ、今金的にモロ蹴り入ったね。さすがに死ぬんじゃない？　ていうか、死んでもやめる気無いよね、あれ」


「ええ、まあ。前も子供殺した無手型の異メ魔ギ人ドを、今みたいに『立て』連呼して四十二発殴って、すでに事切れてるにもかかわらず、まったく気づかないでさらに殴って結局俺おれが止めるまで合計五十三発殴ってましたから」


「何で死んでるってわかったのに止めなかったの？」


「何だか楽しくなってきちゃって。無む抵てい抗こうな相手がぼろ雑ぞう巾きんにされるのを見るのも、中々オツなもんですよ？」


「ドＳぅ～」


　何な故ぜか意気投合して笑い合う二人に、常じよう識しきを留とどめる琴美がすがりつく。


「二人とも、何傍ぼう観かんしてるんですか!?　このままじゃ、那斬君が人殺しに……！」


「別に。蒼が殺やらなきゃ俺が殺るしな。個こ人じん的にはバイクがあることだし、地面に大の字に寝ねかせてから股こ間かんから一気に百キロオーバーで駆かけ抜けるか、両手両りよう脚あしをぶっちぎってから、生きたまま焼しよう却きやく炉ろに放ほうり込みたい気分なんだが」


「……う～ん、めんどい[image: ]」


　止める気ゼロの二人に見切りをつけ、琴美は蒼を止めるべく意を決して彼の下もとへ行く。それを要が肩を摑んで止めた。


「……放して！」


「やめておけ。今アイツを邪じや魔ましたら、俺でも粛しゆく清せいされかねん。いわんやお前をや、だ。無む駄だ死にしたくなかったらやめとけ」


「でも……！」


　要なりに身を案じてくれているのはわかる。止めても無駄なのはわかる。それでも行きたかった。


　だがもう手て遅おくれに近い。


　すでに帯刀は白目を向き、ズタボロのまま道路に突つっ伏ぷしている。交通規き制せいが利きいているのか、車が来る気配は無く、蒼を誰だれも止められない。


「立て」


　蒼がまた帯刀の襟元を摑んで立たせる。もうほとんど死体と区別がつかない。


「……あと一発で死ぬ方に一万」


　要が左手で一万円札を振ふる。冴木も熟じゆく慮りよしつつ、財さい布ふから札を取り出す。


「僕ぼくはもう少し期待して……二発の方に三万」


　結けつ構こう真しん剣けんな賭かけの中で、運命の一撃が放たれる。


　生か……死か。


「やめなさい！」


　ビクッと蒼の体が震ふるえ、無表情のまま振り向く。


　さきほどまでの冷たさが消え、その顔はひどく幼おさなく見えた。視線の先には、肩かたで息をする美亜が立っている。途と中ちゆうまでタクシーで追いかけ、あとは走ってきた。


「もういい……もういいから……！」


　蒼は帯刀を地面に下ろし、棒ぼう立だちとなる。血に塗まみれたその手を、美亜のたおやかな手が包つつみ込む。


「もういいから……お願い、やめて……！」


　悲ひ壮そうな声に、蒼は小さく頷うなずいた。


「……はい」


　もう、戦意は消えていた。


　握にぎっていた拳こぶしは解とけ、蒼はただ叱しかられた子こ供どものように俯うつむく。


　終息した戦いを見つめながら、冴木は要に尋たずねた。


「……わかってたの、こうなるの？　それとも──期待してた？」


「さて」


　無感情に要が言う。その表情からは真意を窺うかがえない。


「ただ、アイツを力ずく以外で止められるのは姉さんだけでしょうね」


「それはそれは。妬やけちゃう？」


　要は答えない。


　彼の視し線せんは蒼から離はなれ、ようやく立ち上がった朱雀に向けられていた。


　死の運命をかろうじて免まぬがれた父に駆かけ寄より、ポツリと呟つぶやく。


「喰くわれたんだ……母さんが」


　絞しぼり出すような声で言い、父の手を握る。


「……異メ魔ギ人ドに……喰われた。俺達は、一緒にいなかった。守れなかったのは悔くやしいけど、どうしようもなかった。でも……それから父さんは変わった……」


「だから……自分で異メ魔ギ人ドを滅ほろぼしたかった」


　茫ぼう洋ようと蒼が言うと、朱雀は頷く。彼もまた、どこかで父の真意に気づいていた。


「ただ異メ魔ギ人ドを斃たおすなら、斃した後の世界で権けん力りよくを握りたいんなら……俺達を懐かい柔じゆうするはずだ。それが手っ取り早い。なのに……しなかった。〝正宗〟を奪ったのも、最終的には自分で使うためか」


　疑ぎ念ねんは確かく信しんに変わり、怒いかりは共感に変わろうとしていた。


　結局──皆みな同じだ。


「けど……父さんは、きっと……間ま違ちがってた。駄だ目めなんだ、一人じゃ。一人じゃ、何もできないんだよ、俺達は……」


　無力と現げん実じつを嚙かみ締しめる朱雀に、蒼はぶっきらぼうに言った。


「じゃあ、集めればいい」


「……何!?」


「一つ一つの欠片かけらは小さくても……集めれば、もしかしたら。だろ、要？」


「ああ。どのみち、〝天てん剣けん〟と〝地ち刃じん〟を斃すには六つの〝神エ理クのス欠ト片ラ〟が必要になる。いずれアンタにも働いてもらう」


　そう朱雀に告げると、要は軽く伸のびをした。


「さて……今日はもう帰るか。ところでそこでのびてるおっさんを病院に連れてかないと本当に死ぬぞ。別にどうでもいいけど」


「そ……そうだ、まず病院だ！　遠えん慮りよなくやりやがって……死んだらどうすんだ!?」


　──いや、別に。


　蒼と要は口に出しかけたが、話がこじれそうなのでやめた。とりあえず帰ろう。


「よし要、バイクで送ってやるから飯作って」


「断ことわる。だが送ってはもらう」


「ま、待ちなさい！　蒼君、そもそも免めん許きよ持ってるの!?」


「…………」


　美亜の追及に、蒼は明後日あさつての方向を向いた。


「そもそも、免許って何なんでしょうね」


「ごまかさないの！　それと……ご飯なら私が……」


「結構です」


　即そく答とうし、そそくさと要を後ろに乗せて〝騎き神しん〟を起動させた。そのまま高速機動モードで、駆かけ抜ぬけていく。当然二人ともノーヘルだ。


「ま、待ちなさい！」


　絶ぜつ対たいに追いつけないにもかかわらず、無む駄だに追いかける美亜。


　それを横目で見つつ、冴木も肩を竦すくめて傍かたわらの琴美に言う。


「……帰ろっか？」


「はい……」


　心なしか力ない笑え顔がおの琴美の頭に、ポンと冴木の手が乗る。


「まだ……先生には勝てそうにないね」


「……いいんです」


　力無く笑う琴美の肩を抱だきながら、冴木は歩き出した。


　一つの戦いが終わっただけで、まだ何も変わらない。だが、きっと可か能のう性せいは残った。くすぶっていた感かん情じようを鎮しずめながら、冴木は苦く笑しようした。


「僕は……かっこ悪かったのかな、今まで」


「え……？」


「んーん、な～んでもない」


　夜が──更ふけていく。


　一時の休息の夜が。




　終章







　数日後、昼休みに廊ろう下かを歩く蒼あおいと要かなめはばったり朱す雀ざくと出くわした。


「お前ら……」


　顔をしかめる朱雀を無む視しし、二人は何事も無かったかのように横をすり抜ぬける。


「待てこら、父さんの容よう態だいとか気にならんのか!?」


「別に」


　声を揃そろえて言うと、朱雀は溜ため息いきをついて訊きかれていないのに話し出した。


「とりあえず……大だい丈じよう夫ぶだ。しばらく治ち療りようはいるが、元が頑がん丈じようだし、何とかなるだろう」


「それはそれは」


　まったく心のこもってない二人の言葉に、朱雀が柳りゆう眉びを寄よせる。


「お前らな……まあいい。この前の話……覚えてるか？」


「何だっけ？」


　顔を見合わせて言うと、ついに朱雀がキレた。


「忘わすれるな！　アレだアレ、集めるとかそこらへんの話！」


「あーあー、あったねそんなの」


　言いだしっぺのくせに、完全に忘わすれていた蒼。


　もう怒おこる気力も失うせ、朱雀はただ言いたかったことを告げる。


「……何だかんだで、お前らのおかげなんだろうな、きっと」


「そう？」


「だが……馴なれ合う気はない。道が交わったとしても、俺は俺の道を行く。俺は俺のやり方で異メ魔ギ人ドを斃たおす。言いたいのは……それだけだ。じゃあな」


　それだけ言って颯さつ爽そうと去ろうとすると、要の嫌いや味みな声が聞こえた。


「……とか何とか言ってるけど、泣きベソかいて〝神エ理クのス欠ト片ラ〟に目め醒ざめたんだけどな」


「あ、そうなの？」


「ああ。ちゃんと携けい帯たいで動画も録とった」


「うわ、なさけな。よし、動画サイトにアップしてアクセス数稼かせごう」


「無む論ろん」


「き、貴き様さまいつの間に……！　返せ、すぐに返せ！」


　血相を変えて追いかける朱雀から逃のがれ、二人は走る。


　教室が近づいたとき、一人の女生徒とすれ違ちがう。走っていたせいで、姿すがたはよく覚えていない。だが耳元で放たれた言葉はひどく尾おを引いた。


「またね、刀神さん」


「…………！」


　振ふり向くと、もう後ろには誰だれもいなかった。


　だが……確たしかにいた。


　同じ学年に。


　あるいは……同じクラスに。


「どうした、蒼？」


「いや……」


　不安の滲にじみ出た声に、要もまた低く呟つぶやく。


　未いまだ相見あいまみえず──だが、敵てきはもう蠢うごめいている。


「次はどう動く？──親父」


　人の敵は──まず人なのか。


　では次なる敵は──人か異メ魔ギ人ドのいずれに相成るか？






　あとがき







　そんなわけで『覇者の三剣トリスアギオン２』をお届け致いたしました。


　購こう入にゆうされた方、立ち読みで済すました方もまずは感かん謝しや致します。


　１巻の反はん響きよう？的なものを振り返ると、結けつ構こう要かなめが受け入れられてるなーと一安心。ご存知の通りドＳなので、反感を持つ方がいることも否いなめないので。


　そうそう、要と言えばエピソードが一つ。


　この物語がまだ形になる前の最初期の段だん階かい、奴やつがその頃ころからドＳなのは言うまでもありませんが、担たん当とう編集からこう言われました。





「要をただのサディストにしたくない」





　ごもっともです。大体、奴をただのサディストにすると、話が成立しないのです。


　ただそう思う反面、こうも思っていました。





　──コイツ……ただのサディストかもしんないです、と。





　最終的に彼がどういうキャラクターになったのかは、多分この巻を読まれるとわかるかと。


　ただ、彼はまだまだ本領発はつ揮きしていません。


　まあ何せ僕ぼくのキャラクター中、ドＳランキング第一位に君くん臨りんする男です。


　キャッチフレーズも「冷れい酷こく非ひ情じようの〝剣つるぎ守もり〟」「武ぶ街がい最さい凶きようの男」とかですので、下手に動かすと本当にヒカれかねません。


　僕的にはむしろ担当編集をヒカしてなんぼと思っていますが、幸か不幸かまだ何も言われてないので、これからも彼は敵てきに対して非情に振ふる舞まうでしょう。いずれは究きゆう極きよくのドＳバトルを書く予定ですので、こうご期待！（いいのか？）


　ただ怒おこると蒼あおいも怖こわいです。いや、蒼の方が怖いかも。


　要がドＳランキング一位なら、彼は暗い過去ランキング一位……ダメだ、対たい抗こうできてない。えっと、あとファッションセンス一位とか。多分一番服に気を遣つかってます。あとは……何やかんやで属ぞく性せい〝王メレフ〟です。


　何せ奴の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟は……最終型になると、全神エ理クのス欠ト片ラ中でも……それに、かつて要を……いえ、何でもないです。ゲフンゲフン。ホントに。





　ちょっと口を滑すべらせたところで、次回予告です。


　ナレーションは要を想定して脳のう内ない変へん換かんして下さい。





　真紅の覇道デツドロード、敗やぶれる。


　初の上級異メ魔ギ人ドとの戦いが、かつてない絶ぜつ望ぼうを招まねく。


　蒼と要無き〈武街〉に迫せまる魔ま手しゆ。


　凄せい惨さんな戦場で、ついにあの男の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟がベールを脱ぬぐ。


　それは全ての「先せん」を超こえる凶悪なる〝神エ理クのス欠ト片ラ〟。


　要が繰くる十二星拳中最悪の拳と発動するドＳモード。


　解き放て──第参の戒いましめ。


　今一度立ち上がれ──王よ。


　次回、〝智慧の禁果ボツクス・エデン〟大解放フルオープン。〝聖命の禁樹セフイロト・ゲート〟──開門ペテイハー。


　今春に向け、鋭えい意い執しつ筆ぴつ中です。




十月ユウ





覇者の三剣トリスアギオン　２





十と月づきユウ






[image: ]


平成24年7月26日　発行


発行者　山下直久


発行所　株式会社富士見書房


〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14


http://www.fujimishobo.co.jp/


(C)2009 Yuu Toduki, Hana Amano/Fujimishobo




[image: ]

OEBPS/images/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/images/P053.jpg





OEBPS/images/GAIJI-MIN-U541E.png





OEBPS/images/P013.jpg





OEBPS/images/K001.jpg





OEBPS/images/GAI73764.png





OEBPS/images/P149.jpg





OEBPS/images/GAI73761.png





OEBPS/images/P004.jpg
RSB
BIE Mg wnoses)

I L2 1 < O M AR D

#° BKIHERRWEOR"

HOIRWKIE O S00°
e |

RRHS il (ooenaie)
WIS EDE MV B REK
P ESgrPEN O SN
IHERE R O delimire

nns_ﬂ#ﬁ_* (DHOHMVR)

IR I MR
HIRNER HONNLS Il
BowiEP M Se°

I

BIT#4 o»2etv)

EEPERY KERER
BRLEU<LEWHILRDNY
NN HILE QLN

HR R R (oo 2400)
Ok =P - IR T AR
VRO’ Y ST iR S
MSRHEE<R’

aﬁii (SoenEr)
IR IE SR E" e’
(Ele#ROBI5) b’ My
PEREELT O

BITER o»2urem
AR HHERIS N0 (R HR) S IKIm
ML K#HOXRKR e
R Mk, wEin®

B —D—L
[EER L]~

BEROSREN <EWH
PUO (LLEHIWRD) &
EURBREO K 10 kb
HBEBEXERRLD Kiv
VREVEER - RS |
N8R YT NRIEHNE #6427
FOLOR - FE - HR
SINNDRIEN® HREEKS
#HLSHVEEHSEKS i,
VEBL BEPD T ERY
SRwEN°

[#82402) wra
HEB<SEONRKEENID
AF=° R ON<@ES T
EREVERD HEBREWY
fgin°

[FEOK:Er] Hawen
<WECEHLEOL0RE
SHRL MYSEHLRER
BN RUMKRS BEiR
AYR - RN oXY
LMY TS, VERAS®

[B5R] e
BRHILB N TESKI,
WEBPCRKR® WmiRe
FRMBREMI00C 1 RIDE
RERAPILO HKERKO
BESIERV BSthRiT
FLRELNON VRV

[LKR] oeme
HLSNWRR Mk H
KuEvKKRFM WSKR®
RNveMwiLne

[BR] wo<
HiEB<S "Hy HOMK#EHS
B miRe | <@ 0
DNV BB <20mmH
BENBNUNRRV N

[RE] Cer
BFOOERCHE IR
1 TER, VRNEPRME
BOKOKCIR® TBR, E
# MUBRED RS
RE SHRVORBERVL
V5850





OEBPS/images/COVER.jpg
e





OEBPS/images/K004.jpg





OEBPS/images/P097.jpg





OEBPS/images/LOGO.png





OEBPS/images/P261.jpg





OEBPS/images/P131.jpg





OEBPS/images/GAI63786.png





OEBPS/images/P203.jpg





OEBPS/images/GAI73749.png





OEBPS/images/GAI63784.png





OEBPS/images/GAIJI-U2661.png





OEBPS/images/P037.jpg





OEBPS/images/K002_zzz.jpg
N /4
Ly 4

[oeer NODEDMO I L5 - 0
0N’ DR | B0 LG L fre]





OEBPS/images/GAI63797.png





OEBPS/images/P239.jpg





OEBPS/images/P077.jpg





OEBPS/images/ORIKAESHI1.jpg
TRaD
0TS

BMS9OF 10 B&EEN. FRTE 2
—[&2005%. MHTI\GEEEE
[FeDIEFHENSNEL 2000 F DX
E5 FRIFZEDIDDEEDS T,
RABL [BH - &5 - BHDS5
BSFILDIEL o

ASANKH R
HAN—=FH4> :designCREST





OEBPS/images/GAI63795.png





OEBPS/images/GAI73752.png





OEBPS/images/GAI73755.png





OEBPS/images/GAI73758.png





